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			第一章　裁縫好き令嬢

			　自分でも馬鹿だと思う。

			　初めて訪おとずれた隣国。

			　知らない貿易商の殺風景な応接室のソファーで処女を散らすなんて。

			「これが最後の警告だ」

			　目の前には、十分前に初めて会った黒髪青眼の名前も知らない男。

			　それでも夫に復讐できるなら――。

			　涙が出るのは初めての痛みのせいか、意外に優しいこの男のせいなのか。

			「……馬鹿な女だな」

			　涙を親指でそっと拭ぬぐってきた男に、エミリーは切ない顔で微笑んだ。

			
　　　　◇

			
「わぁ！　大きい」

			　エミリーは久しぶりに会った友人カロリーナのお腹の大きさに驚いた。

			「あと二ヶ月で生まれてくるのよ」

			　お腹をさする友人の幸せそうな姿にエミリーも嬉しくなる。

			「男の子か女の子か、どちらかしら」

			「カッコいい男の子がいいわ」

			「あら、女の子も可か愛わいいわよ」

			　美味しい紅茶をいただきながら、学園時代の友人とワイワイ盛り上がるこの時間がエミリーはとても好きだ。

			「それにしても、エミリーの電撃結婚にも驚いたわ」

			　バリウス商会の息子ジョンと、伯爵令嬢エミリーが結婚したのは三ヶ月前。

			「お父さんの反対を押しきって結婚したのよね」

			「商人に嫁とつぐなんてすごいわ、エミリー」

			　大変でしょう？　と尋ねてくる友人にエミリーは首を横に振った。

			「まだね、お店で働いていないの」

			「旦那様はエミリーのことが可愛くて、お店に立たせるのが心配なのね」

			「こんなに可愛い店員さんがいたら、用事がなくても通っちゃうわ」

			

			　笑い合う友人たちを見たエミリーは、ホッと胸を撫なで下ろした。

			　実は少しだけ不安だった。商人と結婚した私とは、もう友人でいてくれないのではないかと。

			　平民の結婚式はとても簡素で、本人たちが教会へ行くだけで終わり。父がそれでは可か哀わい想そうだと純白の美しいドレスを着させてくれたけれど、友人たちを結婚式に呼ぶことはできなかった。それでもこちらの事情を察して、何も言わずに仲良くしてくれるカロリーナたちの優しさが嬉しい。

			「……私も子供が欲しいな」

			　ジョンの子供を産んで、家族仲良くお店を経営していきたい。

			　エミリーは、カロリーナの大きなお腹を羨うらやましそうに眺めながらつぶやいた。

			

「ただいま、エミリー」

			　別邸に戻ってきたジョンは、いつものようにエミリーの頬に軽く口づけをした。

			　ここはエミリーの父であるクレヴァリー伯爵が所有している別邸。エミリーが街の外れの住宅街で生活するのは心配だと、過保護な父が準備してくれた屋敷だ。

			「おかえりなさい、ジョン」

			

			　ジョンと出会ったのは五ヶ月前。父が誕生日にバリウス商会にミシンを注文してくれたのがきっかけだった。ミシンの上糸の通し方はもちろん、糸の引っ張り合う強さを調節する方法から真っ直ぐ縫う方法まで詳しく教えてくれたジョンの優しさに惹ひかれ、ミシンを口実に何度か二人で会うようになった。

			　会える時間は少なかったけれど、お気に入りのパンケーキの店に行ったり、クッキーを買ってくれたり、観劇に連れて行ってくれたり。街で売っているいろいろな商品のことにも詳しくて、ジョンと出かける日を毎日楽しみにしていた。

			　男手一つで育ててくれた父は平民のジョンと結婚することに反対していたが、優しくて物知りなジョンとどうしても結婚したいとお願いし、なんとか結婚を許してもらったのだ。

			「今日もずっとミシンを？」

			「今日はね、カロリーナたちとお茶会だったの」

			　ミシンに白い糸を通しながら、さっき始めたばかりだとエミリーは微笑む。

			「カロリーナのお腹がこんなに大きくなっていたのよ」

			　エミリーが手で妊婦のお腹を表現すると、ジョンは「そんなに？」と笑った。

			　ジョンは仕立てのいいジャケットを脱ぎ、側そばに控えていた侍女に手渡す。

			　エミリーが今から縫おうとしている布を手に取ったジョンは、不思議そうにまじまじと眺めた。

			

			「小さいね」

			「赤ちゃんのお披露目会をする時に、ドレスがあったらいいなと思ったの」

			　布に包まれただけよりもドレスを着ている方が絶対に可愛い。

			「赤ちゃん用のドレスか」

			「男の子でも女の子でも大丈夫なように、白い布にしたのよ」

			　エミリーはデザインのイラストを見せながらジョンに説明する。

			「紐で縛るタイプだから脱ぎ着させやすくて、フリフリし過ぎず、でも可愛らしさも欲しくて」

			「男の子でもこれなら着られるね」

			「そうでしょう！」

			　ジョンの賛同に、エミリーの声が弾む。

			「首回りはもう少し広めにした方がいいんじゃない？」

			「このくらい？」

			「その方が素敵だ」

			　目を細めたジョンの優しい笑顔に、エミリーは頬を赤らめた。

			「いつか私たちの子供にもベビードレスを着せたいわ」

			　まだ生まれる予定はないけれど。

			

			「私ね、娘とおそろいのワンピースを着ることが夢なの」

			　結婚式は頬に口づけだけだった。初夜もまだ。

			　でも優しいジョンが大好きで一緒にいられるだけで毎日が幸せ。

			「息子だったら？」

			「ジョンとおそろいの服にするわ！」

			　きっとジョンにそっくりな可愛い息子だとエミリーははしゃぐ。

			「じゃあ、家族みんなでおそろいの服にしたらどうかな？」

			「素敵！」

			　エミリーはジョンの提案に手をパンッと合わせながら喜んだ。

			
　　　　◇

			
　二ヶ月後、カロリーナは無事に女の子を出産した。

			　エミリーが作ったベビードレスは好評で、口コミで自分の子供にも作ってほしいと注文をもらった。

			「ジョン。あのね、ベビードレスをお店に置いてもらうことはできないかしら？」

			「バリウス商会に？」

			

			「えぇ。結構好評なの。四人も注文をもらったのだけれど、お店だったら他の人も買えるでしょう？」

			　エミリーは気軽に相談したつもりだった。

			　無理でもジョンなら「素人の商品はダメだよ」と笑って断ってくれると。

			　そう思っていたのに。

			　バンッ！　という大きな音に驚いたエミリーの身体がビクッと揺れた。

			「商売をなんだと思っているんだ！　遊びじゃないんだ！」

			　初めて聞くジョンの大きな声。

			「え……？」

			　エミリーは自分の耳を疑った。

			　ジョンがこんなに怒るとは思っていなかった。

			　二着くらい、バリウス商会のドレス売り場の片隅に置いてもらえたら嬉しいと思っただけ。ほんの少しでもバリウス商会の役に立ちたいと思っただけなのに。

			　目の前には怒った顔のジョン。聞き間違いなんかじゃない。

			　エミリーは後退りした後、扉に向かって走った。

			　廊下を走り、階段を上り、使っていない部屋に逃げ込んで鍵をかける。

			「お嬢様！」

			

			　追いかけてきた侍女の声を無視し、何もない部屋の片隅にエミリーは蹲うずくまった。

			　どうしてあんなに怒ったの？

			　あんなに怖いジョンは見たことがない。あんなに大きな声も聞いたことがない。

			「あんなに怒らなくったって……」

			　拭ふいても拭いても涙が溢あふれてくる。

			　エミリーは嗚お咽えつを上げながら泣き続けた。

			「……ごめん、エミリー」

			　しばらくたった後、扉の向こうから謝罪するジョンの声が聞こえた。

			　いつもの優しい声だ。

			「ごめん。仕事が上手くいっていなくて、完全に八つ当たりで、」

			　部屋から出てきてくれないか？　とジョンが懇願してくる。

			「ベビードレス、バリウス商会の王都店に置こう」

			　どうして急に？　さっきはダメだって言ったのに。

			「たくさんは置けないけれど、三着、いや五着なら置く場所を作れる」

			「……もういいの。ワガママ言ってごめんなさい」

			　ベビードレスが置けないことよりも、ジョンに怒られたことの方がショックだった。

			　怒ったジョンは知らない男の人みたいで、とにかく怖くて。

			

			「……ごめん、なさい」

			　エミリーは泣きながら謝った。

			「エミリー、ここを開けてくれ」

			　ガチャガチャ鳴るドアノブ。だが、今は怖くてジョンの顔が見られそうにない。

			「本当にごめん。出てきてくれ」

			　静まり返る部屋と廊下。開く気配がない扉に向かってジョンは溜息をついた。

			　足音は止まることなく遠ざかっていく。

			　エミリーは溢れ出る涙を拭いながら、だんだん暗くなっていく部屋で座り続けた。

			

　書斎の椅子に腰かけたジョンは、再び大きな溜息をついた。

			　伯爵令嬢なのに裁縫が好きで、ミシンをやりたいという変わり者のエミリー。

			『裁縫が趣味なんて平民のようだ』

			『うちの嫁には相応ふさわしくない』

			　数人の貴族に縁談を断られたと、当時クレヴァリー伯爵は悩んでいた。

			『もう知らない男と会うのは嫌だと落ち込んでしまって。少しでも気が紛れればと誕生日にミシンを買ったのだよ』

			

			　母親がいないので、こういう時にどうしたらいいのかわからないとクレヴァリー伯爵は溜息をついた。

			『年頃の貴族子息たちに断られてしまったから、しばらく縁談は無理だな』

			　三年ほどかけてゆっくり相手を探すつもりだと肩をすくめながら支払い書にサインをするクレヴァリー伯爵を見ている時、これは好機だと思った。

			『ですが、急に縁談がなくなればお嬢様は不安になるでしょうね』

			『不安？』

			『もう会ってくれる男性もいなくなったと、女性としての自信を失くされるのでは？』

			　ジョンが領収書を渡しながらエミリーを心配すると、クレヴァリー伯爵は顎あごに手を当てながら「君の言う通りだな」と悩む様子を見せた。

			『例えばですが、結婚相手が見つかるまで、俺がお嬢様のお世話をするというのはどうでしょうか？』

			『どういうことかね？』

			『バリウス商会へ援助をしていただけるのなら、俺がお嬢様と偽装結婚します』

			　結婚式はするが、教会に婚姻届は提出しない。社交界でも結婚したと報告はせず、エミリーは未婚のまま。一緒の家には住むが手は絶対に出さない。

			　偽装結婚しておけば、他国で婿を探す間に縁談がなくてもエミリーは女としての自信を失わず、好きな裁縫に没頭できる。

			『いかがでしょうか？』

			『婿が見つかった後、どうやって偽装結婚を解消するつもりかね？』

			『店を手伝ってもらい、平民の生活は大変だからもう嫌だと言わせましょう』

			　朝から晩まで働かせることをお許しいただければとジョンは提案する。

			『娘には援助のことは言わないように。恋愛結婚ということにしてくれ』

			　まずはエミリーを口説いてほしいと頼まれたジョンは頷うなずいた。

			　何度かデートに誘い、反対するフリをするクレヴァリー伯爵と連絡を取り合いながら結婚までたどり着くには二ヶ月もかからなかった。

			「離縁だと言われたら困る」

			　今、エミリーの機嫌を損ねて伯爵からの援助がなくなったら、バリウス商会は立ち行かなくなってしまうにもかかわらず、ついエミリーに当たってしまった。

			「早くエミリーの機嫌を取らないと」

			　一年前にミンベル街にオープンした支店が軌道に乗らず、負債だけが増えているのに。

			　ジョンは積み上がった請求書を見ながら、眉み間けんにシワを寄せた。

			「仕方がない。もう一度、エミリーが籠こもっている部屋に行くか」

			　ジョンは何度目かの溜息をつきながら立ち上がり、重い足取りで書斎を出る。

			

			「エミリー、そこは寒いだろう？」

			　ノックしながら、ジョンは再びエミリーに声をかけた。

			「風邪を引くのではないかと心配だよ」

			　コトッという小さな音の後、ゆっくり開いた扉。

			　部屋から出てきたエミリーの目は泣き腫はらしてすっかり赤くなっていた。

			　あぁ、よかった。部屋から出てきてくれさえすればなんとか機嫌を取れそうだ。

			「ごめん、本当にごめん」

			　ジョンはエミリーをそっと抱き寄せる。

			「ベビードレスを店に置くから五着くらい作ってくれるかい？」

			「……もう怒ってないの？」

			「あんなふうに言うつもりはなかったんだ。今日は商談がうまくいかなくて、ごめん。エミリーは悪くないんだ」

			　ごめんと何度も繰り返した後、ジョンはゆっくりとエミリーから離れた。

			「店にベビードレスを置かせてくれるかい？」

			　ジョンの言葉に、エミリーは躊躇ためらいながら小さく頷く。

			「好きだよ、エミリー」

			　これで離縁と言い出すことはないだろう。

			

			　ジョンはエミリーの顔に手を添えると、ゆっくり頬に口づけをした。

			
　　　　◇

			
「どうせ売れないだろう」

			　一週間後、ジョンはできあがったベビードレスを、ベビー用品を並べている棚の片隅に適当に置いた。飾るわけでもなく、目立つ場所に置くわけでもなく、広げたままテーブルに置いただけなのに。

			「嘘だろ」

			　ベビードレス三着は、たった二日で完売した。

			「こんな物が売れるなんて」

			　動きもしない赤ん坊にドレス？

			「意味がわからない。貴族はこんなものが欲しいのか」

			　ジョンは値札を持ち、不思議そうに首を傾げた。

			「……また売れた」

			　翌朝も棚に置いたばかりの一着が、あっという間に売れた。

			　値段を安くし過ぎたのかもしれないと思い、昨日より値上げしたのに。

			

			　貴族が考えることはよくわからない。

			　だがこれは儲かる！

			「すぐに商品登録の申請をしろ。類似品を作る業者が現れたらアイデア料が取れる」

			　バリウス商会のオーナーでもあるジョンの父は、今すぐ「バリウス商会の権利」で登録手続きをしろと言った。エミリー考案だが、バリウス商会でいいと。

			「ミンベル支店でも王都店のようにすぐに売れるかな？」

			「希少価値を付けるのならば王都店限定にするのがいいだろう。値段はもう少し高くしろ。ここでしか買えないのだから」

			　父のアドバイスをもとに値段を再設定する。

			「お針子と契約し、安い賃金でどんどん作らせろ」

			「わかった」

			「貴族は特別感が好きだからな。宝石を付けた一点物を増やせ」

			「宝石か……」

			　宝石を付ければさらに高い値段を付けられる。

			「捨てるようなクズ石で構わん」

			　安く仕入れ、安い賃金で契約したお針子を働かせて、貴族に高く売りつけるのが商売だと父は得意げに笑う。

			

			　ジョンは父に相談しながら、初めて大きな仕事をした実感を得た。

			「たまにはクッキーでも買って帰るか」

			　エミリーが好きな広場前の菓子店に立ち寄ったジョンは、ピンクのリボンがついたクッキーを手にした。エミリーにお土産を買うのは、一緒に住んでから初めてかもしれない。

			　侍女がよく買ってくるいつもの店のクッキーなのに、目を潤ませながら嬉しそうに受け取ったエミリーを見たジョンは、この程度で喜ぶならもっと早く買ってやればよかったと思った。

			　生地は反物で仕入れ、糸とレースを準備し、エミリーに渡せばあとは完成を待つだけ。ベビードレスは貴族の間で話題になり、入荷すればすぐに完売。今日も売れたと聞くとエミリーは喜んでまた作り、作れば売れて店は儲かる。

			　ジョンと父親は笑いが止まらなかった。

			

「……あれ？」

			　今日もベビードレスを作ろうと部屋へやってきたエミリーは、テーブルの上にある物を見て首を傾げた。

			　昨日完成したベビードレスがテーブルの上に置かれたままだ。いつも完成したらすぐに店に持っていくのに。

			「珍しいですね。ジョン様が忘れるなんて」

			　侍女のユリアも首を傾げる。

			「たまには街へ行こうかしら」

			「お届けされるのですね！　すぐ馬車を準備します」

			　シンプルなワンピースのままユリアに軽くメイクをしてもらい、エミリーはバリウス商会王都店に向かった。

			「ごきげんよう、店長」

			「お、お、奥様！」

			「突然ごめんなさい。ジョンの忘れ物を届けに来たのだけれど」

			　不自然なほど動揺した店長の様子に首を傾げながら、エミリーは自作のマチ付き巾着袋からベビードレスを取り出した。

			「ちょうどあちらの公爵夫人がシンプルなベビードレスが欲しいと」

			　店長の視線に気づいた夫人は、エミリーが手にしているシンプルなベビードレスに嬉しそうな笑みを浮かべる。

			「そういうのを探していたのよ。見せてもらえる？」

			「はい。もちろんです」

			

			　エミリーはベビー用品コーナーへ行き、公爵夫人にベビードレスを手渡した。　

			「こういうギラギラ宝石が付いているのは好みではないのよ」

			　公爵夫人の視線の先のテーブルの上には、小さな宝石が散りばめられたベビードレスが置かれている。

			　私が作った物ではないが、紐で縛る機能や工夫した裾すその閉じ方は私が考えたものと同じ。

			　これはどういうことなの？

			「こんな場所に宝石を付けたら、赤ちゃんの手や腕に傷が……」

			「そうなのよ！　あなたここのお針子さん？　あなたとは意見が合いそうだわ！」

			　公爵夫人はエミリーが作ったベビードレスの縫製を確認する。

			「あなたが作ったの？」

			「はい」

			「丁寧でいい仕事だわ」

			「ありがとうございます」

			「さっきね、ここのオーナーの息子と奥さんにシンプルな物が欲しいと言ったら、宝石があった方が見栄えがいいって」

			　赤ちゃん用品はそうじゃないのよと、言い合いになったと公爵夫人は溜息をつく。

			「え？　奥さん？」

			

			　オーナーの息子はジョン。奥さんとは？　私がジョンの妻なのに……？

			「オーナーの息子って、」

			「名前はなんだったかしら、茶髪の……」

			「あの、奥さんはどんな方でしたか？」

			「派手な見た目だったわ」

			　エミリーはワンピースのスカートをギュッと握った。

			「これ、おいくらかしら」

			「……え？」

			　エミリーはテーブルの上のベビードレスの値段に驚いた。初めてベビードレスを売った時にジョンが見せてくれた値札よりも、値段が遥はるかに高い。

			　宝石が付いているから？　今はこの値段なの？

			「すみません、値段は店長に……」

			「そうね、お針子さんに値段を聞いてはいけなかったわ」

			　ごめんなさいと優しく微笑む公爵夫人。

			　些さ細さいな動作も優雅で美しい公爵夫人は、五十歳前後に見えた。

			「あなたのおかげで、孫に可愛いドレスを着せてお披露目できるわ。ありがとう」

			「気に入っていただけて、嬉しいです」

			

			「奥様、代わります」

			「店長、値段をお願いします。では失礼します」

			　店長の言葉で驚いた公爵夫人に気まずくなったエミリーは、その場から急いで立ち去ることしかできなかった。

			

「店長、今、奥様って」

			「はい。オーナーのご子息ジョン様の奥様です。裁縫がお得意で、ご友人のためにベビードレスを作られたのがこの商品の始まりなんですよ」

			　店長は慣れた手つきで商品を包み、リボンをかけていく。

			「お針子じゃなかったのね……」

			　あの子に残酷なことを言ってしまった。あれでは「あなたの夫は浮気しています」と言ったようなものだ。

			　公爵夫人は支払い書にサインをしながら、ショックを受けた彼女の顔を思い出す。

			「私は奥様が作るベビードレスの方が、温かみがあって好きですけどね」

			　商品を渡しながら「つい口が滑りました」と悲しそうに笑う店長。

			「私もあの子の作ったものが好きだわ」

			

			　公爵夫人は綺き麗れいに包まれたベビードレスを受け取りながら、彼女に余計なことを言ったことを後悔し、何かお詫わびができないだろうかと考えた。

			

　エミリーはバリウス商会の裏口から出た後、行き先も決めずにぼんやりと歩いた。

			　もともと用事が済んだらクッキー屋へ行き、雑貨屋を見て、手芸店にも行こうと思っていたので、一度馬車を帰らせてしまった。二時間後に迎えに来てと。

			　でも今はどこにも寄る気にはなれない。

			「私以外にもベビードレスを作っている人がいるなんて知らなかった」

			　私が作ったものだけを売ってくれていると思っていたのに。

			「……ジョンが浮気しているなんて知りたくなかった」

			　店長が慌あわてたのは、きっと浮気相手と鉢合わせしそうだったからなのだろう。

			　派手な見た目の女性。知らない人が見て、奥さんだと思う距離感で一緒にいた女性。

			　それは誰？　私が知っている人？

			　エミリーはグッと手を身体の横で握った。

			　ポツリと雨が降り始める。まるで自分の涙のように。

			　エミリーは雨を気にせず歩き続けた。

			

			「いつから……」

			　だんだん強くなる雨。

			　この雨の中なら泣いても誰にもバレないだろうか？

			　ずぶ濡れで涙を拭う必要もない。髪も服もぐちゃぐちゃだけど、どうでもいい。

			　一時間程雨に濡れた身体は、寒くて震ふるえが止まらなくなってきた。

			　私がジョンの奥さんなのに。

			　私のことをいつも好きだと、私と出会ったのは『運命』だと言っていたのに。

			「……どうして」

			　突然、目の前は真っ暗に。

			　エミリーは別邸へ向かう一本道の途中で気を失った。

			

　道で倒れていたエミリーを見つけてくれたのは、迎えに向かう途中の馬車の御者ぎょしゃだったとジョンから当時の状況を説明された。

			「体調が急に悪くなって。よく覚えていないの」

			　高熱で二日間寝込み、ようやく目が覚めたエミリーはジョンに小さな声で答える。

			「バリウス商会にベビードレスを届けたことは覚えているのだけれど」

			

			　ベッドに起き上がったエミリーは、ジョンにギュッと抱きしめられ「心配したよ」と囁ささやかれた。

			　いつもと変わらないジョンの態度に、エミリーの胸は締めつけられたように苦しくなる。

			「水、飲む？」

			　ジョンはエミリーが愛用している薔ば薇らの模様のグラスに水を注ぎ、背中を支えながら水を飲ませてくれる。

			「もう少し、休んだ方がいいよ」

			　無理をするとまた熱が上がってしまうからと、ジョンはエミリーがベッドへ横になるのを手伝い、丁寧に布団をかけてくれた。

			「暖かくしてね」

			　おでこに口づけをしたジョンは、いつも通りの優しい笑みを向けてくる。

			　優しい夫のフリをしているの？　それとも誰にでも優しいの？

			　派手な見た目の女の人にも優しくしているの？　私よりも？

			「ベビードレス作れなくて、」

			「大丈夫。無理しないで」

			　別の人が作っているから大丈夫。宝石が付いていた方が高く売れて儲かるし。

			　優しく頭を撫でてくれるジョンの副音声を勝手に想像したエミリーは、自分の最低な妄想に目を伏せた。

			「仕事に行ってくるよ。エミリーはゆっくり休んでね」

			　出かけていくジョンの後ろ姿をエミリーはぼんやり見つめる。

			　ねぇ、ジョン。浮気しているって本当？

			　聞きたいけれど聞けない。聞きたくない。

			　エミリーは布団に隠れながら一人で涙を流した。

			

　倒れてから一週間たったが、エミリーは裁縫をする気にはなれないままだった。

			　寝室で紅茶を飲みながら読書をし、庭を眺めるだけ。エミリーはぼんやりと毎日を過ごした。

			「ただいま、エミリー」

			「おかえりなさい」

			　本をパタンと閉じ、エミリーはソファーから立ち上がる。

			「……熱はないみたいだね」

			　おでこにそっと手を伸ばしてくるジョンに、エミリーは首を傾げた。

			「熱？　もう平気よ？」

			

			「今日もミシンをしていないと聞いたから、また熱が出たのかと思ったよ」

			　エミリーが裁縫をしないなんて考えられないと言うジョンに、エミリーは気まずさを隠すために微笑む。

			　もうベビードレスを作りたくない。

			　最初は友人のカロリーナに贈りたくて、その後は数人から頼まれて。先日の公爵夫人のように、欲しいと言ってくれる人の手元に届くのは嬉しかった。

			　けれど、やっとジョンの役に立てると思ったベビードレスも「私でなくてもいい」ことを知ってしまった。宝石が付いたベビードレスがいいとは思わないけれど、お針子と契約したなら教えてほしかった。

			「……やっぱりどこか具合悪い？」

			「ちょっとだけ目が疲れていて、真っ直ぐ縫う自信がないだけ」

			　本当はこんな気持ちで縫いたくないからだ。

			　ジョンが浮気しているかもしれないなんて思いながら縫っても絶対に綺麗に縫えないし、私が縫わなくてもお針子さんがいるのだから、今までみたいに作り続ける必要はない。

			「明日、一緒に出かけようか。少し気分転換しよう」

			　ジョンの思わぬ申し出にエミリーは目を見開いた。

			　結婚前は数回街で会っていたけれど、結婚してから挨あい拶さつ回り以外に二人で出かけるのは初めてだ。

			　どうして急に？

			「観劇がいい？　それとも湖？　街で買い物？」

			「観劇、……行きたい。恋愛の演目がいいわ」

			　作り物だとわかっているけれど、幸せな気持ちを味わいたい。目の前で繰り広げられる恋愛の物語に入り込み、ドキドキワクワクしたい。

			「久しぶりのデートだね」

			　嬉しいなと言うジョンの声に抑揚がないと思ってしまうのは、自分が捻ひねくれてしまったのだろうか？

			「あのね、ジョン。よく一緒に行ったお店にも行きたいの」

			「いいよ、いろいろ行こう」

			　ねぇ、ジョン。よくデートで行ったお気に入りのパンケーキの店を覚えている？　今、どこの店って言わなかったけれど、伝わっている？

			　何も言わなくても伝わっていてほしい。私の好きなもの、行きたいところ。

			　ジョンが全部覚えていてくれたらいいのに。

			　エミリーが精一杯の笑顔を見せると、ジョンは「元気が出てよかった」と笑った。

			

　翌日は少し暖かい日だった。

			「そのワンピース、結婚前にデートでよく着ていたね」

			　このワンピースはジョンと初めて会った日にも、プロポーズしてくれた日にも着ていた思い出のワンピースだ。

			「そのピンクのリボンが付いた帽子も。このワンピースに似合うだろうと、俺が贈った帽子だ」

			「すごく気に入っているの」

			　手を繋いで歩きながら優しく微笑むジョンは、結婚前と変わらない。ワンピースも帽子も二人だけの思い出なのにちゃんと覚えていてくれたのね。よかった。

			　観劇は悲恋だった。ハッピーエンドではなかったのは残念だったが、綺麗な音楽と照明の中、永遠の愛を誓いながら離れ離れになる二人のシーンは涙が止まらなかった。

			「ほら、ハンカチ。すぐ泣くんだから」

			「だって愛し合う二人が……」

			「もぉ、泣き虫だなぁ」

			　観劇の後は街で買い物。

			　昨日は店の名前をわざと言わなかったけれど、ジョンはちゃんとお気に入りのパンケーキの店にも寄ってくれた。

			「これ、エミリーに似合うよ」

			　花のバレッタを着けてくれるジョンにエミリーも微笑む。

			　私の好きなピンク色。私が好きな薔薇の模様。

			「これ、前に買わなかった物と似ているね」

			　青いリボンにパールが組み合わされたバレッタは、結婚前に買おうか悩んだけれど結局買わなかった物に確かによく似ている。

			「パールがもう少しだけ大きい方がいいんだよね？」

			「そうなの！　あと少しだけ大きかったらリボンとのバランスが最高だと思うの」

			　私が好きな物を全部覚えてくれていて、久しぶりに着たシフォン素材の淡い薔薇のワンピースにも、この帽子にも気づいてくれて、歩く速度だって私に合わせてくれているジョンが浮気なんてしているはずがない。

			　きっとあの公爵夫人はたまたま店にいたお客さんを奥さんだと勘違いしただけ。店長は急に私が店に現れたから驚いただけだ。

			「これに……えっ？」

			　ジョンが着けてくれた花のバレッタに決めたエミリーは、背中にドンッと受けた衝撃でよろけた。

			

			　ジョンがとっさに支えてくれたおかげで、地面との衝突が回避できてホッとする。

			「大丈夫？　エミリー」

			　ぶつかった女性は謝罪もせずに、長い黒髪を払いながらエミリーの横を通り過ぎていく。

			　身体のラインがはっきりと出ている露出が多い真っ赤なワンピースを着たその女性からは、バニラのような甘い香りがした。

			「エミリー、どこも痛くないかい？」

			「ジョンが支えてくれたから大丈夫。ありがとう、ジョン。……ふふっ、結婚前もこんなことがあったわね」

			「あの時はエミリーが転んでしまったけれどね」

			　今度は支えられたよとジョンは得意げな顔をした。

			　結婚前、今日のように二人で街を歩いている時、誰かにぶつかって転んでしまったことがあった。

			　膝を怪我したエミリーを、ジョンがお姫様抱っこをしてクレヴァリー伯爵邸まで送ってくれたのだ。一時間も歩かなくてはならないのに、嫌な顔もせず「大丈夫？」と心配してくれた優しいジョンを好きになってしまった。

			「そろそろ食事にしようか」

			　ピンクの花のバレッタの支払いを終えたジョンと店の外へ出る。スッと手を繋がれたエミリーは、嬉しすぎて何度も繋いだ手を確認してしまった。

			　黒髪の女は、仲睦なかむつまじく歩いていく夫婦の姿を目で追い続けた。

			「……可哀想な奥サマ。愛されていないことも知らずにあんな笑顔」

			　前回は転ばせることに成功したが、今日は残念ながら失敗だった。

			　ジョンには私の方が似合うわ。私の方がジョンに愛されているのだから。

			　ジョンと一緒に歩く何も知らない少女を嘲笑あざわらいながら、黒髪の女は街へと消えた。

			

「ジョン、この店！」

			　結婚前に行った高級なレストランに案内されたエミリーは、心を躍らせた。

			　ここはジョンがプロポーズしてくれた思い出の店だ。

			「いつも仕事ばかりで、エミリーには寂しい思いをさせていてごめん。時々しかできないけれど、またデートしよう」

			　茶色の眼を細めて微笑むジョンに、エミリーは満面の笑顔を見せた。

			　今日はすごく楽しかった。久しぶりに一緒に出かけられて嬉しかったし、ジョンが私を好きだって実感することができた。

			

			　優しくて素敵なジョンと一緒にいることができて、結婚できて幸せなのに、どうして私は疑ってしまったのだろう。

			「あ、そうだ。エミリー宛の手紙が」

			　バリウス商会に届いていたんだとジョンは懐から取り出し、エミリーに手渡してくれた。

			「……アンソン公爵夫人？」

			　誰？　と首を傾げながらエミリーは封筒から手紙を出す。

			　花びらが紙の間に挟まった綺麗な便箋びんせんに、美しい字。

			「あ！　ベビードレスを買ってくださった公爵夫人……、えっ？　お茶会に招待ですって！」

			　エミリーは信じられないと手で口を押さえた。

			「すごいな、エミリー」

			　伯爵家の令嬢だったとはいえ、公爵家からの招待など通常ではあり得ない。しかも商人に嫁いだ令嬢など、貴族とも言い難いのに。

			「いつ？」

			「明後日！　どうしよう、マナーも不安なのに」

			「エミリーなら大丈夫だよ」

			　ジョンは紅茶を飲み干すと、カップをソーサーにそっと戻した。

			

			「私の縫った物を見せてって書いてあるわ！」

			　何を見せたらいいの？　と焦りながら、エミリーはジョンにアンソン公爵夫人からの手紙を手渡した。

			『ベビードレスを丁寧に縫うことができるあなたに頼みたいことがあるの。あなたが縫ったベビードレス以外の物を見せてほしいわ』

			「エミリーに何か作ってほしいみたいだね」

			「どうしよう、期待に応えられるかしら」

			「エミリーは裁縫が上手だから大丈夫だよ」

			　ジョンに手紙を返されたエミリーはもう一度アンソン公爵夫人の手紙を読み返し、嬉しそうにギュッと手紙を抱きしめる。

			「……公爵夫人……か」

			　ジョンは嬉しそうなエミリーを見ながら口の端を上げた。

			

　お茶会当日、エミリーはジョンのアドバイスに従い、自作のドレスを身に着けた。

			「素敵だよ、エミリー」

			「で、でもやっぱりドレスよりもポーチとか小さい物の方が……」

			

			「大丈夫！　可愛いよ」

			　ジョンはチュッと音を立ててエミリーの頬に口づけする。

			　エミリーの顔はあっという間に真っ赤に染まった。

			「ドレス店のドレスよりシンプルで見劣りするわ。公爵家に行くには失礼じゃないかしら」

			　ジョンはオロオロするエミリーの手をギュッと握る。

			「派手な装飾がなくても素敵なドレスだとわかってもらえるよ。さぁ、時間だよ、行っておいで。帰ったらたくさん話を聞かせて」

			　馬車までエスコートし、いってらっしゃいと送り出す。

			　馬車が別邸から出て行くとジョンはニヤリと笑った。

			「ポーチよりドレスの方が儲かるじゃないか」

			　アンソン公爵は外交官だ。アンソン公爵夫人から直々にオーダーをもらえれば、話題になることは間違いない。

			　ベビードレスやポーチのような小さい物しか作れないと思われたらチャンスが減る。ドレスならば大きな物も縫えると公爵夫人にアピールできるだろう。

			「また金儲けできそうだ」

			　ジョンは懐中時計で時刻を確認すると、軽い足取りでいつものように愛人クロエとの待ち合わせ場所へ出かけていった。

			
　　　　◇

			
「ロードに支店を出したいな」

			　殺風景な応接室のソファーに寝転がりながら、オルグレン国の貿易商リアは急につぶやいた。

			「は？」

			「隣のロード国だ」

			　起き上がりながらボサボサの黒髪を掻かき上げるリアに、補佐官ハウルは首を傾げる。

			「クラマ国の方が……」

			「ラディム商会とはいい関係でいたい」

			　目利きで融通が利くからなと、リアはクラマ国のラディム商会を褒めた。

			「ロード国のバリウス商会は、先代はよかったが今の二代目は商才がない」

			「でも三代目は貴族の娘と結婚したってウワサですよ？」

			「貴族と？」

			「えぇ。急に身に着ける物の質が上がり、気前もよくなったと」

			

			　先月、特注の椅子を運んだ従業員からそう報告があったというハウルの言葉に、リアの片方の眉毛がピクッと上がる。

			「貴族の女と結婚なんてよくするな」

			「女性のご両親もよく平民との結婚をお許しになりましたよね」

			　やむにやまれぬ事情でもあったのでしょうか？　とハウルは眼鏡のブリッジを押さえた。

			「俺は結婚なんて面倒なものは御免だけどな」

			　リアは腕を組みながら「一生結婚する気はないからな」と言い放つ。

			「探りに行ってみるか」

			「え？　行くんですか？」

			「あぁ。バリウス商会をぶっ潰せるか確認したい」

			　青い眼を細めながらニヤッと笑うリアに、ハウルは「ほどほどにしてくださいよ」と溜息をついた。

			
　　　　◇

			
　アンソン公爵邸はクレヴァリー伯爵邸とは比べ物にならないほど大きく豪華で、至るところに花が飾られた温かみのあるお屋敷だった。

			

			「わぁ、可愛い」

			「初孫なのよ」

			　ピンクに彩られた子供部屋に案内されたエミリーは、ベビーベッドで上機嫌に笑う赤ちゃんに釘付けになった。

			　エミリーが縫ったベビードレスを着た赤ちゃんが、小さな手でギュッとエミリーの指を握ってくれる。

			「あなたのベビードレス、本当に素敵よ」

			「ありがとうございます。実際に着ている姿を見ることができて嬉しいです」

			　やっぱり宝石はいらないわ。こんな可愛い子に怪我をさせたくないもの。

			　レースだけでこの子の可愛さが引き立っていると思うわ。

			「さぁ、テラスでお茶にしましょう」

			「あの、今日、他の方は？」

			「あなただけよ。知らない人に囲まれたら緊張するでしょう？」

			　アンソン公爵夫人に優しく微笑まれたエミリーは正直に「はい」と答え、笑われてしまった。

			　三段重ねのティースタンド！　これは高級ティーカップ！　待って、このフォークも高級品！

			「好きな物を食べて」

			「は、はい。ありがとうございます」

			　緊張し過ぎて手が震えてしまうわ。

			「この前はごめんなさいね。お針子だなんて言って」

			「いえ」

			　縫ったのは私なので間違っていないとエミリーは両手を横に振る。

			「……あなたを傷つけたわ」

			　ジョンのことだろう。どう返事をしたらいいのかわからないエミリーは、困った顔で微笑んだ。

			「あなたの縫った物を見せてとお願いしたけれど、そのドレスかしら」

			　アンソン公爵夫人は紅茶の入ったカップを手に取り、ゆっくりと口に含む。

			「はい、シンプルでお恥ずかしいですが」

			「そんなことないわ。ウエストラインが綺麗で、背中のデザインも珍しい形をしていて素敵よ」

			　自分が工夫した部分にすぐ気づいてもらえたエミリーは、嬉しい気持ちが隠せなかった。

			「お願いというのはね、あなたに私のドレスを作ってほしいの」

			

			「ドレスですか？」

			「私の夫は外交官なの。よくオルグレン国へ行くのだけれど、あの国は暑いのよ」

			　ティーカップをソーサーに置きながらアンソン公爵夫人は肩をすくめる。

			「あなたなら着る人のことを考えた軽くて涼しい斬新なドレスを作ってくれると思ったの」

			　デザインや素材はエミリーにお任せ。色だけ指定したいと言う夫人にエミリーは驚いた。

			「で、でも私は素人で」

			「ドレス店のドレスはつまらないわ。あなたに作ってほしいの」

			　材料費は全てアンソン公爵家持ち、デザイン料、製作費は別で支払うという好条件。

			「どうして、私に……」

			　バリウス商会で一回会っただけ。ベビードレスの縫製は見てもらったが、赤ちゃん用と大人のドレスは大きさも布の種類も装飾も全然違うのに。

			「才能のある子が好きなの」

			　アンソン公爵夫人はニッコリと微笑んだ。

			　今エミリーの前に出されているお菓子は、まだ店が持てない見習い菓子職人の男性が作ったお菓子だという。

			「見習い……？　こんなに美味しいのに？」

			

			「毎週木曜日にお菓子を作り、金曜日に孤児院に届けるという仕事を頼んでいるの」

			　お菓子作りの練習もできて収入も確保。新作のお試しも可能だ。孤児院も見習いだと知っているため遠慮なくアドバイスする。もちろん彼のためを思って。

			「あの絵は、当時駆け出しの絵描きの子が描いたのよ」

			　住むところもお金もなかった絵描きに、一年間公爵邸への滞在を許可したら、お礼に描いてくれた絵なのだと。

			「ミッチェルなのだけれどね」

			「えっ？　あの有名な画家の？」

			「急に有名になっちゃったのよ」

			　微笑みながら優雅に紅茶を飲む夫人。

			「お花が多いのも……？」

			「あるお店の売れ残った花を全て買い取っているの」

			「全て……！」

			「品種改良に力を入れている店なの」

			　いつか青い薔薇が欲しいと頼んであるのと夫人は言った。

			「気軽に一歩踏み出してくれればいいわ。失敗したっていいの」

			　このマドレーヌも最初は酷い形だったと、アンソン公爵夫人は笑う。

			

			「……やってみない？」

			　優しい目で微笑まれたエミリーは「やりたいです」と答え、ハッとした。

			「やりたい……ですが、夫が、なんと言うか」

			　ワガママを言ったら、また大きな声で怒られるかもしれない。

			「では私から旦那様に手紙を書くわ。旦那様の許可が出たら作ってもらえるかしら？」

			　公爵夫人からのお願いなら、ジョンもいいよと言ってくれるかもしれない！

			「はい！」

			　実はとても作りたいですと笑うエミリーに、夫人は優しく微笑みを返してくれた。

			「主人のタキシードの袖そでの折り返しが青だから、青いドレスが欲しいわ」

			　家令が持ってきたアンソン公爵のタキシードを見ながら話が進んでいく。

			　まだジョンの許可は取っていないけれど、どんなドレスにしようか想像するだけで、ワクワクする気持ちが止まらない。

			「柔やわらかいジョーゼットはどうでしょう？」

			「縫いにくいとドレス店では断られたわ。エミリーは縫えるの？」

			「時間はかかりますが大丈夫だと思います」

			　バタフライスリーブで袖を広くすれば涼しいかも。グラデーションの布にすれば見た目も重くない。

			

			　どうしよう。どんどんアイデアが浮かんできて収拾がつかない！

			　エミリーがデザインを考えている間に、アンソン公爵夫人はジョン宛の手紙を書いていた。

			「旦那様はきっといいって言うわよ。金曜は毎週ここにいるから連絡なしで来ていいわ。デザインができたら見せてね」

			「はい！」

			　美味しい焼き菓子のお土産付きでジョン宛の手紙を受け取ったエミリーは、アンソン公爵夫人が準備してくれた馬車で別邸へと戻った。

			

　アンソン公爵夫人からの手紙を読んだジョンは、なぜかご機嫌だった。

			「エミリーなら素敵なドレスを作れるよ」

			「作ってもいいの？」

			「当然だろ。ベビードレスは作らなくても大丈夫だから」

			　あぁ、うん、他の人が作っているから私のはいらないのよね。

			　……そんなことは言えないけれど。

			「実は、最近全く売れないんだ」

			

			「……え？　売れていないの？」

			「珍しいから買ってみようって人がいなくなったのかもね」

			　もしかしたら宝石が付いているから買わないんじゃないかな？　赤ちゃんの肌に触れるものだから、気軽に洗えた方がいいし。

			「あのね、ジョン、」

			　アドバイスしようと思ったエミリーはハッとした。余計なことを言ったらジョンに嫌われてしまうかもしれない。

			「うん？」

			「あ、あの……ドレス作り頑張るね」

			「無理はしないようにね」

			　気まずそうに笑ったエミリーの頭をジョンはそっと撫でる。

			「まだ仕事があるから書斎へ行くよ」

			　手を振って部屋から出て行くジョンを見送ると、エミリーはノートを開き、心に湧いた不安から目を逸そらすようにドレスのデザインの続きを考えることにした。

			

　書斎の椅子に座ったジョンは、アンソン公爵夫人の手紙を再び広げた。

			

			「まずはアンソン公爵夫人のドレスが完成するまでエミリーと専属契約したい。その後はどちらかが契約解除を申し出るまで自動で毎月契約を更新。専属契約料はエミリーとバリウス商会に半額ずつ払う。もちろん材料費はすべて公爵家が支払い、バリウス商会が準備するものは一切ない」

			　何度読み返してもそう書いてある。

			　ジョンはニヤッと笑った。

			　ベビードレスは最近全く売れていない。宝石が付いていないものが欲しいと問い合わせがあるようだが、そんなものは安く買いたいだけだろう。売れないベビードレスを作るよりも、毎月専属契約料をもらった方が絶対に得だ。

			「材料費も不要で金だけもらえるなんて丸儲けじゃないか」

			　家にいるだけだったエミリーと専属契約。

			　できあがったドレスは国内の夜会はもちろん、他国との外交にも着る予定と書かれた手紙を読み返すと、ますますジョンの口の端が上がる。

			　やはり今日エミリーにドレスを着させたのは正解だった。

			　ここにきてやっと俺の商売人の才能が開花したとしか思えない。

			「バリウス商会のために頑張って働けよ、エミリー」

			　ジョンはニヤつく顔を隠せないまま、同封されていた契約書にサインした。

			

			
　　　　◇

			
「……彼が三代目です」

			　貿易商リアの補佐官ハウルは、バリウス商会王都店から出てきた茶髪の男を指差した。

			「パッとしない男だな」

			　背が特別高いわけでもなく、顔も普通。服装センスは可もなく不可もなく。一応仕立てのよさそうな服を着ているが、最高級品ではなさそうだ。

			　無難な男だとリアは男を分析する。

			「店は王都の東西通りか。場所は悪くない」

			「支店はミンベル街、あとは王都内に倉庫と小さな事務所があります」

			　茶髪の三代目ジョンを尾行しながら、ハウルはバリウス商会について調べた内容を報告する。

			「今入っていった場所が事務所ですね」

			　商談用に店舗とは別の場所を借りるのは一般的だ。

			「店からそれほど離れていない場所に事務所があるのは悪くない」

			　腕を組みながらニヤッと笑うリアに、ハウルは呆あきれた溜息をついた。

			

			　リアはバリウス商会を潰して店舗ごと乗っ取るつもりなのだろう。

			「……あの女が嫁か？」

			　黒髪の女が事務所へと入っていく。

			　顔は見えなかったがやたらと肌の露出が多い女だった。

			　あいつとは趣味が合わないなと笑うリアに、ハウルは下がってもいない眼鏡を押さえた。

			「調べましたが、バリウス商会の三代目の婚姻届は教会に提出されていませんでした」

			「出ていない？」

			　ハウルの報告にリアは腕を組みながら首を傾げた。

			「貴族の女と結婚したんじゃなかったのか？」

			「はい。そういうウワサはあるようですが、実際には結婚していないようです」

			　もうすぐ結婚する予定なのかもしれないというハウルの仮説に、リアは「そうか」と納得する。

			「こういう時は、あの人だな」

			「今日は金曜日なのでお屋敷にいらっしゃるはずですね」

			　ハウルは待機させていた馬車を呼び、御者に行先を指示した。

			

「あら、リア様」

			「ご無沙汰しています、夫人」

			　アンソン公爵夫人の手を取り、爽やかに手の甲に口づけを落としながらリアはニッコリと微笑みを見せた。

			「商談の帰りかしら？」

			「今日は美しい夫人に会いに」

			　お上手ねと笑いながら、アンソン公爵夫人は侍女に紅茶と見習い菓子職人が作った菓子を準備させる。

			「形になっている！」

			　以前見た時は変な形だったマドレーヌを思い出したのだろう。

			「成長したでしょう？」

			　アンソン公爵夫人がくすくす笑うと、リアは「すごいな」とつぶやいた。

			「今日のご用件は何かしら？」

			「ロード国に支店を出そうと思いまして」

			　リアはじっとこちらの反応を窺うかがってくる。

			「今はタイミングが悪いわね。支店を出すなら早くても一～二年後がいいと思うわ」

			　バリウス商会の収入が急に増えるこのタイミングで出店しても、きっとうまくいかないだろう。価格に色を付けて強引に早く人気商品を仕入れられてしまう可能性が高い。

			「貴族の娘と結婚したから？」

			　パクッとひと口でマドレーヌを頬張りながらリアが尋ねてくる。

			「間接的にはそうかしら」

			　正しくはその結婚した貴族の娘であるエミリーに才能があったからだが。

			　アンソン公爵夫人はわざと微妙な言い回しを選んだ。

			「間接的？　婚姻届を提出していないから？」

			「……え？」

			　アンソン公爵夫人の反応に、リアも驚く。

			「出していないですって？」

			「教会に記録はなかった」

			「結婚しているはずよ」

			「黒髪の女性と？」

			「いいえ、金髪の……」

			　答えた後にアンソン公爵夫人はハッとした。

			　黒髪の女性は、きっとベビードレスを買いに行った時に店で見た浮気相手と思しき女のことだ。

			

			「平民と貴族が結婚すれば目立つのに、婚姻記録はなかったそうだ」

			　補佐官のハウルが調べたということは、間違いない。

			「リア様、情報ありがとうございます」

			　二つ目のマドレーヌを口に放り込みながらこちらの様子を窺っているリアに気づいたアンソン公爵夫人は、大きく息を吐き心を落ち着かせた。

			「私、とても成長が楽しみな子を見つけたのよ」

			「画家、菓子職人、花屋、陶芸家、薬くす師し。次はなんです？」

			「可愛い女の子」

			　職業ではない答えにリアが声を上げて笑う。

			「食べちゃダメよ」

			　とても素直ないい子だからあの子には幸せになってほしいのと、アンソン公爵夫人は切ない表情で微笑んだ。

			
　エミリーに依頼したドレスは、デザインから完成するまでに六ヶ月かかった。オルグレン国の夜会には間に合わなかったが、アンソン公爵夫人は自国の建国祭にエミリーのドレスで出席し、貴族女性の視線を釘付けにした。

			　背が高くスラッとしたアンソン公爵夫人にとてもよく似合うハイウエストのドレスは、白から青のグラデーションが美しく、背中の豪華なレースが品の良さを引き立てている。軽くて涼しそうな素材だが、袖は少し長めの落ち着いた印象で、どこから見ても美しいシルエットが社交界で話題となった。

			　この斬新なデザインは王都で一番有名なオートクチュールの作品ではない。

			　一体どこのドレス店のものなのか。

			「まだ秘密よ」

			　アンソン公爵夫人はわざとエミリーのこともバリウス商会のことも教えなかった。

			　アンソン公爵は外交官。もしかしたら他国のドレス店かもしれないと憶測も飛んでいる。

			「ふふっ、話題性は十分ね」

			　ドレスの進捗報告に来た時、エミリーは旦那様との結婚式の思い出を幸せそうな顔で話してくれた。そんな彼女に「彼は実は夫じゃないのよ」と第三者から告げることはできない。でも、少しでもエミリーがバリウス商会に利用されずに済むように、できる限りのことはしてやりたい。

			　ドレスの製作者を公表するのはもう少し実績を積んでから。

			　今、公表してしまえば、バリウス商会は専属契約を打ち切り、ドレスの価値がわからないまま次から次へとエミリーにドレスを作らせるだろう。

			　だが、それではエミリーの才能がもったいない。もっと高貴な方のドレスを作る環境を与えて実績を残し、バリウス商会とは関係ないドレス店のデザイナーとして活躍できる場を与え、彼女が正当な評価と対価を受け取れる環境を作ってあげたい。

			　アンソン公爵夫人はたくさん届いた茶会の招待状を見ながら、エミリーの未来に想いを馳せ、優雅に紅茶を楽しんだ。

			
　　　　◇

			
　オルグレン国王宮──王妃の衣装部屋に呼び出されたリアは面倒そうに盛大な溜息をついた。

			「ねぇ、リア。新しいドレスが欲しいわ」

			「……たくさんあるけれど？」

			　目の前には所狭しと並べられた豪華なドレスと、扇子を広げて微笑む王妃の姿。

			　毎日順番に着ても二ヶ月は余裕でかかりそうなドレスの数にリアは苦笑した。

			「どれも似ていてつまらないわ。それに重いドレスは疲れるのよ」

			「あぁ、もう五十でしたね」

			「まだ四十九歳よ！」

			　扇子をパチンと閉じながら生意気な貿易商に王妃は抗議する。

			

			「ロード国の建国祭で、アンソン公爵夫人が着ていた美しいドレスを作ったデザイナーを探してきて」

			「いつものドレス店に頼めばいいだろう？」

			　王妃直々にこんなドレスが欲しいと言えば、どのドレス店でも喜んで作るはずだ。

			　リアは一番近くにあるドレスに手を伸ばし、ドレスの重さを確認した。

			　装飾の宝石も多く、布もふんだんに使用したドレス。重くならないはずがない。

			「宝石をやめ……」

			「女性に輝きは必要よ」

			「ボリュームを抑え……」

			「ふわっと広がる方が美しいわ」

			　被せるように反論し、全く妥協しない王妃にリアは肩をすくめる。

			「店の名前は？」

			「教えてくれなかったわ」

			　店の名前もわからない状態でデザイナーを探せ？

			　そんなの無理だろうという顔をするリアの反論を拒むかのように、王妃は再び扇子を広げた。

			「素敵なドレスを作ってくれるデザイナーを早く連れて来てね」

			

			　拒否権はないわよとニッコリ微笑む王妃に、リアは再び盛大な溜息をついた。

			
　　　　◇

			
「おかえりなさい、ジョン」

			「ねぇ、エミリー。どうしてアンソン公爵夫人はエミリーが作ったドレスだと公表しないんだい？」

			　帰宅したジョンはジャケットも脱がず、エミリーの座るソファーに近づいた。

			　本を読んでいたエミリーの横に座り、不思議そうにエミリーの顔を覗き込んでくる。

			「まだ秘密なのだとおっしゃっていたわ」

			　全部アンソン公爵夫人にお任せだからわからないと、エミリーは首を横に振った。

			「次は何を作るの？」

			「まだ聞いていないわ。どうして？」

			　首を傾げるエミリーに「なんでもないよ」とジョンは答える。

			　変なジョン。

			　どうして聞かれたのかわからないエミリーは、手に持っていた本をパタンと閉じた。

			　隣で軽く髪を掻き上げたジョンのジャケットの袖口が偶然エミリーの視界に入る。

			

			「……ジョン、ここ……？」

			「あぁ、商品入荷で汚れたみたいだ」

			　エミリーが伸ばした手を避けるようにジョンは慌ててソファーから立ち上がり、スタスタと扉へ向かっていく。

			「え？　ジョン？　待っ……」

			　エミリーも慌てて立ち上がったが、その瞬間膝に乗せていた本が足元にバサッと落ちた。

			「あっ、」

			　本を急いで拾ったが、もうジョンの姿は部屋にはない。

			「口紅……だった？」

			　茶色のジャケットの袖に赤い汚れ。あんなに濃い色は口紅以外に思いつかない。

			　そんなはずないよね……？

			　エミリーはギュッとスカートを握りしめた。

			

			第二章　最低な男

			　アンソン公爵邸を訪おとずれたリアは、エントランスに飾られた新しい壷を見ながら、アンソン公爵夫人のお目通り許可を待った。

			「あら、リア様。ごきげんよう」

			「今日もお美しいですね、アンソン公爵夫人」

			　アンソン公爵夫人の手に軽く口づけし、青い眼を細めて微笑みながらリアは「急にすみません」と謝罪する。

			「今日は何かしら」

			　ロード国に支店を出すにはまだ早いわよと揶揄からかわれながら、鮮やかに色づいたポインセチアに囲まれたテラスへ案内された。

			「今日は、先日の美しいドレスのデザイナーについてお伺いに」

			「あら、残念。美しいドレスを着た私ではなくて、用事があるのはデザイナーなのね」

			「夫人はいつでもお美しいですから」

			

			「お上手ね。でも、まだ内緒よ」

			「……ですよね」

			　ロード国の建国祭でオルグレン国の王妃が尋ねても「内緒」だと言われたのに、貿易商なんかに教えてくれるはずがない。

			　リアはクッキーをパクッと口に放り込みながら肩をすくめた。

			「そういえば、以前話したバリウス商会の三代目、どうでしたか？」

			「結婚していなかったわ」

			　アンソン公爵夫人は二人が結婚していなかったこと、彼女の方は結婚したと思い込んでいること、彼には別の女性がいることをリアに話した。

			「うわ、最低ですね」

			　それは結婚詐欺だろう。平民が貴族令嬢を誑たぶらかし、利用しているということ。

			「すぐに教えてあげた方がいいのでは？」

			　リアのもっともな返答に、アンソン公爵夫人は首を横に振った。

			「うちの主人が彼女の父親に確認したのだけれど、娘のためなので知らないフリをしてくださいと」

			　父親も知っているのに止めないなんて、それほどまでに貴族令嬢が平民に熱を上げているということか。

			

			「だからあの子に真実が言えないの。そんな男、やめておきなさいと言いたいけれど」

			「あの子ってことは親しい子？」

			「えぇ、私の可か愛わいい子」

			　アンソン公爵夫人の言葉に驚いたリアは目を見開いた。

			　以前言っていた可愛い子は『成長がとても楽しみな子』だったはずだ。

			「……まさか、ドレスの？」

			　王妃に探してこいと言われたドレスのデザイナー。

			　リアの勘のよさに、アンソン公爵夫人は答える代わりに悲しそうな笑みを浮かべただけだった。

			
　　　　◇

			
　アンソン公爵夫人から次に依頼されたのは、真っ白なドレスだった。

			「二年後のデビュタント用のドレスを予約したいの。イリュージョンレースで美しく華やかにしてほしいわ」

			「二年後……ですか？」

			　今から作るには早過ぎませんか？　とエミリーは首を傾げる。

			

			「どうしてもエミリーのドレスがいいから予約したいと」

			「デビュタントを迎える方はどんな容姿でしょうか？」

			　雰囲気が知りたいと言うエミリーに、アンソン公爵夫人はそうねぇと思案する様子を見せた。

			「じゃあ、会いに行きましょうか」

			「お会いできるのですか？」

			「多分大丈夫よ」

			　今すぐ行きましょうと言うアンソン公爵夫人と馬車に乗り、王都を移動していく。メインの大通りを進むと、だんだん近づいてくるのは王宮。

			　……嘘でしょう？　この道の先には王宮しかない。

			「ア、アンソン公爵夫人、まさか……」

			「まさかよ」

			　ふふっと笑うアンソン公爵夫人の隣で、エミリーは顔面蒼白になった。

			　こんな自作のシンプルなドレスでお会いするなんて。いや、そもそも商人に嫁とついだ娘がこんなところに来ていいはずがない！

			　冷や汗が出てきたエミリーを乗せたまま、馬車は王宮の門へ。あっさりと門をくぐり、大きな入口の前で馬車は止まった。

			

			　真っ赤な絨毯じゅうたんとキラキラの廊下をアンソン公爵夫人と進む。

			　緊張し過ぎて右手と右足が一緒に出そう！

			　大きな扉の前には騎士。

			　別世界過ぎてどうしたらいいのかわからないわ！

			　通された応接室のような部屋は全てが豪華。ソファーもふかふかで、実家のソファーとは全然違う。紅茶もマドレーヌも美味しそうだけれど緊張し過ぎて手を付けられない。

			「エミリー、息をちゃんと吸って」

			「は、は、はいっ」

			　カチカチに固まってしまったエミリーをアンソン公爵夫人は揶揄った。

			　静かに扉が開き、現れた金髪の可愛らしい少女──。

			「キャサリン王女、突然申し訳ありません」

			　まさか王女様に会えるなんて！

			　エミリーは慌あわててソファーから立ち上がった。

			「アンソン公爵夫人！　その方が私のドレスを作ってくださる方？」

			　キャサリン王女は無邪気な口調で、小首を傾げてアンソン公爵夫人に尋ねる。

			　あぁぁ、声も可愛いです、王女様！　コテンと首を傾げる姿も愛らしい！

			　ダメダメ、しっかりご挨あい拶さつしなきゃ。

			

			　エミリーは身に着いた貴族令嬢としての仕草で、スカートを摘つまみ丁寧に腰を落として礼をする。

			「エミリーと申します」

			「エミリーって呼んでいい？　私のことはキャシーと呼んで！」

			　お、王女様を愛称呼びなんて恐れ多い！

			「呼んで差し上げて。デビュタント前でご令嬢と会う機会はあまりないの」

			　アンソン公爵夫人の言葉に、エミリーは「キャシー様」と照れながら呼んでみる。

			「様もいらないわ！」

			　それはさすがに無理です～！

			「キャサリン王女、エミリーはクレヴァリー伯爵家の娘です。敬称なしは周囲への影響が大き過ぎます」

			　あまり困らせないであげてくださいませと笑うアンソン公爵夫人に、キャサリン王女は「はぁい」と返事をしながらソファーにぽふんと座った。

			　エミリーもアンソン公爵夫人と一緒にふかふかのソファーに腰かける。

			「アンソン公爵夫人のドレス、ミステリアスで綺き麗れいだったわ」

			「あら、ミステリアスでした？」

			　ふふっと笑いながらアンソン公爵夫人は紅茶に手を伸ばした。

			

			　キャサリン王女は綺麗な金髪にエメラルドのような緑眼をしている。少しお転てん婆ばっぽいが可愛らしい顔立ち。背はエミリーと同じくらいだが、身体つきは細くて羨うらやましい。

			「青のグラデーションが目を引いたわ。デビュタントのドレスが白と決まっていなかったら私も絶対グラデーションにするのに」

			　口を尖とがらせる王女があまりにも可愛らしくて、エミリーは思わず笑顔になった。

			「まだ十四歳だからデビュタントは二年後だけれど、絶対にエミリーが作ったドレスが着たいの！」

			「ありがとうございます。頑張ります」

			　エミリーはキャサリン王女に、好きな花や好きな色、リボンと宝石だったらどちらが好きか質問させてもらった。話をするうちにだんだんイメージが湧いてくる。

			　完成まで時間もあるので、肩から腕までできるだけ多くの場所をイリュージョンレースにしたい。サテンとチュールを組み合わせてふわっと広がるようにして、オーガンジーも使いたい。

			「チュールにイリュージョンレースで薔ば薇らを刺し繍しゅうして、上半身は大人っぽくセクシーに。あ、薔薇は胸のあたりに大きめの刺繍をして、葉や花びらが腕まで続いて柄が途切れないようにしたいと思っていて」

			　エミリーはサラッと描いたデザインイメージを二人に見せた。

			

			「スカートまでイリュージョンレースにすると重たくなってしまうので、チュールレースをメインにしながらサテンでフリルを左から右に流れるような感じで作りたいのですが、オーガンジーで後ろを長くしてアシンメトリーにしたらいいのではないかと思っていて」

			　上は大人っぽく、下はふわっと可愛らしく。

			「すごいわ、エミリー！　どうしてそんなにすぐドレスのイメージが浮かぶの？」

			「ふふっ。素敵なドレスになりそうね」

			　夢中で説明していたエミリーは、キラキラした目でエミリーを見てくるキャサリン王女と、優しい目で相あい槌づちを打ってくれているアンソン公爵夫人にようやく気づき、急に羞恥心が込み上げた。

			　語り過ぎた！　恥ずかしい！

			「エミリーの作品にブランド名を付けたいのですが、キャサリン王女が命名してくださいませんか？」

			「え！　私が付けていいの？」

			「え？　ブランド名……？」

			　王女と声をそろえて発言してしまったエミリーが、すみませんと口に手を当てる。

			　王女はうーんと少し悩んだ後、ニッコリとエミリーに向かって微笑んだ。

			「emilyエミリーを逆にしてy-Limeライムはどう？　最初のyは発音しないの」

			

			「あら、素敵ですね」

			「y-Limeライム……」

			　エミリーは小さな声で音の響きを確認した。

			　柑橘系の爽やかな香りと酸味のある果物の名前。

			「フレッシュなエミリーにぴったりね」

			「でしょう！」

			　王女とアンソン公爵夫人は、意気投合しながらもエミリーの反応を窺うかがってくる。

			「すてき……」

			　嬉しさが込み上げて口に手を当てたままつぶやくエミリーに、アンソン公爵夫人は優しく微笑んでくれた。

			「ブランド名も名前の由来も旦那様には秘密よ」

			　発表のタイミングは任せてとウィンクするアンソン公爵夫人に、エミリーは「はい！」と満面の笑みで答える。

			　その後、キャサリン王女とたくさん話をさせてもらったエミリーは、大興奮のまま別邸へと戻った。

			「おかえりエミリー。今日は遅かったね」

			「ジョン！　もう帰っていたの？　あのね、すごいのよ」

			

			「すごい？」

			　侍女ユリアに荷物を手渡し、リビングまで二人で歩く。

			「次は王女様のドレスなの！」

			「王女って、キャサリン王女？」

			「そう！　キャシー様のデビュタントのドレスを作らせてもらえるの！」

			「すごいじゃないか、エミリー！」

			　大興奮のジョンにギュッと強く抱きしめられる。

			「すごいな、本当にすごい！」

			　……あれ？　ジョン、香水を変えた……？

			　大好きなジョンに褒められているのに、香りが気になって仕方がない。

			　ジョンの胸元からバニラのような甘い香水の香りがする。この香りは以前、どこかで嗅いだことがあるような気がするけれど、どこだっただろうか……？

			「話を詳しく聞かせてくれる？」

			　ジョンはゆっくりエミリーを解放し、右手でエミリーの頬を撫なでながら微笑んだ。

			　ジョンの服の袖そでからはいつもの爽やかな柑橘系の香り。

			　……さっきのは気のせい？

			　エミリーはなんの香りだったのか思い出せないまま、ゆっくりとソファーに腰かけた。

			

			　普段は向かい合わせでソファーに座ることが多いのに、なぜかジョンは隣に座った。

			「アンソン公爵夫人が今日王宮に連れて行ってくださって」

			「え？　王宮？」

			「完成は二年後のデビュタントに合わせてだけれど、先にイリュージョンレースをたくさん作っておいて、とても豪華なドレスにする予定なの」

			「エミリーならきっと素敵なドレスが作れるよ。頑張って」

			　ジョンはエミリーの手の上にそっと自分の手を重ねてきた。

			「ありがとう、ジョン」

			　隣に座って、手を重ねて、見つめ合って。恋愛小説なら次は口づけだけれど……。

			　ねぇ、ジョン。口づけはしてくれないの？

			　ジョンの胸元から香るこの甘い香りはなんの香り？

			「お食事のご用意が整いました」

			　扉をノックする音と侍女の声で、エミリーはハッと我に返った。

			「行こうか」

			　差し伸べられた手を取り、二人でダイニングへ。席までエスコートされたエミリーは、すぐにグラスの水で喉を潤した。

			「これからも王女様と会うの？」

			

			　いつもは食事中にはあまり会話がないけれど、今日は珍しく会話が弾んだ。

			　食事の後も、ジョンはエミリーの作るドレスに興きょう味み津しん々しんだった。

			　今まで裁縫のことは一度も聞かれたことがなかったのに、急にどうして？

			「王女様のドレスかぁ……有名なドレス店がエミリーを欲しがるね」

			　困ったな、俺の妻なのにと、ジョンは困ったように微笑む。

			「ドレス店のものには全然かなわないわ」

			「そんなことないよ！」

			「ジョンにそう言ってもらえるだけで嬉しい」

			「王宮へ行って疲れただろう？　今日はもう寝ようか」

			　いつもより少し早い時間にベッドへ行き、今日も手を繋いで眠る。すぐに足がポカポカになってしまったエミリーは、あっという間に眠りに落ちた。

			

　ジョンは顔の向きを変え、エミリーが眠ったことを確認した。

			　王女のデビュタントのドレスを作れば、その後は注文が殺到することは間違いない。エミリーの作業料はかからないから経費は材料費のみ。どんなに値段が高くなっても話題のドレスは売れるから大儲けだ。

			

			　王女のドレスが完成したら、さすがにアンソン公爵夫人はエミリーが作ったと公表するだろう。専属契約中にエミリーが製作した物、デザインも含めた全ての権利はアンソン公爵が持ち、勝手な公表、類似品の製作は禁止。違反した場合は賠償金が発生すると契約書に書かれていた。

			　だから、公表されたらすぐにアンソン公爵との契約を打ち切ろう。そうすればエミリーはバリウス商会のためにドレスを作ることができるようになる。

			「頑張って、エミリー」

			　バリウス商会のために。

			　ジョンはニヤッと微笑むと、早々に眠ったエミリーからそっと手を離した。

			
「で、稼いでくれる奥サマを放っておいて、あなたは私とこんなこと？」

			　ジョンのシャツのボタンを外しながらくすくす笑う愛人のクロエに、ジョンは熱い口づけを繰り返した。

			　バリウス商会が借りている事務所の小さな部屋で抱き合う二人。

			「悪い人ね」

			　そう言いながら、ねだるようにジョンに抱きついたクロエの長い黒髪がサラリと流れる。

			「ねぇ、私もドレスが欲しいわ」

			

			「え？」

			「奥サマのドレス。王女と同じデザイナーのドレスなんて社交界で自慢できるじゃない」

			　ね、いいでしょう？　と真っ赤な唇で笑うクロエに、ジョンは軽く「いいよ」と答えた。

			「真っ赤なドレスがいいわ。赤と黒で大人っぽくして」

			　これはアンソン公爵との契約違反か？　いや、売るわけではないから大丈夫だよな。

			　別に数ヶ月くらい専属契約を中断したってアンソン公爵夫人は困らないだろう。王女のドレスは二年後だし、急ぐ必要もない。

			　エミリーは裁縫さえできればいいんだし。

			「クロエは胸が大きいから、他の男が放っておかなくなるな」

			　ドレスを脱がしながら抱き寄せてくるジョンを、クロエが笑う。

			「私が愛しているのはジョンだけよ」

			「俺も愛しているよ、クロエ」

			「あら、奥サマは？」

			「……あれは妻じゃない。子守の仕事だ」

			　エミリーの機嫌さえ取っておけば、バリウス商会に惜しみなく援助をしてもらえる簡単な仕事だ。

			「そういえば、だいぶ前に街で子供っぽい髪飾りを一緒に選んでいたわよね」

			

			「あの時は、クロエがぶつかってきたから驚いたよ」

			「私より奥サマを優先したなんて許せなかったの」

			　私の方が好きでしょう？　と尋ねるクロエに「当然だろ」とジョンは答えた。

			「女心を弄もてあそんで。本当に……悪い男ね」

			「褒められていると思っておくよ」

			　クロエのコルセットを少し強引に外しながら、ジョンはクロエの大きな胸に顔を埋めた。

			

　金曜日、公爵邸を訪れたエミリーは、ジョンから届いたという手紙をアンソン公爵夫人から見せられて驚いた。

			「エミリーに作ってほしいドレスがあるため、専属契約を数ヶ月中断したい……？」

			　そんな話はジョンから聞いていない。どうしてアンソン公爵夫人に手紙を出す前に教えてくれなかったの？

			　首を傾げるエミリーを見たアンソン公爵夫人は「聞いていなさそうね」と肩をすくめた。

			「……誰のドレスかしら」

			「バリウス商会で売るのでしょうか？」

			「まだ私のドレスをエミリーが作ったと公表していないのよ。バリウス商会に注文が入るとは思えないわ。それに、もしバリウス商会がエミリーのドレスの注文を取っていたとしたら契約違反よ」

			「契約違反……？」

			「勝手な公表や類似品の製作を禁止しているの」

			　それならお客さんから注文を取ることはできないはず。それでも作ってほしいって一体誰のドレス……？

			「バリウス商会にドレスを必要とする人がいるのかしら？」

			「ジョンは一人息子で、お母様は社交界にはご縁のない方だと……」

			「そうよね」

			　アンソン公爵夫人も思案げな様子だ。

			「……まぁでも、旦那様がそうしたいと言うなら、仕方がないわね」

			「すみません」

			　エミリーが申し訳なさそうに俯うつむくと、アンソン公爵夫人は首を横に振った。

			「専属契約を中断しても、金曜日は時々遊びに来てくれるかしら」

			「いいのですか？」

			「もちろんよ。エミリーと話すのは楽しいわ」

			　アンソン公爵夫人はクッキーを指差しながら「また新作を食べに来てね」と微笑むと、侍女にクッキーを包むよう指示を出した。

			　アンソン公爵邸から別邸へ戻ったエミリーは、お土産でもらった見習い菓子職人の新作クッキーを食べながら、リビングのソファーでジョンの帰宅を待った。

			「ただいま、エミリー」

			　襟えり元もとのボタンを外しながらジョンがリビングへとやってくる。

			「おかえりなさい、ジョン。あのね」

			「あ、契約中断のこと、聞いた？」

			　エミリーの隣に座ったジョンは、エミリーの顔を覗き込みながらニッコリと微笑んだ。

			「王女のドレスが二年後だって聞いたから、それを作るまでの間に赤と黒の大人っぽいドレスを頼みたくて」

			「赤と黒？」

			「あぁ。バリウス商会がお世話になった人にお礼としてあげたいんだ」

			　お世話になった人？　女性にお世話になったってどういうこと？

			「その方にお会いできるかしら」

			「あー、会えないかも。お世話になった男爵の娘さんのドレスなんだけど、王都にいなくて……」

			　ごめんとジョンは肩をすくめた。

			

			「雰囲気がわからないと作るのが難しくて……」

			「サイズだけじゃダメかな？」

			　ジョンは聞いてきたというサイズの書かれたメモをエミリーに手渡す。

			　エミリーは書かれたサイズを見ながら悩んだ。

			　胸が大きい。ウエストはキュッと引きしまっていて、すごくスタイルがいい。少しお尻も大きめだが、色気のある方なのだろう。

			「年齢はいくつくらいの方かしら」

			「二十四歳」

			　二十四歳で女らしいスタイルで派手なドレスを好む女性……？

			「髪の色と目の色は？」

			「黒髪で、目は俺より明るい茶色」

			「その人は今だけ王都にいないの？」

			　王都にいない娘なのにスラスラ特徴が言えるジョンに、エミリーは首を傾げた。

			　赤と黒なんて派手な色のドレスを好む女性って、まさかベビードレスの時にアンソン公爵夫人に「ジョンの奥さん」だと思われた人？

			　本当に会えないの？　会わせたくないの？

			「え？　あ、いや、その、男爵と娘さんは容姿が似ているそうなんだ」

			

			「ジョンは会ったことがないの？」

			「もちろんあるわけないよ！　お世話になったのは男爵だから」

			　ないないと手を横に振るジョンの姿に、エミリーは「そう」と素っ気なく返事をした。

			　ジッとサイズが書かれた紙を見つめ、女性の姿を思い浮かべる。

			　黒髪で胸が大きい女性に赤と黒のドレス。何度想像しても妖艶な女性しか思い浮かばない。

			「あのさ、エミリーと結婚する前、父がミンベル街にバリウス商会の支店を出したっていう話をしたのを覚えている？」

			「なんとなく……」

			「実はね、そこがなかなか軌道に乗らなくて、その男爵に援助をしてもらったんだ」

			「えっ？」

			　全然知らなかったと言うエミリーに、ジョンは「今はなんとか大丈夫だよ」と笑った。

			「社交界で話題だから、お礼になるかと思ったんだけれど……。ごめん。バリウス商会の援助にエミリーを巻き込じゃダメだったよな」

			　夫失格だなと申し訳なさそうな顔をするジョンに、エミリーは首を横に振った。

			「私、全然援助のこと知らなくて。……大変だったのね」

			　ジョンが子供を作ろうとしないのは、バリウス商会を立て直すのに必死だったからなのかもしれない。毎日休みもなく朝から仕事に行って、夕食の時には商談に行ったとたびたび話してくれていたけれど。

			「もう少しお嬢様の特徴を教えて。デザインを考えるから」

			　偶然、派手なドレスを好む女性だっただけかもしれない。赤いドレスを好む女性はたくさんいる。友人のカロリーナだって赤と黒のドレスを持っているし、アンソン公爵夫人だって赤いドレスを着ていた日はあった。

			　ジョンは会ったことがないと言っているのだから、信じよう。

			「作ってくれるの？」

			「気に入ってもらえるかわからないけれど」

			　デザインしてみるわと答えながら、エミリーはサイズが書かれたメモをテーブルに置いた。

			「雰囲気は、そうだな。ブルーム侯爵夫人はわかる？」

			「えぇ。なんとなく」

			　スタイルがよくて、少し露出の多いドレスを着ている色気満載のマダムだ。カロリーナが結婚披露した夜会で会ったことがある。

			「あんな雰囲気かな」

			「二十四歳なのに？」

			

			「色気があって社交界で人気らしいよ」

			「……ジョンもやっぱりそういう大人の女性がいいの？」

			　不安になったエミリーは唇をグッと噛んだ。

			　エミリーの膝の上に、ジョンの温かい手がそっと乗せられた。

			「身分が違うのに、クレヴァリー伯爵に何日も交際を認めてくださいと頼みに行った馬鹿な男を信じられないかい？」

			　悲しそうなジョンの顔を見たエミリーは、疑ったことが申し訳ない気持ちになった。

			　商人なんかに娘は嫁がせないと玄関で怒鳴っていた父。ジョンは毎日来てくれたのに、父に何度も怒鳴られて帰らされていた。

			　どうしても会いたくて昼間にこっそりバリウス商会へ行き、毎日ジョンに会っていたある日、怪我をしたエミリーを抱えて帰ってきたジョンを見て父がようやく交際を許してくれたのだ。

			　そんなジョンが浮気なんて、やっぱりするはずがない。

			「綺麗なドレスを作れるように頑張るわね」

			　この男爵令嬢のドレスは援助のお礼。私もバリウス商会三代目ジョンの妻として、お店の役に立たなきゃ！

			　意気込むエミリーに、ジョンは「ありがとう」と頬に口づけをしてくれる。

			

			「じゃぁ、請求書の処理があるから、また食事の時に」

			「あ、このクッキー、よかったら書斎で食べて。すごく美味しいのよ」

			「ありがとう」

			　クッキーが綺麗に並べられたお皿を手に部屋から出て行くジョンを見送ったエミリーは、サイズが書かれたメモを再び見つめた。

			

「……危なかった」

			　書斎へ逃げ込んだジョンは、ホッと胸を撫で下ろした。

			　エミリーに頼んだのは、クロエが欲しいと言った赤と黒のドレス。まさか本人に会いたいと言い出すとは思わなかった。

			　クロエはずっと王都にいるが、エミリーに会わせるわけがない。頻繁に会っているのがバレたらマズい。とっさに援助してもらっていると嘘をついたが、上手くいったようだ。

			「あとは材料を買い与えて、できあがりを待つだけ」

			　クロエの魅力を最大限に引き出すような妖艶なドレスがいいけれど、本当にエミリーは作れるだろうか？

			「デザインの時点でさりげなくアドバイスしてみるか」

			

			　こぼれ落ちそうな胸が上から見えると他の男が欲情するかもしれない。胸の開きは少し控えめで、でもウエストは抱きしめやすく。ドレスを着たまま抱けるように、スカートの中の硬い生地はいらない。あれは邪魔だ。

			「完成が楽しみだ」

			　ジョンは妖艶なドレスを着たクロエと愛し合うことを想像しながら、書斎に置いてあった未払いの請求書にサインをした。

			
　エミリーに、材料を買ったらバリウス商会に請求書を回せばいいよと気軽に言い、あとは完成を待つだけだと油断していたある日。

			「この支出はなんだ？」

			　父に渡された請求書の束にジョンは目を泳がせた。

			　いつも請求書なんて俺と店長に任せっきりなくせに、どうして今回に限って父が見ているのだろうか。

			　しかも思ったより材料費が高い。ドレスなんてただの布。もっと安いと思っていたのに。

			「専属契約料が先月からないがどうなっている？　契約を切られたのか？」

			「あ、いや、今エミリーには別の客のドレスを頼んでいるから、今はアンソン公爵との専属契約を中断していて」

			

			「馬鹿か！　専属契約料をくれる方が優先に決まっているだろう！」

			　バンッと派手な音を立ててテーブルを叩く父に、ジョンは何も言い返すことができなかった。

			「で？　今のドレスはいつまでかかる？」

			「五ヶ月くらいだとエミリーが」

			「二ヶ月で作らせろ。すぐにアンソン公爵に再契約を申し出ろ」

			「二ヶ月……！」

			　半分以下の期間ということは、エミリーに二倍働けということ。さすがに無理だと言おうとしたジョンを遮さえぎるように、父はバリウス商会の帳簿をテーブルに広げると、ジロッとジョンを睨にらんだ。

			「売れないベビードレスの赤字を補っていたのは、アンソン公爵からの専属契約料だ」

			　父は帳簿を指差しながら説明を始めた。

			「在庫ばかり溜まり、倉庫もいっぱいだ」

			　たくさん売れると思いお針子と千着の契約をしてしまったが、完全に発注ミスだったと父はジョンを責めた。

			「それにミンベル街の支店は全く商品が売れていない」

			　店舗代の借金もまだ残っている上に、撤退するにも金がかかる。

			

			　少しでも収入を増やしたいのに、逆に増やすとは何事だとジョンの父は嘆息した。

			「ネックレスは仕方がない。エミリーにだってたまには何か買ってやらなくては」

			　父は帳簿のページを開きながら、ネックレスを買った宝石商の行をトントンと指差す。

			　父に宝石商でネックレスを買ったと調べられている！

			　明細にはネックレスとは書かれていないのに。しかもそのネックレスはエミリーではなくクロエに贈った物。

			　バレたらタダでは済まない。

			「今作らせているドレスを予定価格の倍で売れ」

			　材料費の高騰でもなんでもいいから適当に理由をつけろと言う父に、ジョンは黙り込んだ。

			　クロエからドレスの金はもらえない。

			　予定価格もないのだから、倍にするのも当然無理だ。

			「どうした？」

			「あ、あぁ。いえ、……わかりました」

			　まだ父にはクロエのことはバレていない。だがドレスができあがったら、なぜ入金されないのか聞かれるかもしれない。

			　とりあえず今日のところは適当に流し、ジョンは別邸へ帰った。

			

			

「ただいまエミリー、……順調？」

			「おかえりなさい、ジョン。何度刺繍してもなかなか早くできるようにならないのよ」

			　手が遅いのねと、エミリーが溜息をつくと、ジョンはエミリーが腰かけている二人掛けのソファーに座った。

			「もし、そのドレスをあと二ヶ月で仕上げてほしいって言ったら……困るよね」

			「二ヶ月！」

			「うん……あと二ヶ月」

			　申し訳なさそうな顔をするジョンを見たエミリーは、刺繍していた手を止めた。

			「イリュージョンレースは厳しいわ。できているところまでを一番目立つところに付けて、あとは縫うだけでギリギリ」

			「デザインが変わってもいいから、なんとかならないかな？」

			「……何かあったの？」

			　少し俯き、様子がおかしいジョンをエミリーは覗き込んだ。

			「あ、いや、次の夜会までに欲しいと言われてしまって」

			　ごめんと言うジョンにエミリーは微笑む。

			

			「大丈夫よ、ジョン」

			「……アンソン公爵夫人に手紙を書くよ。予定より早くエミリーと再契約できますって」

			　いろいろ振り回してごめんとジョンはエミリーに謝罪した。

			「ねぇ、ジョン。まだ何か、……困っている？」

			「どうして？」

			「あ、気のせいならいいの。ちょっと疲れていそうかなって」

			　変なことを言ってごめんなさいと手を左右に振るエミリーの肩に、ジョンの頭がぽすっと乗った。

			「ジ、ジョン？」

			「……ミンベル街の支店を閉める」

			「えっ？」

			「店舗代の借金が返せなくて……」

			　ジョンは情けないなと小さな声でつぶやいた。

			　もしかしてミンベル支店の負債を援助してもらうためにジョンはまた男爵のところに行ったの？　それですぐドレスが欲しいって話に？

			　すぐドレスを渡すから追加で援助をお願いしますみたいな話になっても不思議じゃない。

			「……どのくらい？」

			

			「えっ？」

			　驚いたジョンがエミリーの肩から顔を上げた。

			「負債があるのでしょう？」

			「あ、いや、その……ドレスの二倍くらいの値段かな」

			「二倍……」

			　装飾によっては貴族のドレス一着で平民が三ヶ月生活できると言われているのに、二着分の負債なんて。

			　それは確かに貴族に頼らないと厳しい額だ。

			「……私がアンソン公爵家からいただいたお給金を使って」

			「ダメだよ、エミリー！　それはダメだ」

			「いいの」

			「でも！」

			「ジョンの役に立ちたいの」

			　私はジョンの妻だから、夫を支えるのは当然のこと。

			　またアンソン公爵夫人のところで働くから大丈夫だとエミリーが笑うと、ジョンにグッと抱き寄せられた。

			「ありがとうエミリー」

			

			　情けない夫でごめんと謝罪したジョンの腕の力がキツくなる。

			「早く一人前になってクレヴァリー伯爵に認められたいのに」

			「……お父様？」

			　なぜここで父の名前が？

			「……実はクレヴァリー伯爵に認められるまではエミリーが抱けないんだ」

			「えっ？」

			「三年間しっかり働いて、エミリーの夫に相応ふさわしいか証明しろと」

			「お父様がそんなことを？」

			　だから教会の誓いの口づけも頬にしかしてくれなかったの？　初夜もなく、手を繋ぐだけなのも？

			　ジョンとお父様がそんな約束をしていたなんて知らなかった。

			　婚約期間がなかったのも三年間見極め期間があるから？　先に結婚式をしてくれたのは、私がジョンに会えないと寂さびしがるから……？

			「エミリー、今だけ、一回だけ。……ごめん、許して」

			　ジョンはエミリーの顎あごを持ち上げると、唇に触れるだけの口づけをした。

			　初めての口づけ！　ジョンが口づけをしてくれた！

			　エミリーはそっと手で唇に触れてみたが、手とは比べ物にならないくらいジョンの唇は柔やわらかかった。

			　してはダメなのに口づけをしてくれたということは、ジョンは私のことが好きなのにずっと我慢してくれていたのかもしれない。それなのに私はジョンが浮気しているんじゃないかって疑うなんて！　そんなはずないのに！

			「……内緒にしてくれる？」

			　困った顔で微笑むジョンにエミリーは真っ赤な顔で頷うなずいた。

			

「ふぅん。朝から夕刻まで二人きりで、そのあと宝石商……ね」

			　補佐官ハウルの報告に、リアは殺風景な応接室のソファーで肩をすくめた。

			　働きもせず、愛人に贈り物。バリウス商会は思ったよりも早く潰れるかもしれない。

			「ミンベル街にある支店の売却を考えているようです」

			　買い手はいませんがと報告するハウル。

			「ミンベルか。安く購入できるならアリだな」

			　ミンベル街はロード国の王都よりもオルグレン国に近い。国境も近く、立地的には悪くない。倉庫代わりにしてもいいなと、リアは青い眼を細めた。

			　アンソン公爵夫人は店を出すのはしばらく待てと言っていたが、倉庫なら待たなくてもいいだろう。

			　あぁ、リア様がこういう顔をする時はロクなことを考えていないとハウルは苦笑した。

			「あと二ヶ月くらい様子を見る。もっと資金に困ったあたりで一気に買い叩く」

			　店内の在庫がどのくらいかチェックしておけと言うリアに、ハウルはまた忙しくなるなと溜息をついた。

			
　　　　◇

			
　久しぶりにアンソン公爵夫人のもとを訪たずねたエミリーは、赤と黒のドレスのデザインを見せながら、この二ヶ月間の出来事を聞いてもらった。

			「予定より早くエミリーが戻ってきてくれて嬉しいけれど、大変だったわね」

			　見習い菓子職人の美味しいガレットを齧かじりながら、アンソン公爵夫人はデザインまで変えなくてはならなかったなんて大変過ぎるわとエミリーに同情してくれた。

			「上の方までスリットを入れてほしいと言われて、下着が見えてしまうのではないかとドキドキしました」

			　ジョンに頼まれたお礼のドレスは、ホルターネックで背中を大きく開け、赤色のサテンに黒のジョーゼットを重ねたセクシーなドレスになった。

			

			　黒い薔薇のイリュージョンレースは胸の上に一つだけ。黒の透かし入りのサテンを中心に身体のラインが出るタイトなスカートは、腰のあたりまでスリットを入れるようにジョンから要望があった。

			「スタイルに自信のある人しか着られないわね」

			「はい。全体的にもう少し隠した方がいいと思ったのですが、そのままでいいと言われて」

			　今日は薔薇の紅茶。薔薇の花びらが添えられてとても綺麗だ。

			　ガレットに手を伸ばしたエミリーは、以前よりも荒れた手でこの場にいることが少し恥ずかしかった。

			「少し無理をして仕上げたのね」

			　アンソン公爵夫人は家令を呼び、ハンドクリームを準備するように指示を出す。

			「あ、教えていただきたいことがあるんです。今までいただいたお給金が口座に入っていると思うのですが、現金にするにはどうしたらいいでしょうか？」

			「何か欲しいものでもあるの？」

			　アンソン公爵夫人もガレットに手を伸ばしながらエミリーに尋ねる。

			「あ、いえ。夫に渡そうと……」

			「……え？　どういうこと？」

			

			　驚いたアンソン公爵夫人はガレットを掴もうとしていた手を止めた。

			「実はミンベル街の支店に負債があって」

			「それをエミリーが払うの？」

			　アンソン公爵夫人に変だと言われたエミリーは膝の上で手を握った。

			　毎月、私の口座への送金額と同額がバリウス商会に振り込まれていると、以前アンソン公爵夫人は教えてくれた。最低でもドレス一着分の半分の金額がこの半年の間にバリウス商会に支払われているはず。

			　ジョンからミンベル街の支店の話を聞いた時は、妻としてジョンを支えて助けなくてはと思ったが、よくよく考えてみたら何か変だと思った。

			　ミンベル街の負債はドレス二着分と言っていた。アンソン公爵から支払われたお金を使っても負債がドレス二着分もあるのか、もともと計算に含んでいないのもよくわからなかった。

			　それでも──。

			「少しでも夫の役に立ちたくて……」

			「少しどころか十分過ぎるわよ」

			　ジョンが困っているなら助けたいと思ってしまった。妻だから、自分ができることはしてあげたいと。ようやく唇に口づけしてくれたことも嬉しかった。

			

			　本当はお父様との約束があるから口づけしてはダメなのだろうけど。

			「今から商業ギルドに行きましょうか」

			「ありがとうございます」

			　アンソン公爵邸の馬車で商業ギルドへ連れて行ってもらう。

			「お金を引き出さずに相手に送金する時は書類を書くのよ」

			　馬車の中でアンソン公爵夫人は、金額が大きいので現金ではなく直接口座へ送金する方がいいと教えてくれた。

			　馬車は王都の南北通りから東西通りに曲がる。もう少し進むとバリウス商会王都店だ。今日からジョンは完成したドレスを持って、男爵の領地へ泊まりがけで行くと言っていたので店にはいないけれど。

			「えっ？」

			　バリウス商会王都店の前を通ったエミリーは目を見開いた。

			　エミリーの声に驚いたアンソン公爵夫人も、急いで外に視線を向ける。

			「……ジョン？」

			　隣の人は誰？　あの赤と黒のドレスは私が作ったドレスだ。ミンベル街の支店に援助してくれた男爵の娘にお礼として渡すと言っていたドレスなのに。

			　スタイルがいい妖艶な黒髪の女性と密着しながらジョンが歩いていたのは絶対に見間違いなんかじゃない！

			「……まさか、あの赤いドレス」

			「……私が、作っ……」

			　エミリーは慌てて手で顔を隠す。

			　溢あふれ出る涙を我慢できず、エミリーは嗚お咽えつを上げて泣き出した。

			　アンソン公爵夫人は馬車の席を移動し、エミリーの隣に。

			　優しく抱きしめ、支えてくれる。

			「旦那様だった？」

			「……はい」

			「あれはエミリーが作ったドレスなのね」

			「……そうです」

			「作ったドレスを浮気相手に着せるなんて酷過ぎるわ。彼に送金する必要はないわね。屋敷に戻りましょう」

			　商業ギルドには行かずに帰ろうと言うアンソン公爵夫人に、エミリーは小さく頷いた。

			　今までも、『もしかしたら浮気しているのかも』と思うことはあった。

			　甘い香り。ジャケットの口紅。

			　でも信じていたのに。信じていたかったのに。

			

			　あのドレスを着こなせるセクシーな人。胸が大きくて、ウエストが細くて、綺麗な人。

			　今日は泊まりで男爵の領地に行くと言っていた。あの人と泊まるの？　あの人とそういう仲なの？　今までも泊まりの仕事はあの人と一緒だったの？

			　公爵邸に引き返した馬車を降り、アンソン公爵夫人に支えられながら応接室に戻る。

			　タオルを借りたエミリーは応接室のソファーで泣いた。

			「今日はここに泊まりなさい」

			　こんな状態のエミリーを帰すわけにはいかないと、アンソン公爵夫人は別邸に使いを出してくれた。

			「熱が出たから今日はアンソン公爵邸で預かると、手紙を届けさせたから大丈夫よ」

			　気が済むまで泣きなさいと言ってくれるアンソン公爵夫人にエミリーは頷く。

			「ベビードレスの時、見かけたのはあの人ですか？」

			　アンソン公爵夫人がジョンの奥さんだと勘違いした女性。

			「……えぇ、そうよ」

			　つまり半年以上前からそういう関係だったということ。

			「……ずっと、あの人と……」

			　再び泣き出してしまったエミリーを、アンソン公爵夫人は優しく抱きしめてくれた。

			「あらあら、セシィ。ダメよ」

			

			　アンソン公爵夫人の声とほぼ同時に、泣いているエミリーの手に小さな手が触れた。

			　驚いたエミリーはゆっくり顔を上げる。

			「お義母様ごめんなさい、少し目を離した隙に」

			　慌ててやってきたお腹が大きな女性と、エミリーに触れた子供は面立ちがよく似ている。

			「孫のセシリアと義娘のセレスティンよ」

			「……ベビードレスを着ていた？」

			「そうよ。大きくなったでしょう？」

			　ベビードレスを着てベッドで寝ていた子が、一人で歩けるようになっている。

			　ギュッと握ってくれる手の力も、あの時よりもずっと強い。

			　こんなに成長するなんて。

			　手を繋いで歩いて部屋を出て行くセシリアとセレスティンを目で追った後、エミリーはグッとタオルを握った。

			「アンソン公爵夫人、専属契約は終了できますか？」

			　エミリーは涙を拭ふき、アンソン公爵夫人をしっかりと見る。

			「バリウス商会にお金を渡したくないんです」

			「エミリー、少し落ち着いて話しましょう？」

			　紅茶とお菓子が準備され、侍女がふかふかのタオルと交換してくれる。

			

			　ソファーから窓際のテーブルへ移動すると、もう夕刻になっていたことにエミリーは驚いた。

			「私、離縁します」

			　アンソン公爵夫人の目を見ながらはっきりと言ったエミリーに、「そうした方がいいわ」とアンソン公爵夫人は頷いた。

			「それで離縁した後はどうするの？」

			　紅茶を飲みながら尋ねてくるアンソン公爵夫人に、エミリーは目を伏せる。

			「……働きます」

			「えっ？」

			「この国を出て、どこかでお針子をしようと思います」

			　ベビードレスを着ていた子があんなに成長したのに、私は全然成長していない。

			　私もあの子のように成長したい。

			「待って、エミリー。いきなりこの国を出る必要はないでしょう？」

			　突拍子もないエミリーの発言に焦あせった様子のアンソン公爵夫人は、思わずティーカップを雑にソーサーの上に置いた。

			　部屋にはガチャンという音が響き渡る。

			「私、父が反対していたのに、平民になってもいいからどうしてもジョンと結婚したいとお願いしたんです。離縁して伯爵邸に戻るなんて、そんなことできません。なのでいっそ別の国に行こうと思います」

			　あんなに縁談をたくさん断られた娘が、平民と結婚したけれどやっぱり戻ってきましたなんて、お父様が社交界で恥ずかしい思いをするに決まっている。それなら、嘘でも他国へ嫁に行ったと言えるように、私がこの国を出て働いた方がお父様には迷惑がかからないはずだ。

			「そんなことないわよ、あなたのお父様だって事情を聞けば温かく迎えるはずよ」

			　迎えてくれたとしても、申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまいそうだ。みんなに気を使われる生活もしたくない。

			「……悔しいです」

			　ずっとジョンに違和感があったのに、そんなことないと誤魔化していた自分の弱さが悔しい。

			　夫婦だと思っていたのは自分だけだった。私はジョンに必要とされていなかった。妻としても求められておらず、店の手伝いさえしなくていいただの同居人。好きだという言葉に酔い、優しくされて舞い上がっていた自分が情けない。

			「二人に仕返ししたいです。後悔させてやりたいです。でもどうしたらいいのかわからないんです。私ができるのは裁縫だけだから」

			

			　私が作ったドレスを浮気相手が着ていたことが許せなかった。

			　そのドレスを浮気相手に贈ったジョンはもっと許せなかった。

			　彼女が王都にいないなんて嘘だった。会ったことがないというのも嘘、きっとミンベル街の負債も嘘、私を好きだと言ったのも全部嘘だ。

			　騙だましたことを後悔させたいのに、その方法すら思いつかないなんて。

			「それでも二人を見返してやりたいです」

			　エミリーと離縁しなければよかったと後悔させたい。

			　いつかジョンに謝罪させたい。

			　エミリーは溢れ出る涙をタオルで必死に押さえながら、アンソン公爵夫人に自分の気持ちを伝えた。

			「……まず、知り合いのいない国で働くのは難しいわ。あなたはまだ十八歳だし、働きたい国で後見人が必要よ。それに料理や洗濯はできるの？」

			「洗濯は布を染めるのでなんとか。料理は……」

			　やったことがない。

			　エミリーは膝の上で手をギュッと握った。

			「それにね、あなたにはドレスデザイナーの才能があるわ。この国でも他の国でも、ただのお針子からなんてダメよ」

			

			　褒め過ぎだと思うけれど、エミリーはアンソン公爵夫人の言葉が嬉しかった。

			「それにキャサリン王女のドレスはどうするの？」

			「キャシー様のドレスは二年以内に必ず……あ、でも二年後の身体のサイズが……」

			　でも、キャサリン王女のドレスは絶対に作りたい。

			「ねぇ、エミリー。結婚する気はないの？　もっと素敵で誠実で優しい人はたくさんいるわ」

			「私……裁縫好きなことを理由に何人も縁談を断られたんです。ジョンだけは優しく接してくれて、貴族じゃなくてもいいから一緒にいたくて」

			　いつか子供を産んで、家族みんなで店を続けていくのだと思っていた。結婚してすぐ店を手伝うと申し出たが、手伝わなくていいと断られた。

			　今思えば、最初から私はジョンに必要とされていなかったのだ。

			「もう……」

			　何も言えなくなってしまったエミリーは、唇をグッと噛みながら俯いた。

			「……隣のオルグレン国に貿易商を営んでいる知人がいるわ。彼に相談してみる？」

			「オルグレン国……？」

			　オルグレン国はアンソン公爵夫人が以前暑いと言っていた国だ。

			「彼はね、エミリーのドレスを欲しがっているの。ドレスを交渉の材料にして後見人になってくれるように頼めるかもしれないわ」

			　ダメかもしれないけれど、彼もドレスが欲しいので話くらいは聞いてくれるだろうとアンソン公爵夫人はエミリーを見つめた。

			「お願いします。紹介してください」

			「紹介はするけれど、私はあなたが他国で働くのは反対よ。だから一人で交渉に行くのよ？」

			「行きます」

			　エミリーは迷いもなく答えた。

			「事情も、経緯も、私からは何も彼に伝えないわ。それでも自分で説明して後見人になってほしいと頼めるかしら？」

			「やってみます」

			　エミリーの固い意思を感じ取ってくれたのか、アンソン公爵夫人は軽く手を上げ侍女を呼び寄せた。指示を聞いた侍女はすぐに準備に向かっていく。

			「うちの馬車を貸しましょう。明日の朝四時にここを出発。あとは騎士を一人付けるけれど送迎のみ。交渉は自分で」

			「はい。ありがとうございます」

			「食事も宿も自分でなんとかするのよ」

			

			「わかりました」

			「探しているドレスデザイナーはこの子ですと手紙を書くけれど、内容はそれだけよ」

			「はい。ありがとうございます」

			　その後、急に宿泊させてもらうことになったにもかかわらず、すぐに客室へ案内された。あまりにも至れり尽くせりで申し訳ないほどに。

			　アンソン公爵夫人は「熱を出したエミリーを診察してもらったが、流は行やり病だったため一週間アンソン公爵邸で預かります」と別邸に手紙を出し直してくれた。

			「交渉がうまくいかなくても必ず戻ると約束して」

			「ありがとうございます。行ってきます」

			　翌朝、予定通り朝四時に出発するエミリーをアンソン公爵夫人は見送ってくれた。朝食にサンドイッチまで持たせてくれて、手持ちがないエミリーに宿泊費と食費も貸してくれた。

			　オルグレン国までは馬車で十六時間。朝四時に出発したのは、夜にはオルグレン国王都に着くようにということらしい。

			　一泊して朝九時に貿易商の事務所へ。断られたらその日のうちにロード国に帰国することになっている。

			　宿泊所に一人で来るのが初めてのエミリーは、騎士に教わりながら手続きを行った。

			

			　騎士が手伝ってくれたのはアンソン公爵夫人には内緒だそうだ。きっと「助けてあげてね」と頼んでくれたのだと思うけれど。

			　どんなに遅い時間になっても、帰ってきていいとアンソン公爵夫人は言ってくれた。ダメだったら次の手を考えましょうと。

			　でも、なんとかして後見人になってもらいたい。それがダメならどこかの店でお針子として雇ってほしい。住み込みだったら一番いいけれど。

			　どうやってやりたいことを伝えたらいいだろうか？

			　とりあえず後見人になってくださいと伝えればいいのだろうか？

			　理由を聞かれたらどう言おうか。夫に浮気されたのでこの国で働きたいです。伯爵家の娘でしたが商人と結婚しました。でもうまくいきませんでした。ううん、こんな理由じゃダメ。追い返されるに決まっている。いつか夫を見返したいのだと話してもいいのだろうか？　でもそれだと説明が長くなってしまうし。

			　エミリーは馬車の中であれこれ考えたが、結局うまくまとめることはできなかった。

			「あそこが事務所です」

			「ありがとうございます。行ってきます」

			　翌朝、道の反対側で騎士と別れたエミリーは、小さな扉の前に立ち深呼吸をした。

			　アンソン公爵夫人からの手紙をしっかりと手に持ち、髪を手て櫛ぐしで整え、扉をノックする。

			

			　中から出てきたのは、黒髪青眼の背が高い男性。

			　貿易商と聞き、勝手に想像していたよりも遥はるかに若い男性の登場に、エミリーは一瞬戸と惑まどった。

			「何？」

			　声はジョンよりも、お父様よりも低い。

			「ロード国アンソン公爵夫人の紹介で参りました。突然の訪問、申し訳ありません」

			　エミリーは両手でアンソン公爵夫人の手紙を差し出す。

			　男性は驚いた顔をしたが、すぐに手紙を受け取った。

			　その場で開き、ざっと読む。眉み間けんにシワを寄せながら読み終わると、再び手紙を封筒に入れた。

			「……それで？」

			「後見人になっていただけないでしょうか？」

			　普段父やジョン以外の男性と話す機会がないエミリーは、緊張し過ぎて名乗ることも何もかも忘れ、いきなり頼んでしまった。

			　失敗した！　あんなに昨晩考えたのに全て飛ばした！

			「なぜ？」

			　今更だけれど名乗るべき？　でもなぜと聞かれたから理由でいいのかな？

			

			「この国で働きたいからです」

			　どうしよう。名前も何も伝えられなかったのに、どうしてこの国で働きたいのかなんてうまく言えるわけなかった！

			「ロードで働けばいい」

			　子供が遊びに来るところじゃないと、男は扉を閉めようとノブに手をかけた。

			　ダメ！　このまま閉められてしまったら、もう話を聞いてもらえない！

			　エミリーは慌てて男性の手ごとドアノブを押さえる。

			「待ってください！　お願いします！　掃除でも雑用でもなんでもやります！」

			「……なんでも？」

			　必死なエミリーに驚いた様子の男は、黒髪をガシガシと掻かいた。

			「じゃあ、その身体を差し出してもらおうか」

			　エミリーの胸元を指差し、ニヤッと笑う男。

			　一瞬何を言われたのかわからず、エミリーは困こん惑わくしてしまった。

			「まぁ、お前には無理だろ、じゃあな」

			　再びドアノブに手をかける男性の腕をエミリーは必死で掴む。

			　このまま戻るなんてできない！

			「構いません！　それで構いません！　お願いです、私の後見人になってください！」

			

			「……お前な、よくわかってないだろ」

			　面倒くさそうに溜息をつく男を、エミリーは泣きそうな顔で見上げた。

			「なんでもします、お願いです。どうしてもこの国で働きたいんです」

			　あまりに必死なエミリーに、男は仕方ないと言うように肩をすくめると扉を開いてくれた。

			「……とりあえず、入れ」

			「ありがとうございます！」

			　殺風景な応接室に案内されソファーに座らせられると、男はエミリーの肩をポンと押した。

			　そのままエミリーの視線は真っ白な天井へ。

			　何が起きたのかわからないエミリーは「えっ？」と小さな声をこぼした。

			「なんでもするって言ったよな？」

			　男はソファーに押し倒したエミリーの瞳を上から覗き込む。

			　男の綺麗な青い眼に見つめられたエミリーは、どうしたらいいのかわからず固まってしまった。

			　ジョンとは違う男性の香り。フルーティなのに力強く男性らしい、いや、この男性によく似合う香りがエミリーの鼻を掠かすめた。

			

			「見知らぬ男に、『なんでもします』なんて気軽に言うんじゃない」

			　エミリーのワンピースのボタンを外しながらニヤッと男が笑う。

			　慣れた手つきで二つ、三つとボタンが外され、すぐにエミリーのささやかな胸が見えそうなほど胸元が開いた。

			　初めての体験に、エミリーはゴクッと唾つばを飲み込む。

			「おい、逃げないと本当に抱くぞ」

			　眉間にシワを寄せた男に抵抗することもなく、エミリーはそのまま男を見つめた。

			　怖くないと言ったら嘘になる。すでに見えそうになっているささやかな胸だけでかなり恥ずかしいけれど、今からもっとすごいことをこの人とするのだ。

			「いいんだな？」

			　男が着ていたシャツのボタンを無造作に外すと、たくましい身体がシャツの隙間から見える。ジョンでさえ鎖骨までしか見たことがないのに、見知らぬ男性の裸を見ることになったエミリーの心臓は破裂しそうだった。

			「私の後見人になってください」

			　自分でも馬鹿だと思う。

			　初めて訪れた隣国。知らない貿易商の殺風景な応接室のソファーで処女を散らすなんて。

			　目の前には十分前に初めて会った黒髪青眼の名前も知らない男。

			

			「なんでそこまでして……」

			「お願いします」

			　それでも夫を見返すことができるなら構わない。

			　今はこの人に縋すがるしかない。夫のジョンにさえ抱かれたことがないけれど、この人はそれでもいいのだろうか？

			　男の顔がゆっくりと近づき、唇に触れる。荒々しく押しつけられた唇はなぜかそのままエミリーから離れなかった。

			　閨ねやの作法なんて知らない。この後どうしたらいいのかもわからない。

			　男の唇でエミリーの唇はこじ開けられ、舌が絡められる。まるで食べられてしまうかのような口づけに、エミリーの羞恥心は酸素とともに奪われた。

			「これが最後の警告だ」

			　何度も確認してくれる男に、エミリーは小さく頷く。

			　男は青い眼を細めて笑うと、シャツをソファーの下に落とした。

			　首筋に触れる男の髪が少しくすぐったいけれど、優しく胸に触れる手や口づけで身体の奥が熱くなってくる。

			　ジョンは私に触れなかった。たった一度だけ唇に口づけをしてくれたけれど、普段は手を繋ぐだけ。この見知らぬ男の情熱的な口づけのおかげで、私はジョンに女性として見られていなかったのだとようやく気づくことができた。

			　こんなふうに全てを見られるなんて、それが見知らぬ男だなんて、普段の自分では想像もできない行動を取っているのはわかっている。

			　でも、自分を変えたい。言いたいことも言えずに泣き寝入りするのはもう嫌だ。

			「お前……、」

			　一つになった瞬間、男の動きがピタリと止まった。

			「……名前は？」

			「……エミリー」

			　小さな声で自分の名前を答えるのが精一杯だった。

			　涙が出るのは初めての痛みのせいか、意外に優しいこの男のせいなのか。

			「……馬鹿な女だな」

			　そう言われても仕方がないくらい愚おろかな行動かもしれないけれど、自分にとっては大きな一歩。

			　涙を親指でそっと拭ぬぐう男は、夫よりも情熱的なのに優しく気遣ってくれる男性だった。あぁ、私の「最初で最後」がこの人でよかった。

			　エミリーは切なく微笑む。

			「もっと自分を大事にしろよ」

			

			　今更遅いけれどと言いながら優しく口づけをしてくる男に、エミリーは夢中でしがみついた。

			

			第三章　頼りになる男

			「……何をやっているんですか」

			　ソファーで眠る金髪の少女の姿を見た補佐官ハウルは、盛大な溜息をついた。

			　朝九時前に一緒にこの事務所を訪おとずれ、商業ギルドへ行き三十分程度で戻ったが、応接室から聞こえてくる男女の睦事の声に扉を開けることもできず、とはいえその場にも居づらく、鍵を閉めて出かけ昼前に一度戻ったがまだ継続中で再び出かけて戻ってきたのが十六時。

			　一体どういうことですか？　と責め立てるハウルを横目に、リアはグラスに水を注いだ。

			「外に騎士がいたので時間がかかると説明し、用事が終わったら連絡すると伝えて宿泊所へ帰ってもらいました」

			　それが九時半頃の出来事。帰らせなかったら、ここに乗り込まれただろうと言うハウルに、リアはそうだなと軽く答えた。

			「何をどうしたらこんな状況に」

			

			　ソファーの下に落ちたワンピース、毛布の上から出た肩を気まずそうに確認したハウルは再び盛大な溜息をつく。

			「ハウル、こいつが王妃の探しているドレスデザイナーだ」

			　リアは水をゴクゴクと一気に飲み終えると、次に髪をタオルで拭ふいた。

			「ドレスデザイナーが見つかったのは何よりですが、どうしたらこの状況になるのか全くわかりません」

			「……だろうな」

			　シャワーを浴びたリアの上半身はまだ裸。昼食は準備されていたがまだ食べていない。

			「だろうな。ではありません！」

			「途中で飲ませた」

			　避妊薬を。

			　いざという時のために持たされていたが、まさか使う日が来るとは思っていなかった。

			「そういう問題ではありません！　彼女はおそらく貴族令嬢。責任を取らなくてはいけなくなったらどうするつもりですか！」

			　眼鏡を押さえながら怒るハウル。

			　こんなに怒る姿を見るのは久しぶりかもしれない。

			「俺の子だと証明はできる」

			

			「は？」

			「こいつを女にしたのは俺だ」

			　平然と、とんでもないことを言われたハウルの顔は今にも卒倒しそうだ。

			「外にいたのはアンソン公爵邸の騎士だな。馬車も帰らせていいぞ」

			「は？」

			　リアはテーブル近くの床にあぐらをかいた。手を伸ばし、テーブルの上にある籠かごからチキンサンドを取り出す。

			　大きな口でガブリと噛みつくと、咀嚼そしゃく後にペロッと唇を舐なめた。

			「帰りは俺が公爵邸まで送る。アンソン公爵夫人とも話をしないといけない」

			　何が何やらわからないという表情のまま、ハウルは手帳に書かれた明日以降の予定を確認する。

			　リアが手に持っていたチキンサンドはあっという間に小さくなった。

			　抱きながらリアがエミリーから聞き出した話は、あまりにも可か哀わい想そうで信じ難い内容だった。アンソン公爵夫人から以前少しだけ聞いていたが。

			「浮気相手のためのドレスを作らせるなんて」

			　エミリーの事情を聞いたハウルは眼鏡を外し、目元を押さえた。

			「しかもこいつは妻だと思い込んでいるのに抱かれていなかった。別の女とはお楽しみのくせに」

			　最初はちょっと脅おどしてやろうと思っただけ。

			　気軽に「なんでもします」なんて言うのは危ないぞと警告するだけの予定だった。ちょっと押し倒して、怯おびえた姿を見たら解放してやるつもりだった。

			　だが泣きそうなのに怒りに満ちた瞳から、目が離せなくなってしまった。

			「だからといってリア様が抱かなくても。彼女が抱いてと言ったのですか？」

			「いや。頼み事をしたいなら抱かせろと言った」

			　必死で見上げてくる女の眼を見ていたら、思わず口づけをしてしまっていた。

			「貴方もサイテーですね」

			　苦笑するハウルにリアはボリボリと頭を掻かく。

			　反応は初う心ぶだったがご無沙汰だからなのだろうと。まさか〝初めて〟だとは思わなかった。

			　初めてなのに、「なんでもします」が「抱いてもいい」なんて正気じゃない。

			　見知らぬ男に純潔を捧げてまで働きたいから後見人になってくれなんて。

			　アンソン公爵夫人からの手紙に書かれていたのは「私の可か愛わいい子を助けてほしい」だけ。「可愛い子」が「探しているドレスデザイナー」だと勘付いている俺に事情も何も書かずに託したのは、後見人を拒否する権利を残しておいてくれたのだろう。

			

			「俺に抱かれながら、俺じゃない男を思い出してコイツが泣くから」

			　縋すがりつくように喘あえぐ姿に理性の箍たがが外れ、気づけば夢中で抱いていた。

			　――この俺が。

			「ハウル、食事と布団を持ってきてくれ」

			　今日はエミリーとここで過ごすと言うと、ハウルは何度目かわからない大きな溜息をついた。

			「……それではバリウス商会の息子と同じじゃないですか」

			　あなたも事務所でお楽しみですかと、ハウルは呆あきれた様子でリアを一いち瞥べつした。

			「違う、こいつにいろいろ教えるだけだ」

			　眠っているエミリーの前髪を退け、赤くなった目元に触れてから優しく頭を撫なでてみたが、全く起きる気配はない。

			「教えるとは？　ドレスデザイナーに何を教えるんです？」

			　首を傾げるハウルにリアはニヤッと笑った。

			「バリウス商会はこいつに乗っ取らせる」

			「は？」

			「やるかと聞いたら、即答だった」

			　我ながら名案だ。こいつは復讐できるし、俺はライバル店を消せる。

			

			「さぁ、バリウス商会をぶっ潰すぞ」

			　しばらく楽しくなりそうだと上機嫌に笑うリアに、ハウルはついに頭を抱えた。

			

　エミリーが目を開けたのは夜八時頃。

			「お目覚めか？」

			　ソファーの前の床にあぐらをかいている男の顔がエミリーの真正面にあった。

			　驚いたエミリーは「ひゃっ」と小さな声を上げる。

			　エミリーの髪を耳に掛けてくれながら「大丈夫か？」と尋ねてくる男の眼は優しい。

			　エミリーは自分が何をしたのか思い出し、顔を真っ赤にした。

			「ハウル、少し席を外せ」

			「……またお楽しみですか？」

			「違う、シャワーへ連れて行くだけだ」

			　エミリーは何も身に着けていなかった。抱きかかえる時にハウルと呼ばれた眼鏡の男性に見えないように配慮してくれたのだろうが、彼はよほど信用がないらしい。

			「一緒に入ってやろうか？」

			「ひ、ひとりで、大丈夫……です」

			

			　毛布のまま抱きかかえられシャワーへ案内される。

			「えっ？」

			「おっと」

			　普通に立とうと思ったのに、腰に力が入らず上手く立つことができなかったエミリーの身体を、男は当然のように支えてくれた。

			「……やっぱり一緒に入ってやろうか？」

			　青い眼を細めてニヤニヤ笑う男にエミリーは首を横に振る。

			　男はエミリーを立たせると、着替えを置き、頭を優しく撫でてから出て行った。

			　……不思議な人。

			　下腹部には違和感。身体には無数の赤い痕あと。

			　最初は強引で乱暴な人かと思ったけれど、彼の手つきはずっと優しかった。そのせいもあってか途中からはどうなったのかよく覚えていないが。

			　ただアンソン公爵夫人にも、誰にも言えなかった不満を全てあの人に言ってしまった。

			　浮気をしているのではないかとずっとツラかったことも、子供が欲しかったことも、自分が作ったドレスを浮気相手が着ていたことも。

			　まだ追い出されていないということは、後見人になってもらえるのだろうか……？

			　用意された着替えは多分あの人の服。ブカブカのシャツとブカブカのズボン。足首が細くなっているのでズボンを床に引きずることはないけれど、子供が大人の服を着てしまったくらい不格好だった。

			「シャワーありがとうございました」

			「エミリー、ここに座れ。まずは食え」

			「えっ？　いただいていいのですか？」

			　テーブルの上には一人分の食事。

			「あの、えっと……お二人の分は……？」

			「あぁ、もう食った」

			　書類を片手に男はニヤッと笑う。

			　お腹が空すいていたエミリーは、遠慮なく食事をいただくことに。

			「明日の朝、商業ギルドへ行くぞ」

			　男の言葉にエミリーは食べていた手を止め、顔を上げた。

			「後見人になっていただけるのですか？」

			「あぁ。抱きながら約束してやっただろう」

			　覚えていないか？　と聞かれたエミリーは再び顔を真っ赤にした。

			「す、すみません、途中から、その、記憶がなく……」

			「そうか、記憶が飛ぶくらいよかったか」

			

			　くくっと笑う男にハウルが呆れた顔をする。

			「お前の店を立ち上げる」

			「私の……店？」

			「あぁ、俺の『コリフィ貿易』の一部、ドレスと子供服を扱あつかう専門店にする」

			「ドレス……子供服……」

			　信じられないとエミリーは両手で口を押さえた。

			「喘ぎながら、自分の店を持ちたい、商売で成功して夫を見返したい、浮気したことを後悔させたいと不満をぶちまけていたが、覚えていないのか？」

			「そ、そんなことまで……！」

			　しかも抱かれている最中に言うなんて！　喘ぎながらって恥ずかし過ぎる。

			「コリフィとはてっぺんのことだ。世界で一番の貿易商になるように叔父が付けてくれた名だが、お前の店はどうする？」

			「私が付けていいのですか？」

			「お前の店だからな」

			　エミリーはゴクッと唾つばを飲み込んだ。

			「y-Limeライム」

			　これはキャサリン王女が考えてくれたブランド名。

			

			「ライム？　あの酸っぱい？」

			「頭に発音しないy-をつけて……」

			　エミリーが説明すると、ハウルがサラッと紙にメモをする。

			「あぁ、お前の名前か」

			　逆から読めばEmilyエミリー。

			　面白いと男は笑った。

			「あの、すみません、もしかしたらすでに聞いているのかもしれないですが、お名前を、教えていただけないでしょうか？」

			　両手を胸の前で組み、少し申し訳なさそうにエミリーは男に尋ねる。

			「リアだ」

			「リア様……」

			　リアとエミリーの視線はハウルに。

			「ハウルです」

			「エミリーと申します。よろしくお願いします、ハウル様」

			「エミリーさん、初対面の男を信用し過ぎでは？　今のような警戒心のなさでは悪い男に騙だまされます」

			「ご忠告ありがとうございます。でも、もう夫に騙された後なので、これ以上悪くなることはありません」

			　眼鏡をクイッと上げながら忠告するハウルに、エミリーは困った顔で微笑んだ。

			「いえ、そういうつもりでは。……すみません」

			　手で口元を押さえて「しまった」という顔をするハウルを見て、リアが声を上げて笑う。

			「明日からは忙しくなる」

			　リア様が『私の店』を作ってくれるって言ってくれた！

			　私の店！

			　y-Limeライムを本当に？　信じられない！

			「朝から出かけるぞ」

			「はい。お願いします」

			　エミリーは頭を下げると、再び美味しい食事に手を付けた。

			
　　　　◇

			
「……え？　エミリーが体調不良？」

			　泊まりの仕事を終え別邸に戻ったジョンは、玄関で侍女のユリアにジャケットを手渡しながらエミリーが不在であることを知った。

			

			「はい。流は行やり病のため一週間隔離だそうで。アンソン公爵邸でそのまま見てくださるそうです」

			「流行り病……、そうか。みんな体調は大丈夫なの？」

			「はい、侍女、護衛、料理人に体調不良の者はおりません。ジョン様も大丈夫でしょうか？」

			「あぁ。なんともないよ」

			　見ての通り元気だよとジョンは軽く手を上げた。

			「エミリーがいないのに俺がここにお世話になるのは申し訳ないな。エミリーが戻るまでみんな休暇にしようか」

			「えっ？」

			　ジョンの言葉に、家令を筆頭にその場にいた全員が驚く。

			「少し仕事も溜まっていて、商会に泊まりたいと思っていたんだ」

			　普段はエミリーがいるから無理だけれど、とジョンは笑った。

			「申し訳ないけれど明日の朝まではいつも通り仕事をしてもらって、あとはエミリーが戻るまでは全員自由に」

			　いつもありがとうと微笑むジョンに、別邸の者たちはワッと喜んだ。

			　準備してもらった夕食をとり、書斎で少し仕事をしてからジョンはエミリーがいない寝室へ向かった。

			「ジョン様、こちらに明日の着替えを置いておきます」

			「いつもありがとうユリア。ワインも俺が好きな銘柄を冷やしておいてくれたんだね」

			　ユリアは、エミリーの専属侍女。エミリーより四つ上だ。

			「ユリア、少しこの部屋にいてくれないか？　エミリーがいなくて寂さびしいんだ」

			　話し相手になってと言われたユリアは、促されるままジョンの正面のソファーに腰を下ろした。

			「えっ？　私が一緒にお酒なんて」

			　おもむろに二つのグラスにワインが注がれていく状況にユリアは困こん惑わくしている。ジョンはユリアにニッコリと微笑みを向けた。

			「エミリーはまだ飲めないからさ。たまには一緒に飲む相手も欲しいんだけど、ダメかな？」

			　エミリーの普段の様子や、別邸での困り事、使用人たちの話で盛り上がり、楽しかったせいか、ユリアもつい飲み過ぎてしまったようだ。

			「顔が赤いよ、ユリア」

			「も、申し訳ありません」

			　お酒に酔い、潤んだ目のユリアを抱き寄せ何度も角度を変えて口づけをする。熱い口づけで惚ほうけたユリアの顔にジョンはニヤリと笑った。

			「ジョン様、いけません」

			「可愛いよユリア、いつも可愛いと思っていた」

			　誰にも言わない、エミリーにも言わないからと懇願するジョンに、ユリアはそのまま身を任せる。

			　夫婦の寝室であってはならない出来事。その背徳感が余計にジョンを興奮させた。

			
「いってらっしゃいませ」

			「ユリア。いつも見送りありがとう」

			　翌朝ユリアはいつものように仕事へ出かけるジョンを見送る。

			　……お嬢様を裏切ってしまった。でもジョン様と一つになれたのは嬉しかった。

			　お嬢様と結婚して一緒に住むようになったジョン様は私たち使用人にも優しくて、気さくに声をかけてくださったり、さりげなく手伝ってくださったり。ずっと素敵な人だと憧あこがれていた。毎日会えるだけで幸せだったのに、抱いてくださったなんて夢のようだ。

			　お嬢様には申し訳ないけれど。

			　少し震ふるえる手をユリアはギュッと両手で押さえ込む。

			「ユリア、休暇どうする？」

			

			「そうね。たまには街に行こうかしら」

			　侍女仲間に尋ねられたユリアは、何事もなかったかのように笑顔でそう答えた。

			
　　　　◇

			
「ここに店の名前、ここが自分の名前」

			　翌朝、エミリーは商業ギルドでリアと一緒に書類を書いた。

			　店の名前は「y-Limeライム」。

			　キャサリン王女がつけてくれたブランド名だ。誰にも公表していないけれど。

			「オーナー……」

			　自分の名前と言われた欄にはオーナー名とある。エミリーは震える手で自分の名前を書いた。

			「こっちの欄はドレス・子供服等、衣類販売と入れて」

			　事業内容を記載し終わると、スッとリアに用紙を奪われる。

			「あとは俺が書く」

			　コリフィ貿易の事業の一部になるため収支は合算、オーナー名などもコリフィ貿易の名前を公開するようにチェックを入れていく。

			

			「調べられてもエミリーの名前は出ない」

			　万が一、バリウス商会が調べても、出るのはコリフィ貿易とリアの名前だけだと説明されたエミリーは頷うなずいた。

			　リアは綺き麗れいな字でサラサラと書類を埋めていく。

			　最後にウィリアムとサインし、書類が完成した。

			　……ウィリアム？

			　リアは偽名……？　ただの呼び名？

			「……見なかったことにしろ」

			　本名は秘密ってこと？　よくわからないけれど頷くしかない。

			「次の手続きに行くぞ。金はあるか？」

			「いくらあるかわからないですが、半年間アンソン公爵にいただいたお給金があります」

			「は？」

			「一度も確認したことがなくて。その、夫に任せていて……確認方法も、知らなくて……」

			　送金の仕方を教わるために移動している途中でジョンの浮気現場に遭遇してしまったせいで、結局口座に入っているお金を引き出す方法を知らないままだ。結婚する前は父からお小遣いをもらっていたので、口座のお金に手を付けたことはない。

			

			　リアに言われるがまま残高確認の手続きをすると、想像したよりも遥はるかに多い金額が目に飛び込んできた。

			「こんなに！」

			　全部任せっきりで金額も知らなかったなんて、本当に情けない。

			　俯うつむいたエミリーはリアにグイッと抱き寄せられた。

			　彼の香りが昨日の出来事を思い出させる。

			「リ、リ、リア様」

			　一気にエミリーの熱が上がる。

			「この国にいる時はドレスデザイナーのエミリーだ。いいな」

			　夫は関係ないと言ってくれているのだろう。

			　昨日会ったばかりにもかかわらず優しくしてくれるリアに、エミリーは「ありがとうございます」と微笑んだ。

			
　　　　◇　

			
「悪い男」

			　ミンベル街にある湖の畔ほとりで、男爵令嬢クロエはバリウス商会のジョンと熱い口づけをしながらつぶやいた。

			「奥サマが病気で寝込んでいる間に、旅行へ行こうなんて」

			「仕事さ。ミンベル支店の視察だよ」

			　業績の悪い支店を視察するのは、オーナーの息子として普通だろとジョンは笑う。

			「いつまでいられるの？」

			「三泊しかできないんだ」

			　夕日が輝く湖の畔の宿で朝まで愛し合いたいと囁ささやくジョンに、クロエは「嬉しいわ」と抱きつく。明け方まで盛り上がり、朝日が差し込む部屋でようやく眠った二人が街へ出かけたのは昼過ぎだった。

			　露出の高い服を着こなしたクロエと腕を組みながら、ミンベル街の商店街まで歩いていく。

			　ミンベル街は湖を中心に商人の中継地として栄えた街。湖の反対側は貴族の別荘が並んでいる別の街だが、こちら側は安価な宿が多い。

			「見て、大きい石！」

			　商店街に入ってすぐの露店に並ぶイヤリングをクロエは手に取った。

			「あぁ、これは石の品質がよくない」

			「さすがジョンね」

			

			　ジョンの言葉を聞いたクロエはスッと赤い石のイヤリングをケースに戻す。

			　この商店街の商品は王都に比べて品質が悪く、デザインもイマイチだ。

			　ジョンは商店街から馬車も通る大通りへ。この大通りは先ほどの商店街よりは高価な品が並ぶが、やはり王都の足元にも及ばなかった。

			　バリウス商会ミンベル支店の立地は悪くない。大通り沿いにあり、街の中では賑にぎわっている区画だ。バリウス商会の商品は高級品ばかりを揃えている。一般人には手が届かないが故に、売上が伸びていないとしか考えられない。

			　やはりミンベル街からは撤退だ。

			　ミンベル支店の負債の分の金を払ってくれると言っていたエミリーのおかげで、父にクロエのドレスを作ったことはバレずに済みそうだ。エミリーにはドレス二着分くらいだと話しただけで具体的な金額は告げていない。

			　エミリーの病気が治ったらすぐに商業ギルドへ連れて行こう。ミンベル支店の負債分だと言えばいくらでも払うはずだ。

			　ドレス二着分の金額に今回の旅行の代金も上乗せして俺の口座へ送金させれば、その金で全て支払える。クロエのドレス代を払えば父には怒られない。ミンベル街の宿泊代や飲食代も問題ない。

			「ジョン、次はあの店に行きましょう！」

			

			「あぁ。気に入った物があればなんでも買うよ」

			　ジョンはクロエの腰を抱きながら、笑みを湛たたえ続けた。

			

「リ、リ、リア様、あの、ここ」

			「y-Limeライムオーナーの初仕事だ」

			　堂々としろ！　と笑うリアに連れて来られたのは、オルグレン国の王宮。

			　ロード国の王宮よりも煌きらびやかで大きな王宮に、エミリーは顔面蒼白になった。

			　慣れた足取りでリアはどんどん進んでいく。多くの人が行き交う廊下から、だんだん人が少ない廊下へ。

			「ちゃんと息を吸え」

			　右手と右足が一緒に出ているぞとリアが笑う。

			　緊張し過ぎて無理です！

			　なぜかフリーパスで騎士が開けた大きな扉を通過し、ふかふかの赤い絨毯じゅうたんが敷かれた廊下を進んでいく。絶対に一般人が来られないだろう領域に連行されたエミリーは、リアが気軽に扉を開けた部屋の中にいた高貴な女性の姿に心臓が止まるかと思った。

			　こんなところまで気軽に入ってこられるリアは一体何者なのだろうか？

			

			　コリフィ貿易というのは、この国で相当力があるのだろうか。

			　もしかして、私はとんでもない人と知り合いに？

			　目を白黒させているエミリーをリアが笑う。

			「リア、その子が例のドレスデザイナー？」

			「あぁ。y-Limeライムのオーナーだ」

			　リアに背中をトンと押されたエミリーは慌あわてて精一杯の礼をした。

			「エミリーと申します。お目にかかれて光栄です」

			　これでも一応元伯爵令嬢。でも、他国の王妃様にお会いできるような身分ではない。

			　ご挨あい拶さつもどうしたらいいのかわからない！　学園では教えてくれなかったわ。

			「オーナー？　こんなに若いのに？」

			「あぁ。さっきオーナーになった」

			　リアが先ほど商業ギルドで手続きした紙をペラッと王妃に見せると、王妃は「まぁ」と驚いた表情を見せた。

			「なぜあなたの傘下なの？」

			「いろいろあって。まぁとりあえず、王妃のドレスは作るんだから、細かいことはどうでもいいだろ？」

			　王妃様のドレス！

			

			　驚いたエミリーの身体がビクッと揺れる。

			「アンソン公爵夫人のドレスを作ったのはあなたね？」

			「は、はい。白と青のグラデーションのドレスを作らせていただきました」

			「私もあなたのドレスが欲しいの」

			　アンソン公爵夫人のドレスのような涼しくて軽いドレスが欲しいと言われたエミリーは、信じられないと両手で口を覆った。

			「デザインも色もお任せよ。私に似合うものを作ってちょうだい」

			「は、はい！」

			　緊張し過ぎてもう何がなんだかわからないエミリーはいつまでに作ればいいのか、予算はどのくらいか、いろいろ聞かなくてはならないのに全部頭から飛んでしまった。

			　見かねたリアが代わりに聞いてくれる。

			　値段も気にしない、納期も気にしない。その代わり最上級のものを。

			　王妃の要望にエミリーはゴクッと唾を飲み込んだ。

			「期待しているわ」

			「精一杯やらせていただきます」

			　深々とお辞儀をし、リアと王妃の部屋を出る。

			　パタンと扉が閉まった瞬間、エミリーはその場に崩れ落ちた。

			

			「おい、どうした？」

			「……緊張し過ぎて、腰が抜けました」

			「は？」

			「こんな夢みたいな出来事が起きるなんて」

			　震えを抑えきれないエミリーが、這はいつくばりながらリアを見上げる。

			「リア様のおかげです。頑張ります」

			　エミリーが意気込むと、リアはニヤッと笑いながら手を差し伸べ、身体を引き上げてくれた。

			

　コリフィ貿易の殺風景な事務所に戻った後は、最低限の経営の知識をリアとハウルから教わった。

			　材料を含め、買った物は必ず記録すること。個人で買う物と、y-Limeライムで買った物は分けなくてはならない。たとえ同じ店で買ったとしても支払いを別にするように指示を受けた。

			「自宅に鍵がかかる部屋はあるか？」

			「はい」

			

			「材料を含め、仕事で使うものは全て鍵のかかる部屋に。侍女も入れてはダメだ」

			　何か一つでもなくなってはいけないので、掃除も自分でするように言われてエミリーは頷いた。

			「夫はただの同居人だと思っておけ。顔も見たくないかもしれないが、何も気づいていないフリをして生活しろ」

			「え？　すぐに離縁してはいけないのですか？」

			「あぁ、ジワジワ追い詰める」

			「追い詰める？」

			　よくわからないと首を傾げるエミリーに、リアはニヤッと笑った。

			「なんだ、覚えていないのか？　バリウス商会をぶっ潰すぞ。まずはy-Limeライムがバリウス商会のミンベル支店をいただく」

			「えっ？」

			　何がどうなってそんな話に？

			　驚いたエミリーは目を見開き、少し離れたところに座っていたハウルに視線を移す。

			　目が合ったハウルは肩をすくめながら苦笑した。

			「『バリウス商会をお前が乗っ取るか？』と聞いたら『はい』と即答だったくせに」

			「そ、即答？」

			

			　どうしよう。全然覚えていない。記憶がないのは抱かれていたあの時だけ。まさか抱かれながら乗っ取ると言ったの？　私が？

			　バリウス商会のミンベル支店は、以前ジョンが店を閉めると言っていたところだ。

			　その支店を私が乗っ取る？　どうやって？

			「まずは敵情視察からだ」

			　青い眼を細め、悪巧みでもしていそうなリアの笑顔から、エミリーは目を離すことができなかった。

			

　その後、ハウルが準備した馬車に乗り、エミリーはリアたちと一緒にロード国のアンソン公爵邸へ戻ることになった。

			「エミリーはミンベル街に行ったことがあるか？」

			「行ったことはないです。父の領地は王都を挟んでミンベルとは反対側なので」

			　ミンベル街は王都の次に大きな街だということは学園で習ったので知っているが、実際に街へ来るのは初めてだ。

			「そろそろミンベルだ」

			　大きく開けた草原が長く続いた先に、急に民家が見え始める。

			

			　夕日がキラキラ光る湖が眩まぶしい。馬車が進むにつれて家も店もだんだん増え、人通りも多くなり、王都ほどではないがとても活気のある街に見えた。

			「店は……」

			　なぜか言葉を切ったリアにエミリーの視界は塞がれた。

			「リア様？」

			　湖は眩しかったけれど、目を塞ぐほど？

			「……どうしますか？」

			「今日はここに宿泊しようかと思ったが、次の街にしよう」

			　リアとハウルが何やらボソボソと話している。

			「あ、あの、リア様？」

			　目を隠されたエミリーが困惑したまま声をかけると、リアは手をそっと離してくれた。

			「もうすぐだ。一瞬で通り過ぎるぞ」

			　３、２、とカウントダウンされる間に顔が窓の方へ向けられる。

			　本当に一瞬だけ、バリウス商会のマークが見えた。

			「客はいなかったな」

			「隣の店は数人並んでいましたけどね。あ、隣はパン屋ですよ」

			　今度買ってみましょうと提案するハウルに、リアはすかさず「クロワッサンとエピ」と要望を伝えた。

			「先ほどはなぜ」

			「あぁ、悪い奴がいたからな」

			「悪い奴？」

			　どんな人だろう？　と首を傾げたエミリーに、見ない方がいいと思ったとリアは眼を細める。

			「今日は次の街に宿泊しますね」

			「はい。お任せします」

			　馬車は止まることなく大通りを進んでいく。エミリーは少しの間、馬車の窓から街並みを眺めた。

			　急に押しかけたのに、後見人になってくれるどころか自分の店まで作らせてもらって、さらにオルグレン国の王妃様のドレスの仕事までもらえて、帰りもロード国のアンソン公爵邸まで送ってくれるリアとハウル。

			　まさかこんなに親切にしてもらえるなんて思っていなかった。最初は話もできないまま帰らないといけないのかと焦ったけれど。

			　あれから同じ部屋で寝泊まりしても、再びリアに抱かれることはなかった。やっぱり女性としての魅力は自分にはないのだろう。ジョンのお相手の女性のように胸もあってウエストが細くて色気のある女性だったら、リアにも、もう少し満足してもらえたかもしれないのに。

			「……ドレスのデザインは決めたのか？」

			「あ、いえ。ある程度イメージは浮かんでいるのですが、色をどうしようかと」

			　急に話しかけられたエミリーは、慌てて顔をリアの方に向けた。

			「あの部屋の色は何色だった？」

			　王妃様と会った部屋の壁紙は薄い黄色の小花だった。窓の日よけも薄い黄色と白の花が刺繍ししゅうされた美しい布、花瓶は白かったけれど飾られたガーベラの花は鮮やかな黄色とオレンジだった気がする。

			「黄色を基調としたお部屋でした」

			「王妃の好きな色だ」

			　リアのヒントにエミリーは目を見開いた。

			「ありがとうございます、リア様」

			　涼しい素材をご希望なので、生地は軽くて薄いジョーゼットにシフォンを組み合わせ、色は白から黄色のグラデーションで、裾すそはオレンジに近い黄色にしたい。胸から背中にはイリュージョンレースを、袖はフレア袖が王妃様に似合いそうだ。

			　ドレスのイメージが固まったエミリーは、少し前までの憂ゆう鬱うつが薄れているのを感じた。

			

			　……もしかしてリア様は気遣って話題を振ってくれた……？

			　ふと顔を上げると、優しい青い眼のリアと目が合った。

			　初めて会った時は不愛想で怖そうに見えたけれど、今はなぜそう思ったのかわからないくらいリアは優しい。

			「リア様、ドレスのデザインをご相談してもいいですか？」

			「わかる範囲でよければ答えてやる」

			「フレア袖の広がり具合なんですが……」

			　エミリーはリアに助言をもらいながら王妃のドレスデザインの下書きを完成させた。

			

　次の街で一泊し、ロード国王都へ。そのまま馬車はアンソン公爵邸に到着した。

			「リア様、ありがとうございます」

			　アンソン公爵と夫人は建物の外で馬車を出迎え、リアに深々と頭を下げた。

			　あれ？　確かに迷惑をかけたけれど、公爵が隣国の貿易商に頭を下げる？　しかも迷惑をかけたのは私なのに。

			　違和感を覚えたが、初めて会うアンソン公爵と目が合い、慌ててエミリーは頭を下げた。

			「君がエミリー嬢だね」

			

			「ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

			　外交官だと聞いていたアンソン公爵は、イメージしていた通り穏やかそうな紳士だった。以前タキシードを見せてもらっていたので少しふくよかな体型なのは知っていたけれど。

			「大変だったね」

			　精一杯の淑女しゅくじょの礼をしたエミリーに、アンソン公爵は優しく声をかけてくれる。

			「おかえりなさい、エミリー」

			　アンソン公爵も夫人もとても優しい。

			　エミリーは思わず溢あふれそうになった涙を必死で堪こらえた。

			「公爵、こいつの父親を呼んでほしい」

			「わかりました」

			「お父様を？」

			「あぁ、父親の協力も必要だ。そして公爵の協力も」

			　ニヤッと笑うリアの隣で、なぜかハウルが大きな溜息をつくのが聞こえた。

			　応接室に通されたエミリーは、アンソン公爵と夫人にオルグレン国での出来事を話した。

			　リア様が後見人になってくれたこと、オルグレン国で自分のドレス店を立ち上げたこと、オルグレン国の王妃様にお会いしたこと、王妃様のドレスを作らせてもらえることになったこと。

			

			　行きの馬車や宿でどうやってお願いしようか考えたのに、リア様に会った瞬間、全部吹っ飛んでしまったことも話したが、抱かれたことはさすがに言えなかった。

			「いきなり『後見人になってください』は驚いた」

			「すみません」

			　紅茶を飲みながら笑うリアに、エミリーは恥ずかしそうに謝罪する。

			「でも結果としては、こちらも探していたドレスデザイナーと契約できたので、アンソン公爵夫人には感謝しないといけないですね」

			　ずっと秘密で教えてくれなかったからと皮肉を言いながら、リアは見習い菓子職人が作ったクッキーに手を伸ばした。一口で放り込んだリアの口からサクサクといい音が響く。エミリーも真似をして口に含むと、ちょうどいい甘さのクッキーに思わず顔が綻ほころんだ。

			　応接室にノックの音が響き、エミリーの父であるクレヴァリー伯爵が到着したことが告げられる。

			　どうしよう、お父様になんて言うか考えていなかった！　ジョンのことも、ドレス店のことも。

			　応接室に通された父の困惑した顔を見たエミリーは、ゆっくりと息を吐いた後、ジョンが浮気していたことを父に報告した。

			「まさか、ジョンくんが……」

			

			　そんな不誠実な男だとは思わなかったと、クレヴァリー伯爵は手で額を押さえる。

			「エミリーを幸せにすると言ったのに。だから、彼に任せたのに」

			　自分の判断が間違っていたとクレヴァリー伯爵は悔しそうにつぶやくと、ゆっくりと顔を上げた。

			「すまなかった、エミリー」

			「お父様のせいではなくて、」

			　どうしてもジョンと結婚したいと頼んだのは自分だ。結局、父を悲しませる結果になってしまったけれど。

			「もう二度とあんな男に会う必要はない！　あとは全部」

			「お父様、待って！」

			　あとは全部やっておくからと言いそうな父を、エミリーは慌てて止めた。

			　全員に注目されてしまったエミリーは、ゴクッと唾を飲み込む。

			「……私、」

			　ちゃんと伝えなきゃ。自分がやりたいことを。

			「私、許せなくて」

			　エミリーがギュッとワンピースのスカートを握ると、スカートに不自然なシワが寄った。

			　父の驚いた顔を見たエミリーは一瞬言葉に詰まる。

			

			「……ジョンに仕返しをしたいのに、どうしたらいいのかわからなくて。それでリア様にオルグレン国での後見人をお願いして」

			「後見人？」

			　あぁ、どうしよう。うまく説明ができない。ちゃんとお父様にわかるように説明しないといけないのに。

			「コリフィ貿易はオルグレン国で一番大きな貿易商です。彼女が立ち上げたドレス店の店舗をこれからロード国内に準備する予定ですが、店が軌道に乗るまで後見人として彼女を支援し、もちろん営業もコリフィ貿易が、収支報告や雑務も可能な限りこちらで担います」

			　言葉に詰まったエミリーを助けるかのように、リアは父に説明してくれた。

			「エミリーが……ドレス店のオーナー？」

			「はい。手始めに、バリウス商会がミンベル街に持っている支店を、エミリーさんの店に変えたいと思います」

			　ハウルの言葉に、アンソン公爵も夫人も、もちろんクレヴァリー伯爵も驚き、言葉を失った。

			「まだ商品がないので、すぐには開店できないかもしれませんが、この後すぐに店舗を買収しようと思っています。重要なのはバリウス商会の看板がエミリーさんの店y-Limeライムに変わったという事実ですので」

			　ハウルがこの数ヶ月集めた資料をテーブルに出すと、アンソン公爵はすぐに資料を手に取り、さっと目を通す。

			「……それで、その後はどうするつもりかね？」

			　店舗を一つ奪っただけで仕返しになるのかと尋ねるアンソン公爵に、エミリーは首を横に振った。

			「王都の貴族たちが欲しがるドレスを作ります。ミンベル街まで買いに来てもらうことができない人は、きっとバリウス商会に注文したくなると思うんです。でも、私はバリウス商会にだけは販売しません」

			　確かにその方法ならエミリーでも仕返しができそうだと、アンソン公爵夫人は軽く頷く。

			「……何年かかるかわかりませんが、やってみたいんです」

			　やらせてくださいとエミリーは父に向って頭を下げた。

			　しばらくたっても父からの返事はない。口元に手を当て、眉み間けんにシワを寄せたまま動かない。

			　エミリーは不安な気持ちを抑えられずに、もう一度「お願いします」と頭を下げた。

			「……二年だ」

			　沈黙を破ったリアにエミリーは驚き、顔を上げる。

			

			「二年でバリウス商会をぶっ潰す」

			　そのくらいの気持ちで行けと、リアに真っ直ぐに見つめられたエミリーは「はい」と返事をした。

			「……頑張りなさい」

			　言いたいことを全て飲み込んだような切ない父の顔に、エミリーの胸が締めつけられる。

			「ありがとう、お父様」

			　ワガママばかりでごめんなさい。ジョンと結婚したいと頼んだ時も、お父様は同じ顔をしていた気がする。

			　いつも見守ってくれてありがとう、お父様。

			「バリウス商会に警戒されないようにするため、エミリーさんには今まで通り、彼と生活をしていただきます。エミリーさんを含め、みなさんは彼の浮気のことは知らないフリをしてください。ただし、バリウス商会に援助だけはしないようにお願いします」

			「わかりました」

			　ハウルから告げられたお願いにアンソン公爵と父は頷いた。

			「クレヴァリー伯爵は、商業ギルドでエミリーさんの口座の制限手続きをお願いします」

			　エミリーの口座から大金が引き出されないようにしたいと言うハウルに、父は頷いた。

			「すぐ手続きに行きます」

			

			「アンソン公爵、このあと一緒にバリウス商会に行っていただけないでしょうか？」

			「私がバリウス商会にお二人を紹介すればいいのだね？」

			　あっという間に話が進み、やるべきことが明確になっていく。

			　リアを紹介してくれたアンソン公爵夫人、受け入れてくれたリアとハウル、そして協力してくれるアンソン公爵と父。

			「ありがとうございます」

			　エミリーは目から溢れる涙を堪えながら、助けてくれる温かい人たちにお礼を言った。

			

「え？　エミリーを引き抜き、ですか？」

			　バリウス商会の事務所にジョンの父の驚いた声が響いた。

			　アンソン公爵と一緒にバリウス商会を訪れたのは、コリフィ貿易の代表と補佐官。

			　周辺国にも出入りする、隣国オルグレン国の大きくて有名な貿易商がなんの用だろう。

			「実は、夜会で妻のドレスをご覧になったオルグレン国の王妃様がドレスを注文したいと」

			　アンソン公爵夫人のドレスを作ったのはエミリー。だが、王妃は王室御用達の店以外でドレスを作ることができない。だからエミリーをコリフィ貿易のドレス専門店で雇いたいという話だとアンソン公爵から告げられた。

			「コリフィ貿易のドレス専門店で働くことは大変名誉なことです。彼女にとって悪い話ではないかと」

			「息子に確認してからお返事しても？　あ、息子はエミリーの夫です」

			　補佐官の説明に、ジョンの父は少し渋った。

			　エミリーにとっては悪い話ではないだろうが、バリウス商会としてはアンソン公爵との専属契約料がなくなってしまうのだ。すぐに頷くわけにはいかない。

			　芳かんばしくない表情を見せるジョンの父を一瞥し、補佐官は手帳を広げた。

			「失礼ながら、バリウス商会について少し調べさせていただきました」

			　補佐官は手帳を見ながら、ミンベル街の支店の負債について話し出す。

			　そんなことまで調べられているとは思わず、ジョンの父は唖あ然ぜんとした。

			「こちらの店舗を負債ごと全て引き受けるという条件は、いかがでしょう？」

			　負債額と店舗の処分費は、エミリーの専属契約料一年分よりも多い。バリウス商会にとっては維持費も不要になり負債もなくなる。悪い話ではないだろうと微笑む補佐官に、ジョンの父はにやけ顔を必死で隠した。

			「ついでに、倉庫に眠っている売れない商品も引き取りを頼んでも？」

			「どのような商品でしょうか？」

			

			「うちのオリジナル商品ですが、ベビードレスというお披露目会用の小さな子供服です」

			　正直に言えば全く売れなかったゴミだ。

			「その商品をコリフィ貿易で販売する許可さえいただけるのなら」

			「売れないと思いますがね」

			　許可しますとジョンの父はあっさり契約を結び、ミンベル街の支店は来月からコリフィ貿易のものになることが決まった。

			

　いとも簡単にベビードレスの販売の権利も商品登録証も全て譲渡したジョンの父に、リアは笑いを堪える。

			「上手くいったな」

			　馬車に乗ったリアは我慢できずに噴き出した。

			「在庫を全て売れば、負債と同等の金額の売上が見込めそうです」

			　ミンベル街の店頭にある品はすでに価格を調査済。倉庫にあるベビードレスの枚数から単純計算だがおおよその売上は見えている。

			「こちらからすればタダで店舗が手に入ったようなものだな」

			「目先の利益に囚とらわれて、本当に商才のない方ですね」

			

			　あれこれ準備をしてきたが、全く必要なかった。ハウルは手ごたえがなかったと肩をすくめる。

			「来月からの契約ということは来週からだね」

			　そのあたりもあまり考えていないのかなと、アンソン公爵は笑った。

			　あっさりと店を手放したということは相当お金に困っていたのだろう。毎月エミリーの専属契約料を受け取っていたにもかかわらず。

			「ハウル、倉庫の在庫を来週早々エミリーのもとに」

			「エミリーさんに？」

			「あぁ、加工して売らせる」

			　あの夜、泣きながらエミリーが言っていたベビードレスというのはこれのことだろう。宝石が付いたものなどダメだと言っていたが、実物を見たらすぐに意味がわかった。

			　来月頭にミンベル街の支店の権利書と鍵、そして倉庫の中身を全て受け取ってしまえば、もうバリウス商会に用はない。

			「大量だったからきっと一度に全部は持っていけないね。うちの屋敷に仮置きしてもらって構わないよ」

			「ありがとうございます、アンソン公爵」

			　ハウルは荷物搬入予定時刻と、作業者のおおよその人数をアンソン公爵に伝えた。

			

			「ロード国の店舗を手に入れただけではなく、ベビードレスを安価で仕入れ、さらにベビードレスの販売権利を本来の持ち主であるエミリー嬢がオーナーを務める店へ譲渡させるとは。さすがですね、リア様」

			　アンソン公爵の賞賛に、リアは当然だと言わんばかりに口の端を上げた。

			「さぁ、頑張れよ、エミリー」

			　俺がやってやるのはここまで。お嬢様がどこまでできるのか。

			　お手並み拝見だと、リアはここにはいないエミリーを思い浮かべて楽しげに笑った。

			

　アンソン公爵邸のリビングでオルグレン国の王妃のドレスを考えていたエミリーは、バリウス商会から戻ってきたリアの第一声に驚いた。

			「あの店は来週からコリフィ貿易の物だ」

			　確かに先ほどハウルは「この後すぐに店舗を買収しようと思っています」と言い、アンソン公爵と一緒にリアとハウルはバリウス商会に出かけて行ったけれど。

			　まさかこんなにすぐ買収できるなんて。

			「看板の付け替えを早めにしたい。来週までにロゴを考えておけ」

			「ロゴを私が？」

			

			「おまえの店なのだから当然だろう」

			　好きな色で好きに描けと言われたエミリーは全く思いつかず困ってしまった。

			　リアがソファーに座ると、すぐにアンソン公爵邸の侍女が紅茶を運んでくる。エミリーの冷めた紅茶も一緒に交換しようとする侍女に、もったいないのでそのままでとエミリーは断った。

			「商品の種類と値段も考えておけよ」

			　できるだけ早く店を開店したいとリアに言われたエミリーは、今更だが店舗代について何も聞いていなかったことに気がついた。

			「あの、リア様。店舗代は毎月少しずつお支払いしてお返しすればいいのでしょうか？」

			「店舗代は不要だ。もともとあの店を買い取ろうと目を付けていたからな」

			　エミリーの店y-Limeライムはコリフィ貿易の一部。コリフィ貿易の持ち物である店舗をエミリーの店が使用するのは問題ないのだとリアはエミリーに説明してくれた。

			「だが、利益の目標額を設定しよう。もし俺ではなくエミリーが店舗を買っていたとしたら、毎月どのくらいの利益を上げなくてはならなかったのかハウルに算出させる」

			　ティーカップに手を伸ばしながらリアはニヤリと笑う。

			「目標があった方が、やりがいがあるだろ」

			「はい、リア様。達成できるようにがんばります」

			

			　エミリーは冷めた紅茶で喉を潤した後、リアに価格の決め方や開店までにやらなくてはならないことを教えてもらった。

			
　　　　◇

			
「売却した？」

			　ミンベル街から戻ったジョンは、父から発せられた言葉に驚いた。

			「あぁ、エミリーと契約したいと隣国のコリフィ貿易が来てな」

			「コリフィ貿易って、あの有名な？」

			　オルグレン王室からの信頼も厚く、なんでも手に入ると有名な貿易商だ。

			「負債も倉庫のゴミも全部引き取ってくれた」

			「全部！」

			「あぁ、アンソン公爵からもらう契約料よりも多くなるからな。エミリーのおかげで儲かった」

			　声を出しながら上機嫌で笑う父。父のこんなに嬉しそうな顔は久しぶりに見たかもしれない。

			　コリフィ貿易がエミリーと契約？　しかも負債を肩代わりしてまで？　エミリーにそこまでの価値が？

			「来月早々にコリフィ貿易が倉庫のゴミを取りに来る。引き渡しを頼んだぞ」

			「来月って、もう来週？　そんなすぐに？」

			「ベビードレスも全部渡しておけ」

			　あんなゴミはいらないから全部くれてやったと笑う父に、ジョンは唖然とした。

			

「ただいま」

			「お嬢様！　もうお身体は大丈夫ですか？」

			「心配させてごめんね、ユリア。もう大丈夫だってお医者様が」

			「あぁ、よかったです」

			　一週間ぶりに戻った別邸は、出かける前と何も変わっていなかった。

			　変わったのは自分の気持ちだけだ。

			　笑えるだろうか、今まで通りに。ジョンと普通に話せるだろうか？

			「ユリア、ポーチが置きっぱなしよ？」

			　寝室へ貴重品を置きに来たエミリーは、テーブルの上のポーチに首を傾げた。

			「あっ！　掃除の時に置き忘れたみたいです」

			

			　掃除中にこんなところに置く？　しかもポーチは開いたまま。

			　まるでこの部屋で使ったかのような状態にエミリーは違和感を覚えた。

			「あら？　お父様の声かしら？」

			　下の階から父の声がする。

			　エミリーはベッドの横の引き出しにネックレスを片づけ、すぐに父のもとに向かった。

			「エミリー、大丈夫かい？」

			「お父様！」

			　エミリーが急いで階段を下り、父に抱きつくと、父もギュッとエミリーを抱きしめ返してくれた。

			「アンソン公爵から連絡をもらった時には驚いたよ。流行り病だなんて」

			　どこでうつったのだろうねと、使用人たちの前で父は困った顔をする。

			　そういう演技だ。アンソン公爵邸で父と会っていたなんて誰にも知られてはいけない。

			「ジョンくんは？」

			「まだ仕事から帰っていないの」

			　そろそろだと思うけれど、と話している途中で騒がしくなる。

			　父とエミリーは目を合わせて頷いた。

			「クレヴァリー伯爵、ご無沙汰しています」

			

			「やぁ、ジョンくん。おかえり。エミリーが病で迷惑かけたね」

			「おかえりエミリー」

			　優しく微笑むジョンの姿に、エミリーの胸はギュッと押し潰されそうになる。

			　この笑顔は全部ニセモノ。もう騙されない。絶対に。

			「エミリー？　まだ具合悪い？」

			「ううん、大丈夫」

			　心配するジョンに、エミリーは努めてこれまで通りの柔やわらかな笑みを向けた。

			「私も今来たところでね、エミリーに話があるのだが」

			　ジョンも一緒にソファーに座るように促され、別邸のリビングのソファーに三人で座る。

			　ユリアが淹いれた紅茶を一口飲むと、父は一通の手紙をジャケットの胸元から取り出した。

			「実はね、コリフィ貿易というところからエミリーに仕事の依頼が来ていてね」

			　演技のために、わざわざリアは手紙まで準備してくれたようだ。

			　父は手紙を見ながら説明してくれた。

			　鍵のついた部屋を作らなくてはいけないこと、侍女たちも入ってはいけないこと、材料など必要な物はエミリーが立て替え、後で清算すること。毎月定期的にオルグレン国へ行かなくてはいけないこと。

			「細かいルールがいろいろあって大変だが、どうやら隣国の王妃様が絡んでいるようでね、断ることができないんだ」

			　困ったねとクレヴァリー伯爵が溜息をつく。

			　もちろんそういう演技だ。

			「ジョンくんすまないね。エミリーが定期的に家を空あけるけれど、許してくれるかい？」

			「俺は構わないのですが……エミリーは大丈夫？」

			　心配そうに覗き込んでくるジョンと目が合ったエミリーはぎこちない笑顔で微笑む。

			　こんなに優しいのに、この人は黒髪の女の人と……。

			「私、やってみるわ」

			　頑張って自立しよう。ジョンに頼らず生きていけるように。

			　そして彼に浮気したことを謝罪させて、離縁するのだ。

			　エミリーは膝の上でグッと手を握り、固く決意した。

			　すぐにミシンは鍵の付いた部屋へ移動。テーブルや棚も全てエミリーが指定した配置に。鍵はエミリーが一本、そして合鍵は父が保有し別邸の使用人も入ることができないようにした。

			　父も手伝ってくれたおかげで、部屋はあっという間に完成し、ミシンも使える状態に。

			「お父様、ありがとう」

			　お父様もアンソン公爵夫妻も、みんなが私を応援してくれる。

			

			　頑張ろう。少しずつ、自分にできることを。

			「無理するなよ」

			　ギュッと抱きしめてくれる父にお礼を言い、帰る馬車を見送った。

			

　七日ぶりにジョンと一緒の夕食。食べ慣れた味の料理、見慣れた光景。それでも胸が締めつけられる気がするのはなぜだろう？

			「熱はずっと続いたの？」

			「三日くらいかしら。あまり覚えていなくて」

			「エミリーはすぐ熱を出すから心配だよ」

			　スープを飲みながら困った顔をするジョンは、本当に心配してくれているようにしか見えない。

			　でも、私のことは愛していないのでしょう？　どうしてこんなに優しくできるの？

			「ジョンは何をしていたの？」

			「俺はミンベルの支店を見に行ってきたよ」

			「ミンベル？　いつ？」

			「三日前」

			

			　ちょうど馬車でミンベルの街を通った日だ。

			　もしかしてあの時リア様に目を隠されたのは……。

			『悪い奴がいたからな』

			『次の街に宿泊しますね』

			　リア様もハウル様も気づいて私に気を遣ってくれたのね。

			　二人の優しさでエミリーの胸が温かくなる。

			「ねぇ、ジョン。ミンベルってどんな街？」

			「王都よりも安いものが多いかな。いいモノはやっぱり王都にそろっているね」

			「そうなんだ」

			　店に置く商品の価格は少し抑えた方がいいのかもしれない。高い布で煌びやかなポーチを作るよりも、安価な布でポケットが多い物を作った方が喜ばれそうだ。

			「あ、体調がよくなったばかりで悪いんだけど」

			　柔らかいステーキを切る手を止め、ジョンが申し訳なさそうにエミリーを見る。

			「以前話したミンベル支店の負債なんだけど、明日商業ギルドで借りていいかな？」

			「……え？」

			　あり得ないジョンの言葉にエミリーの手が止まった。

			　どういうこと？　もうバリウス商会にミンベル支店の負債はないはずなのに。

			

			「エミリー？」

			「あ、明日ね」

			　わかったと微笑んだが、笑顔はぎこちなくないだろうか？

			「ねぇ、ジョン。街へ行ったら手芸店も寄っていい？　レースや糸が欲しいの」

			「もちろんいいよ」

			「ありがとう」

			　ついでに収支を管理するノートも買おう。もうすぐ月が替わるからすぐに作業を始められるように準備しなくては。

			　ねぇ、ジョン。私、ミンベル支店がもうないことを知っているのよ。

			「これ少し苦いわね」

			　デザートのグレープフルーツを食べながら、エミリーは寂しそうに目を伏せた。

			
　　　　◇

			
「申し訳ありません。高額お取引に制限がかかっておりますので、こちらの金額を送金することはできません」

			　翌日、商業ギルドでジョンに言われるまま用紙に記入したエミリーは、受付で止められてしまった。

			　お父様がハウル様にお願いされていた手続きはこれなのね。

			「え？　取引制限？」

			「はい。クレヴァリー伯爵様よりひと月のお引き出し可能な金額の上限が設定されております」

			「お父様が？」

			　エミリーが知らないフリをしながら首を傾げると、ジョンは困った顔をした。

			「上限は？」

			「こちらです」

			「これだけ？」

			　子供のお小遣い程度の金額に、ジョンの眉間にシワが寄る。

			「エミリーのことが心配なクレヴァリー伯爵が、あまりお金を使わないように設定したようだよ」

			「私はクッキーとか布くらいしか買わないのに？」

			　お父様ったら過保護ねとエミリーは笑った。

			「では、とりあえず上限で」

			「あ、待ってジョン。上限まで手続きしたら、この後私はレースが買えないってこと？」

			

			「え、あぁ、そうだね。えっと、じゃあこの金額で」

			　用紙の金額が訂正され、送金手続きされる。

			　上限までの残金はほんのわずかだった。

			　最低限のレースは買えたけれど、本当はもう少し買いたかった。収支を記載するノートと、在庫を管理するためのノートも二冊購入。ペンとインクも新しくy-Limeライム用に購入した。

			　帰宅後、ジョンは仕事へ行ってしまったので、エミリーは鍵のついたy-Limeライムの部屋へ。

			　買ったノートに早速支出を記入し、今日の商業ギルドでのやりとりを思い出したエミリーは溜息をついた。

			　月が替わったら、初日に商業ギルドへ行ってお金を引き出して、レースや布を大量に購入しよう。ジョンにお金を求められる前に。

			　もう負債はないはずなのに、ジョンにはまだ何か隠し事があるの？

			　エミリーはノートをパタンと閉じながら大きく息を吐いた。

			
　　　　◇

			
　ミンベル支店譲渡の日、午前十時にコリフィ貿易の関係者がバリウス商会へやってきた。

			

			「バリウス商会のジョンです」

			「コリフィ貿易代表のリアだ」

			「代表！」

			　年齢があまり変わらなそうなのに、代表を務めているというリアにジョンは驚いた。

			　有名な貿易商の代表がこんなに若かったなんて。

			「こちらがミンベル支店の権利書と鍵です」

			　ジョンの父から書類と鍵を受け取った補佐官の男は、全ての書類がそろっていることを確認し、譲渡完了書類に署名をした。

			「あなたがエミリーさんの旦那様でしょうか？」

			「はい」

			「このたびは急なお話で申し訳ありませんでした。今後も頻繁にエミリーさんには我が国に来ていただかなくてはなりませんが、身の安全は保障いたしますのでどうかお許しください」

			「あ、いえ、こちらこそ。エミリーをお願いします」

			　深々と頭を下げる補佐官に圧倒されながら、ジョンもお辞儀を返す。

			「今日エミリーさんは？」

			「家にいます」

			

			「後ほどアンソン公爵邸でお会いしても？」

			「もちろん構いません」

			　エミリーを差し出すだけでバリウス商会の負債が消えたんだ。ダメだと言う理由なんてない。

			「在庫を本日全て引き取ります。もう運び出しても？」

			　補佐官の質問にジョンは再び驚く。

			「全てですか？　こんなにたくさんあるのに？」

			「えぇ。アンソン公爵邸へ仮置きさせていただく手はずになっておりますので、問題ありません」

			　どんどん荷物が運び出され、倉庫はあっという間に空からになった。

			「では、いいお取引をありがとうございました」

			　にこやかに去っていく補佐官と少し気難しそうなリアを見送ったジョンと父は、呆あっ気けに取られた。

			「あの荷物を三十分足らずで」

			　空っぽになった倉庫を見ながら、すごいなとジョンは感心する。

			「あの人数を荷物の運搬だけのために雇えるのか」

			　ウワサに聞いてはいたが、コリフィ貿易はやはりすごいとジョンの父は唸うなった。

			

			　倉庫の扉を閉め、入口に鍵をかける。

			「あ、先日のドレス代ですが分割払いにさせてほしいと」

			　クロエの赤と黒のドレス代だ。ジョンは倉庫の鍵を父に返しながら、さりげなくクロエのドレスの支払いについて相談した。

			　エミリーの口座に上限金額が設定されたせいでまとめて送金できなかった。毎月エミリーに送金させるしかない。

			「構わん。もう負債はないからな」

			　機嫌のいい父に快諾されたジョンは、「よかった」とホッと胸を撫で下ろした。

			

　朝から買い物へ行き、別邸に戻ったエミリーはアンソン公爵夫人からの公爵邸に来てほしいと書かれた手紙に慌てた。

			「すみません。遅くなりました」

			「ごめんなさいね、金曜ではないのに」

			「思ったより元気だな、エミリー」

			「リア様のおかげです」

			　リアがさりげなくエミリーをエスコートし、椅子に座らせてくれた。

			

			　貿易商なのにエスコートに慣れている？　本名も隠していたし、もしかしたらリア様の家も貴族なのかもしれない。

			「あいつタルトも焼けるようになったのか」

			　変な形のマドレーヌから随ずい分ぶんと昇格したとリアが笑う。

			　見習いの菓子職人とも面識がある？

			　やっぱり不思議な人だと、思わずエミリーはリアを眺めてしまった。

			「鍵の部屋の準備はできましたか？」

			「はい。作業部屋と荷物置き場と二部屋あります」

			「荷物はどのくらい入りますか？」

			「えっと、あの花瓶から扉くらいまでの広さです」

			　エミリーが部屋のサイズを伝えるとハウルは頷いた。

			「旦那さんが帰ってくるのは何時ですか？」

			「いつもは夕方五時頃です」

			「ではそれまでにベビードレスを運びましょう」

			「え？　ベビードレス？」

			　どういうことかわからないエミリーに、ハウルはバリウス商会の倉庫にあったベビードレスは全てエミリーのものになったこと、さらに販売権利もエミリーの店へ譲渡されたため、今後バリウス商会はエミリーの許可なしにベビードレスを作ることも販売することもできなくなったのだと説明した。

			「それって宝石が付いているベビードレスですか？」

			「そうです。縫製は問題なさそうですので、宝石を外せば商品になるのではないかと」

			「一から作るよりは早いだろう」

			　ポーチやシュシュを売ろうと思っていたけれど、当然それだけでは商品が足りないと思っていた。でも王妃様のドレスを作り始めると、他の商品を作るには時間が足りない。

			　宝石を外すだけでベビードレスも売ることができるなんて！

			　どうしてそんなすごい話に？

			　ミンベル街の支店を買い取っただけだと思っていたのに。

			「全部は入らないので一部だけエミリーさんが住んでいるお屋敷に運びましょう。あとはアンソン公爵邸で預かってもらえますので」

			「ありがとうございます」

			　来月から毎月一週目の土日だけミンベル街の店舗を開け、エミリーがベビードレスを販売。その翌日から三日間オルグレン国へ行き収支報告することになった。

			「好きなだけ好きな物を作って売れ」

			「ありがとうございます」

			

			「でも王妃のドレスも忘れるなよ」

			「はい」

			　忘れていませんとエミリーが笑うと、リアは青い眼を細めて微笑んだ。

			

			第四章　私の店

			「よし、荷物を運ぶついでにy-Limeライムの作業部屋を見に行くか」

			　大量に運び込まれる荷物を家令や侍女たちが不審に思わないように、父の指示で運んでいると示すための手紙まで用意されていたことにエミリーは驚いた。

			　そんな書類いつの間に？

			　別邸にどんどん運ばれ、あっという間に荷物置き場はいっぱいに。

			「ロゴはこれか？」

			「はい、どうでしょうか？」

			　机の上に置いていたロゴの案を見たリアは、横に置いてあったペンで加筆し始めた。

			「……こうだな」

			　自分が考えていた案を一瞬でブラッシュアップさせてしまったリアを、エミリーは尊敬の眼差しで見つめる。

			「素敵……」

			

			「俺に惚ほれただろ」

			　リアに顔を覗き込まれたエミリーは、自分でもわかるくらい一気に顔が熱くなる。

			「リア様！」

			　間かん髪はつ容いれずに声を上げたエミリーに、リアは冗談だと笑った。

			「扉の前に衝立ついたてかカーテンを設置して、出入りの時に中が見えないようにしたいですね」

			　すぐに家令が衝立を別の部屋から運び、ハウルが設置してくれた。

			「扉からここまでは何も荷物を置かないように」

			　動線を考えると……と説明しながらハウルが物を退けていく。

			　ハウルの的確なアドバイスを聞くたびに、エミリーは自分の考えの足りなさを思い知った。

			　ただ商品を作るだけではダメ。もっと勉強しなくては。

			「リア様、ハウル様。ありがとうございました」

			「あまり無理をするなよ」

			「来月は一日が土曜日ですね、前日に迎えに来ますので支度をお願いします」

			「はい。よろしくお願いします」

			　深々とお辞儀をし、二人の乗った馬車を見送るとエミリーは部屋へと戻り、ベビードレスの箱を開けた。

			

			　縫製は丁寧で問題なし。宝石は軽く縫い付けてあるだけで思ったよりも簡単に取れた。

			「宝石だけ取ってこのまま売ってもよさそうだけれど……」

			　このままで少し安く売るものと、レースを付けたもの、リボンを付けても可か愛わいいかもしれない。三種類の色を変えて売ってみて、人気のある商品に絞っていこう。

			「この外した宝石は……」

			　ポーチの飾りなら使えるかもしれない。捨てるのはもったいないし。

			　全ては動き出し、もう後に戻ることはできない。

			　エミリーはとにかく今は店のことに集中しようと、夢中でベビードレスをアレンジしていった。

			

「エミリーは？」

			「今日も鍵のお部屋です」

			「大変なんだね」

			　ユリアに出迎えられたジョンは、毎日部屋に籠こもっているエミリーに肩をすくめた。

			　夕食と寝る時だけは一緒だが、あとは姿を見ることがない。疲れているのか、エミリーはすぐに眠ってしまい、特に会話もない。だから夜の時間を持て余しているのだ。

			

			「ユリア、後で書斎に」

			　エミリーが眠った後で。

			「はい、ジョン様」

			　ユリアは頬を赤らめながら頷うなずいた。

			

　何時に帰ってくるのかわからないジョンを出迎えるのはやめたが、どんなに夢中で商品を作っていても、もう少しキリのいいところまでやりたくても、エミリーはジョンと一緒に食事をするルールだけは守ろうと決めた。

			　それすらやめてしまったら、ジョンの顔を見ない日ができてしまいそうだったからだ。

			　気分的には会いたくないが、怪しまれてもいけない。私はジョンの浮気を知らないことになっているのだから。

			　今日の夕食はエミリーが好きなチキンソテー。別邸の料理人さんが作ってくれるこのソースは、どこのレストランのものよりもおいしい。

			「エミリー、今月も送金をしてほしいんだ」

			　そんな幸せな時間を邪魔するかのようなジョンの発言にエミリーはひどく落胆した。

			「ごめんなさい、ジョン。今月は王妃様のドレスの布を買ってしまって」

			

			「えっ？」

			「来月も布を買う予定で……」

			　上限額になってしまうと申し訳なさそうな顔をしてみせると、ジョンはそんなエミリーを見て溜息をついた。

			「クレヴァリー伯爵に頼んで、上限を解除してもらうことはできないの？」

			「どうして上限をやめたいのか聞かれないかしら？」

			「全部布代だって言えば……」

			　ジョンの提案にエミリーは目を見開いた。

			　私に嘘をつけということだ。私のことをなんだと思っているの？

			「あ、いや。ごめん。エミリー、ごめん」

			　エミリーの驚いた様子に気づいたジョンが、慌あわてて謝る。

			　ジョンは頭をボリボリと掻かき、大きく息を吐いた。

			「……そんなに支払いが大変なの？」

			「あー、いや、うん。でも数ヶ月は待ってもらえるから大丈夫」

			　待ってもらえる？　誰に、何を？

			　そのまま会話は途切れ、気まずいまま食事が終わり、エミリーは鍵の部屋へと戻った。

			　オルグレン王妃のドレスに付けるレースを刺繍ししゅうしながら、気分転換にベビードレスを仕上げる生活がそろそろ三週間。

			　もうすぐy-Limeライムのオープンだ。

			　お客さんは来てくれるだろうか？　ベビードレスは売れるだろうか？　すごく不安だけれど、やるしかない。

			　ベビードレスは三種類合わせて八十枚準備した。ベビードレスに付いていた宝石を付けたコスメポーチは大小合わせて二十個。布で作ったリボンに宝石を付けた髪飾りが十個。余ったリボンとレースで作った髪飾りが五個。

			　三週間で準備できたのはたったこれだけ。全部売れたとしても、目標額には程遠い。

			　加工前のベビードレスと裁縫セットも持っていこう。リボンとレースも。

			　店に持っていく物を丁寧に箱に詰め、準備する。

			　ギリギリまで王妃様のイリュージョンレースを作り、自分の着替えを準備していたらあっという間に迎えが来る日になってしまった。

			

「じゃあ、いってきます」

			「エミリーをお願いします」

			　馬車に乗り込むエミリーを横目に、ジョンはリアと補佐官にお辞儀する。

			

			　馬車が別邸の門をくぐり見えなくなると、ジョンは振り返り家令に微笑んだ。

			「クレヴァリー伯爵から聞いていると思うけれど、これから毎月エミリーは一週間不在になる。その期間みんなはゆっくりしてほしい」

			「ジョン様は？」

			「バリウス商会に泊まる日とここで眠らせてもらう日があると思うけれど、食事も済ませてくるから世話は不要だよ」

			　用事がある時だけ声をかけさせてもらうと言うジョンに、使用人たちは喜んだ。

			「あ、でもエミリーが帰る前に掃除はお願いね」

			「もちろんです！」

			「じゃ、今日からバリウス商会に泊まるから」

			　ワッと盛り上がる使用人たちを見ながら、ジョンはユリアの耳元で囁ささやいた。

			「五日後に、ね」

			　また寝室で。

			「はい。おかえりをお待ちしております」

			　荷物を手渡しながら微笑むユリア。

			　ジョンは荷物を受け取ると、別邸からバリウス商会へ出かけていった。

			

　王都から七時間ほど馬車に揺られてようやくたどり着いたミンベルの街の中心部にある旧バリウス商会ミンベル支店は、y-Limeライムの店舗に変わっていた。

			「リア様！　ロゴの入った看板が！」

			　エミリーが考え、リアがブラッシュアップしてくれたあのロゴが店の看板になっている。

			　急に自分の店だという実感が湧いてきてエミリーの胸は熱くなった。

			「もう暗くて見にくいけどな」

			　鍵を開け、扉を開けると中には陳列棚が配置されている。

			「棚はバリウス商会が使っていたものだ」

			「店内の配置は変えられますので、ご要望があれば言ってくださいね」

			　店の奥には在庫を置くスペースと簡易キッチン。

			「リア様、こちらのスペースはなんですか？」

			　小さな部屋にエミリーは首を傾げた。

			「あぁ、そこは三ヶ月後から使う。まずは商品を並べろ」

			「はい」

			　目立つところにベビードレスを。小物は客寄せのため入口の近くに。とりあえず並べてみるが正解がわからない。

			

			「入口から客になったつもりで見てみろ」

			「あっ！」

			　これではダメだ。髪飾りは全く見えない。

			「エミリーさん、この棚に置いたらどうでしょう？」

			　試しにハウルが髪飾りを一つ棚に飾る。

			「先ほどよりは見えるようになりましたが、下の方はベビードレスの棚とかぶってしまっていて」

			　下の段の商品は見えないだろうとエミリーが言うと、ハウルは軽く棚を押して位置をずらした。

			「ここなら見えますか？」

			「もう少し左に……」

			　ハウルが棚の位置をずらしてくれたおかげで、入口からも下の段まで見えるようになった。

			　女性でも手が届きやすい高さで商品が重ならないように改めて並べてみると、王都のよくある雑貨屋のような店内の陳列に。

			「さすがドレスデザイナー。感性は悪くない」

			　腕を組みながらニヤッと笑うと、リアはポーチの棚の前に移動した。

			

			「だが、こうだな」

			　少し棚の向きを変えただけ。それだけなのに。

			「……すごい」

			　一気にワンランク上の店のような雰囲気に。

			「惚れたか？」

			「リア様、お戯たわむれもほどほどに」

			　ハウルの窘たしなめる声を無視し、笑いながらエミリーの頭をグリグリしてきたリアのおかげで、エミリーの緊張した固い表情はようやく綻ほころんだ。

			

　奥のスペースに並べられた簡易の寝床。今晩は皆でここに泊まることになった。

			　でも、全然眠れない。

			　……今頃ジョンはあの人と。ううん、きっと別邸で普通に寝ているはず。

			　ジョンから離れるためにお店も作ってもらったのに、普段ジョンと一緒に寝ていたせいか隣に温もりがないと寂さびしく感じてしまうなんて。

			　自分でも馬鹿だと思う。愛しているフリをしてお金を騙だまし取ろうとするような男なのに。どうして思い出してしまうのだろう？

			

			　不ふ甲が斐いないやら悔しいやらで、思わず涙が溢あふれてきた。

			「……エミリー？」

			　エミリーの異変を感じたのか、隣に寝ていたリアが寝返りをうちエミリーの方を向く。

			　エミリーの肩が揺れていることに気づいたのか、リアがそっと頭に触れてきた。

			「一人で眠れないのか？」

			　子供だなと笑うリアにエミリーは小さく頷く。

			「早く寝ろ」

			　リアは子供をあやすように、トントンとエミリーの腹部をリズムよく叩いた。

			「……そんなに子供じゃないです」

			「じゃぁ、大人はこれだな」

			　グッと身体を引き寄せられ、リアに腕枕をされる体勢になったエミリーの心臓は爆発しそうなほど跳ねる。

			　こんなこと、ジョンにもされたことがない！

			「……これで眠れるな」

			「余計に目が覚めてしまいました」

			　驚き過ぎて涙も引っ込み、顔を真っ赤にしたエミリーは布団を頭まで被った。

			「早く寝ないと襲うぞ」

			

			　そう言いながらも、リアは優しくトントンとあやし続けてくれる。

			　リアの温もりを感じたまま、エミリーはいつの間にか眠りに落ちていた。

			

　エミリーの店は十一時開店。

			　まずは朝七時からやっているお隣のパン屋さんにご挨あい拶さつ。反対隣の置物屋は九時からだ。

			「緊張します」

			「口づけしてやろうか？」

			「リア様！」

			　ガチガチになっているエミリーをリアが軽口で揶揄からかってくる。そしてリアを窘めるハウルといういつも通りの光景。

			　二人と一緒にいるのは楽しい。

			「お客さんが一人も来なかったらどうしましょう」

			「二人は来る」

			　リアの変な自信にエミリーは思わず笑ってしまう。

			「エミリーさん、今から『店長』と呼ばせてもらいます。あと今後は私への様付けはなしで」

			

			「はい。ハウルさん」

			　時刻は間もなく十一時。

			　エミリーは大きく深呼吸をした。

			「では、店長。お店を開けます」

			「はい。お願いします」

			　ハウルが鍵を開け、お店の扉を開く。

			「エミリー、開店おめでとう」

			　お客様第一号はアンソン公爵夫妻。

			「来てくださったのですか!?」

			「あら、エミリー。ご挨拶が違ってよ」

			　くすくす笑うアンソン公爵夫人に、エミリーは笑顔で「いらっしゃいませ」と言い直した。

			「今日はベビードレスを買いに。セシィの弟か妹用よ」

			「ありがとうございます！」

			　シンプルなもの、リボン付き、レース付きの三種類が色とりどりに並んでいる棚の前で、アンソン公爵夫人はベビードレスを眺めた。

			「可愛いわ」

			

			　優しく微笑んでくれるアンソン公爵夫人に、エミリーも柔やわらかな微笑みを返す。

			「ねぇ、エミリー。レースとリボンの両方付いた物が欲しいわ」

			　どちらも可愛くて決められないと言われたエミリーは、どうしてレースとリボンの両方を付けることを思いつかなかったのか、自分の発想力のなさに愕がく然ぜんとした。

			「少し待っていただけますか？　すぐ付けます！」

			「いいの？」

			「はい。他のお客様もまだいないですし、今ならできます」

			「じゃあ、このレースにオレンジのリボンをつけて。こっちは青いリボンで」

			「はい！」

			　奥の部屋から裁縫道具を取り出したエミリーは、すぐにリボンを縫い付けた。

			「あの子は本当に裁縫が好きなのだね」

			　とても楽しそうだと笑うアンソン公爵に、夫人も「そうなの」と微笑んでいる。

			　お会計はハウルが当たり前のようにやってくれたが、そういえばお金関係のことはまだ教わっていなかったと今更気がついた。商品もハウルが綺き麗れいに包み、アンソン公爵へ手渡してくれる。

			「頑張ってね、エミリー」

			「ちゃんと休憩も取るのだよ」

			

			「はい。ありがとうございます」

			　お店の外まで見送ると、アンソン公爵夫人がひらひらと手を振ってくれた。

			「ほらな、二人は客が来ただろう？」

			　予想的中だぞとドヤ顔するリアを、エミリーはくすくす笑う。

			　昼前くらいからだんだんお客さんが店に立ち寄ってくれるようになった。

			「わぁ、これ可愛い」

			　自分が作った物が「可愛い」と言われると嬉しい。

			「ピンクもいいけれど、私は赤にするわ」

			　そう！　ピンクも可愛いけれど、おススメは赤い方なの！

			　笑顔で商品を手に取るお客さんの姿に、エミリーの胸が熱くなる。

			　髪飾りとポーチは全部売れた。今後はもっとたくさん作ってもいいかもしれない。ベビードレスはアンソン公爵夫人が買ってくれた二枚の他に一枚しか売れなかったけれど。

			「初日にしては、まぁまぁじゃないか？」

			「そうですね。ベビードレスは必要な人が限られていますから」

			「エミリー、鍵を閉めてこい」

			「はい！」

			　まずは扉にかけている札を『open』から『closed』に。

			

			　次は箒ほうきで店の前を掃除。エミリーはハウルに教わった内容を思い出しながら閉店準備をしていく。

			「おい、嬢ちゃん。お前、この店の関係者か？」

			　エミリーに声をかけてきたのは四人の怖そうなおじさんたち。

			「は、はい」

			　エミリーは思わず後退りした。

			「バリウス商会から店の名前を変えたからって、金は返してもらうぞ」

			「……あの、なんのことでしょうか？」

			「はぁ？　先月ここの息子に金を貸しただろうが」

			　怖そうなおじさんに睨にらまれたエミリーは、どうしたらいいのかわからず困こん惑わくした。

			　この店は、先月はまだバリウス商会だった。だから『ここの息子』とはジョンのことだ。ジョンがおじさんたちにお金を借りた？　どうして？

			「あの、この店はバリウス商会とは関係が……」

			　関係ないんですと言おうとしたエミリーの言葉を遮さえぎるように、男の一人はバンッと持っていた木の棒を道に叩きつけた。

			「ごちゃごちゃ言ってねぇで金返せよ」

			　再びバンッと叩きつけられる棒の音で、エミリーの身体はビクッと揺れる。

			

			　怖いけれど、ここはリア様が用意してくれた私の店なんだから……！　私がしっかり守らないと！

			　エミリーはギュッと胸の前で両手を握った。

			「ここは私の店です。バリウス商会とは関係ありません！　貸した人に返してもらってください！」

			「あぁ？　店の名前を変えただけだろ」

			「違います！　別の店です！」

			　精一杯大きな声で違う店だと主張するエミリーの鼻先を、ふわっといい香りが掠かすめた。

			「ここはバリウス商会からコリフィ貿易が買い取った。本当に別の店だ」

			　譲渡契約書と商業ギルドの営業許可書を見せながら、リアがエミリーの前へ出る。リアに「よく頑張ったな」と囁かれたエミリーは、泣きそうになっていた目元を急いで手で擦った。

			「前の奴が金を借りたって？」

			　リアが尋ねると、男たちは顔を見合わせる。

			「すぐ返すからって宿代と飲食代を払わなかった」

			「うちは酒代」

			「店があるからすぐ返してくれるだろうとツケにしたら、店が閉まっちまって」

			

			「今日は客が入っていたから、金ができたと思って」

			　みんな仲間なのかと思ったら、それぞれ別の店の店主。

			「請求書を作ってもらえれば、王都のバリウス商会へ届けます」

			　戻るのは来週ですけどと付け加えてエミリーが話すと、リアが手でエミリーを制した。

			「踏み倒されないように商業ギルド経由にした方がいい。被害にあった店が他にもあるかもしれない。全部の店でまとめて出せ」

			　踏み倒す？　って払わないってこと？

			「平民の中には払わずに逃げる者がいるのです」

			　エミリーが疑問に思っていたことを「貴族は身元がバレているので逃げられませんけれど」とハウルが耳打ちで教えてくれる。

			　それはよくあることなの？

			　代金を払うのが当たり前だと思っていたエミリーは平民の実情に驚いた。

			「嬢ちゃん、悪かったな」

			「ビビらせてすまん」

			「お詫わびに飯食わせてやる」

			　ボリボリと頭を掻きながら申し訳なさそうな顔をするおじさんたち。

			　あれ？　怖そうだと思っていたけれど、意外に普通のおじさんたち？

			

			「あ！　今日からオープンしました。店長のエミリーです。よろしくお願いします」

			　溌はつ溂らつとした笑顔で挨拶するエミリーに「このタイミングで？」とリアは声を上げて笑った。

			　翌日はアンソン公爵の紹介で来てくれた侯爵が、ベビードレスを三枚買ってくれた。

			　でも売れたのはそれだけ。ポーチや髪飾りを追加で作っておくべきだった。

			　日曜の営業は十五時まで。翌日オルグレン国にあるコリフィ貿易の事務所へ移動し、売上の確認と反省会。

			　さらに翌日には王宮に行き王妃様にデザインと進捗の報告、その後に材料の買い出し、そしてコリフィ貿易の事務所に戻り経営の勉強をさせてもらううちに、あっという間に時間は過ぎた。

			

「この請求書はなんだ？」

			　ミンベル街の商業ギルドから届いた請求書の束をボンと机に投げながら、父はジョンをジロッと睨んだ。

			　宿泊、飲食、酒場、雑貨屋、装飾品。四日間にわたって使われた金額はかなりの出費だ。

			「ミンベルに行くとは聞いていたが四日も何をしていた？」

			

			「街の店を回って価格調査と、どんな商品が好まれるのか……」

			「四日もか！」

			　バンッと机を叩かれた音に、ジョンの身体がビクッと揺れる。

			「これは自分で払え」

			　バリウス商会からは支払わないと、父はジョンに請求書を突きつけた。

			　思ったよりも請求額が高い。

			　くそっ、田舎のくせに。

			　明日エミリーがオルグレン国から帰ってくる。なんとかエミリーに金を支払わせることはできないだろうか？　クロエのドレスの材料費と、このミンベル街の請求書の支払いを。

			　ジョンは請求書の束を受け取ると、ズボンのポケットに適当に突っ込んだ。

			

　オルグレン国から戻ったエミリーは、リビングでジョンにオルグレン国での出来事を報告した。

			「王妃様がね、デザインを気に入ってくださって」

			「さすがエミリーだね」

			　ベビードレスのことも、ミンベル街の店のこともジョンには内緒だ。うっかりしゃべらないようにしなくては。

			「オルグレン国の手芸店がとても大きくて驚いたの」

			「そうなの？」

			「えぇ、広場前のお店の三倍はあったわ」

			　手芸店だけではなく、本屋さんも衣料品店も品ぞろえがロード国の王都よりも素晴らしかった。王都はなんでもあると思っていたが、ロード国よりもオルグレン国の方が栄えているのだと実感してしまった。

			「王妃様ってどんな人？」

			　今日はなぜかソファーに隣同士で座り、左手はジョンに握られている。今までこんなことしなかったはずなのに。

			「黄色がお好きで、ハキハキと話される明るい方だったわ」

			　背は私よりも少し高いくらいで、手足が長くて綺麗な方だったとエミリーは王妃の容姿を説明した。オルグレン国は少し暑かったことや、街の人の服装がロード国よりもカラフルだったこと、言葉のなまりなどの違いはなかったことをジョンに話したが、ジョンはただ頷くだけだった。

			「ねぇ、エミリー。帰ってきたばかりで悪いんだけど、その、今月もお金を……」

			「お金？」

			

			「あぁ、うん。ミンベル支店の」

			　以前話した負債の件だと言われたエミリーは、驚きのあまりジョンの手を振りほどいてしまった。

			　ミンベル支店はもうないのに、また送金させるつもりなの？　どうして？

			「……エミリー？」

			　慌てて振り返ったジョンと目が合ったエミリーは、両手を顔の前で合わせてごめんなさいポーズをする。

			「オルグレン国の手芸屋さんが素敵で、たくさん買ってしまったの。多分もう今月は上限金額だわ。ごめんなさい、ジョン」

			「え？　あぁ、あ、そうだよね。大きくて品ぞろえが豊富な店だって言っていたね」

			　一瞬躊躇ためらいを見せたジョンの顔はすぐに笑顔に戻る。

			「ごめんなさい。負債をなくすのを手伝いたいって言ったのに、私……」

			「いや、俺の方こそ変なことを言ってごめん」

			　本当にごめんなさいと謝るエミリーの頭を、ジョンは気にしなくていいよと撫なでてくれた。

			　静まり返る部屋は気まずい雰囲気が続く。

			「あ！　すっかり忘れていたわ！　みんなで食べようと思ってオルグレン国のお菓子を買ってきたの」

			　取ってくるわねとエミリーは逃げるように立ち上がる。

			　リビングを出たエミリーは鍵の部屋へ向かいながら溜息をついた。

			

　その後、ジョンから送金の話をされることはなかった。

			　エミリーは店で売る商品や、王妃のドレスのイリュージョンレースの製作など、忙しい日々を送っていった。

			「ねぇ、ユリア。このサイズとこのサイズのポーチ、どっちが使いやすい？」

			「私はこちらの小さい方が嬉しいですね」

			「じゃあ、これはユリアにあげるわ」

			「えっ！　よろしいのですか？」

			「余った布で作ったのよ。気軽に使ってもらえたら嬉しいわ」

			　エミリーは何人かの侍女に声をかけ、使いやすいポーチのサイズを調査した。

			　侍女たちは全員小さいサイズを好んだ。あまり多くの荷物を持ち歩けないからなのだろう。

			　ポーチは小さめを多く作ろう。友人たちとの茶会では髪飾りを相談。色や大きさの参考に。アンソン公爵夫人には王妃様のドレスの相談と、お店の報告をした。

			　開店から二ヶ月目の土曜日はアンソン公爵夫妻からベビードレスを紹介された貴族が八名も来てくれた。ポーチや髪飾りは順調に売れ、前月よりも数を増やしたが日曜の午前で完売。

			　日曜日には前月買ってくれた貴族の方の口コミで、王都から十名ほど買いに来てくれた。

			「まだ二ヶ月なのに、思ったよりも売れたな」

			「ここでしか買えないと口コミが広がっているそうですよ」

			　今日来た貴族が言っていたと、ハウルは売上を集計しながら教えてくれた。

			「頑張れよ」

			「はい。リア様」

			　今の自分にできることは商品を作ること。今はまだ小物中心だけれど、いつかドレスはy-Limeライムに頼みたいとみんなに言ってもらえるような店にしたい。ベビードレスから少女、大人用のドレスまで、ここに頼めば希望通りのドレスができあがると。

			　ミンベル街まで行けない貴族は、取り寄せできないバリウス商会に不満を持つだろう。

			　早くそんな日が来たらいいのに。エミリーは毎日寝る間も惜しんで商品を作り続けた。

			

　エミリーの店がオープンしてから三ヶ月目の第一週の土曜日。

			「あの、すみません。コリフィ貿易はここで合っていますか？」

			　身なりのいい貴族男性の来店にエミリーは首を傾げた。

			「はい。ここはコリフィ貿易のドレス店です」

			「ご相談が……」

			　y-Limeライムではなく、コリフィ貿易に相談？

			「奥へどうぞ」

			　当然のようにハウルが案内したのは、謎だった小さな部屋。男性はリアと三十分ほど話すとペコペコ頭を下げて去っていった。

			　その後、昼過ぎと閉店間際にもまた同じような客がやってきた。ベビードレスを買いそうにない貴族の男性が奥の商談部屋へ入り、何かをリアと話して帰っていく。

			「順調だな」

			　ニヤリと笑うリアにエミリーは再び首を傾げた。

			「コリフィは大きな貿易商。品ぞろえが豊富でいいモノがそろうのですよ」

			　注文書を見せながらニッコリ微笑むハウルに、エミリーは呆あっ気けにとられた。

			　ハウルははっきり言わなかったが〝バリウス商会よりも〟品ぞろえが豊富でいいモノがそろうのだ。

			

			　今日の客たちは王都にバリウス商会があるのに、そこには頼まずわざわざミンベルの街まで注文に来たということ。

			「せっかくロード国内に店舗ができたのですから、活用しないともったいないですよね」

			　確かにリアは三ヶ月後から使うと言っていたが。

			「どうやって宣伝をしたのですか？」

			　どうしてあの人たちは、ここにコリフィ貿易ができたと知っていたのだろうか？

			「ちょっと夜会とサロンに行っただけだ」

			「サロン……？」

			　サロンに出入りできるということは、やっぱりリア様は貴族！

			「使えるものはなんでも使うんだぞ」

			　たとえ敵でもと笑うリアの目つきは少し怖い。でもなぜだかドキドキして目が離せなかった。

			　日曜日も数人の貴族が訪おとずれ、打ち合わせ部屋へと入っていった。ついでに孫のためとベビードレスを買ってくれた人が一人いたが、やはり需要は少ないようだ。この服が着られる年齢の赤ちゃんがいる人しか買わないから仕方がないのだけれど。

			「あの、もう少し大きい、二歳くらいの子が着られるものはないですか？」

			「すみません、ベビードレスしかなくて」

			

			「そうですか。このお店の商品が可愛いので、あったらいいなって」

			「ありがとうございます。検討させていただきます」

			　子供服も作ってみようかな。

			　そう思ったらなぜだか急に、胸がギュッと押し潰されそうになった。

			　もう自分が子供とおそろいのワンピースを着る日は永遠に来ない。

			　あぁ、ダメだ。泣きそうだ。まだ営業中なのに。

			「すみません、ちょっと休憩に」

			「はい、店長」

			　ハウルの答えを待つ前に、エミリーは奥の在庫置き場へ逃げ込んだ。

			　部屋の端に座り込み、必死で涙を堪こらえる。だが、一度出てしまった涙を引っ込めることはなかなかできなかった。

			

「ハウル、エミリーは？」

			「子供服が欲しいと頼まれたところ、急に泣き出してしまって」

			「……そうか」

			　初めて会った日、エミリーは子供が欲しかったと言っていた。結婚し、子供を産み、家族でバリウス商会を経営していくつもりだったと。娘とおそろいのワンピースを着ることが夢だったが、もう叶わない願いだと泣いていた。

			　エミリーを抱いたのはもう四ヶ月も前……か。今でもあの日の縋すがりつくように泣く姿が忘れられないなどと、ハウルに言ったら怒られるのだろうな。

			　リアは自じ嘲ちょうしながら肩をすくめた。

			「ハウル、俺も奥へ行ってくる。客が来たら呼んでくれ」

			　店をハウルに任せ、リアは奥の在庫置き場へ。

			　椅子にも座らず、ベビードレスの在庫が入った箱の隣で小さくなって座り込んでいるエミリーを見たリアは、遠慮することなくエミリーに近づいた。

			「エミリー？　大丈夫か？」

			「リア様、ごめんなさい。すぐに店に戻ります」

			　エミリーは頬の涙を必死に拭ぬぐいながら立ち上がる。

			　泣いていたのがバレバレな顔だ。

			　こうやってすぐに我慢する姿を見ると、無理をするなと抱きしめたくなる。商品が売れて嬉しそうに笑った顔はもちろん可愛いが、ミシンに向かう真剣な表情も好きだ。

			　もし子供が欲しいという願いを叶えてやると言ったら、エミリーはどんな顔をするだろうか？　もうこんなふうに一人で泣くことはなくなるだろうか？　頑張り過ぎずに済むのだろうか？

			　そんなことを思うほどエミリーのことが気になるのに、一生誰とも結婚しないと決めている自分では「俺の子を産むか？」と冗談でも聞くことはできない。

			「顔を洗わないと客が驚くぞ」

			「そ、そんなに酷い顔ですか？」

			「あぁ。慰めたくなるくらいだ」

			　もちろんベッドの中で。

			　真っ赤な顔をしながらあわあわと取り乱すエミリーの姿は、思わず揶揄いたくなるほど愛らしい。洗面所に行き、冷たい水で顔を洗ってもエミリーの目元の赤みは取れていなかった。

			「化粧でもするか？」

			「自分でしたことがないです」

			　さらに酷い顔になりそうだと困った顔をするエミリーに、リアは声を上げて笑った。

			

　日曜日、大きな馬車で来店したのは、少し年配の女性だった。大きな宝石が付いた指輪とネックレス、豪華なドレスに大きな帽子はミンベル街では珍しい。

			

			「こちらでベビードレスが買えると聞いたのだけれど」

			「いらっしゃいませ。あちらにご用意していますよ」

			「まぁ！　こんなに種類が？」

			　可愛いわと大喜びで商品を選ぶご婦人の、言葉のアクセントが少し変わっているなとエミリーは思った。

			「このレースにリボンも付けることはできるのかしら」

			「はい。リボンも付けられます。何色にしましょうか？」

			　エミリーはリボンのサンプルを見せながらニッコリと微笑む。

			「うちの孫は三つ子なの。ピンクと青と緑のリボンにするわ」

			「三つ子！」

			「三色のリボンで五枚ずつ」

			「はい！　すぐに！」

			　三色五枚ずつということは、十五枚も買ってくれる！

			　エミリーは急いでドレスにリボンを付け、できあがった物からハウルに手渡し、包装してもらった。

			「アンソン公爵夫人からオススメされたのよ。少し遠かったけれど来てよかったわ」

			「ありがとうございます」

			

			　ご婦人を外まで見送ると、すぐに次の馬車が店の前に止まる。

			「ベビードレスはここで買えるのかね？」

			「はい！」

			　アンソン公爵から聞いたというこの紳士も、嬉しそうに商品を買ってくれた。

			「……そういえば、クラマ国の王子の結婚披露宴があったな」

			「そうですね、三日前だったと思います」

			「アンソン公爵夫妻が宣伝してくださったのですね」

			　アンソン公爵は外交官。

			　結婚披露宴でクラマ国の貴族の方々に宣伝してくれたんだわ。ありがとうございます。

			　エミリーは心の中で二人にお礼を言った。

			「来月から忙しくなりそうだ」

			　口コミでどんどん広まるだろうとリアが口の端を上げる。

			　コリフィ貿易の注文書の束を整理しながら「クラマ国でも話題になるといいですね」と応援してくれるハウルに、エミリーは「はい！」と元気よく答えた。

			

　リアの予言通り、翌月からたくさんの貴族がy-Limeライムを訪れるようになった。

			

			　コリフィ貿易にどんどん注文が入り、ベビードレス目当ての客も三十人以上来店した。

			　ポーチや髪飾りももちろん売れ、今月から増やした親子おそろいのワンピースもあっという間に売り切れに。

			「今月は目標額を超えたぞ」

			　オルグレン国の事務所で集計を終えたリアは「よく頑張ったな」とエミリーを褒めた。

			「本当ですか！」

			「あぁ、初めて黒字だ。たった四ヶ月で黒字が出せるとは思っていなかった。来月からも赤字黒字の変動はあるだろうが、店としては上々の出だしだ」

			　正直に言うと一年くらいは目標額よりも赤字だろうと思っていたとリアに言われ、ずっと赤字で申し訳ないと落ち込んでいたエミリーの気持ちは一気に晴れた。

			「親子おそろいのワンピースはいいですね。オーダーメイドでは高くなり過ぎ、既製品では手に入りませんから」

			　ハウルの分析にエミリーは切なそうな顔で微笑む。

			　やっぱりみんな子供とおそろいの服が着たかったんだよね。……私みたいに。

			　娘とおそろいの服を着られるなんて、羨うらやましい。私だって花柄のワンピースやリボンが付いた服を娘とおそろいで着てみたかった。手を繋いで一緒に歩いてみたかった。

			　エミリーは隣に座ったリアに、グイッと抱き寄せられた。

			

			　ふわっと香るのはフルーティなのに力強く男性らしい香り。この香りはなぜか安心する。

			「頑張り過ぎだ」

			　少し痩やせただろうと言うリアの声音は優しい。

			「……楽しいです」

			「無理するなよ」

			　まるで恋仲のような二人の雰囲気に、ハウルが眉み間けんにシワを寄せているとは、この時エミリーは全く気づいていなかった。

			

　王妃様にほぼできあがったイリュージョンレースを見せ、いよいよジョーゼットでドレスを縫い始めると伝えた。

			　オルグレン国の大きな手芸屋でワンピース用の布やリボンを仕入れたエミリーは、ロード国に帰るために馬車へ乗り込む。

			「エミリー、また来月な」

			「はい、リア様、ハウルさん。ありがとうございました」

			　軽く会え釈しゃくすると同時に走り出す馬車。

			　いつもの馬車、いつもの御ぎょ者しゃ、いつもの騎士。それなのに。

			

			「あれ？　道が違う？」

			　馬車はなぜか大通りから脇道へ入り、見知らぬカフェの前で止まった。

			「……ハウルさん？」

			「エミリーさん、すみません。リア様のいないところでお話をしたくて」

			　ということは、ここはまだコリフィ貿易の事務所のすぐ近く。

			　エミリーは馬車で遠回りさせられたが、ハウルは歩いてここまで来たのだろう。

			　店の個室に案内され、紅茶とケーキが出てきた状況にエミリーは首を傾げた。

			「突然申し訳ありません。今から失礼なことを言いますが、最後まで聞いてください」

			　いつもよりも真剣な表情のハウル。

			　エミリーはゴクッと唾つばを飲み込んだ。

			「単刀直入に申しますと、リア様とは結婚できません。想いを寄せないようご忠告します」

			「……え？」

			　思いもよらない話にエミリーの思考が停止する。

			「えっと、それはどういう……？」

			　リア様と結婚？　どうしてそんな話に？

			　ハウルの言葉にエミリーは首を傾げた。

			

			「あの、私には夫がいるので」

			「……そうですね」

			　ハウルの微妙な間にエミリーはますます疑問を深めた。

			　夫と離縁したらリア様と結婚したいと思われている？

			　リア様は大人で、頼りになって、素敵で。でも、そんな素敵な人と結婚できるわけがない。リア様はきっと貴族。奥様か婚約者がいるに決まっている。

			「リア様に助けていただいたことは感謝をしていますが、結婚したいとかそういうのではなくて」

			　うまく言えないけれど、伝わるだろうか？

			　もう結婚はしない。好きな裁縫をしながら生きていきたい。

			　リア様のことは尊敬しているけれど、男女の仲になろうだなんて考えたこともない。

			「でも、もし叶うなら、数年後、ちゃんとお店が一人でできるようになってからですけど、誰か子供だけ作ってくださる方がいたら紹介していただけると……」

			「……は？」

			「あの、結婚はもう、でも子供は欲し……、す、すみません。変なことを」

			　忘れてくださいと、エミリーは真っ赤な顔でワタワタと慌てた。

			「私、子供とおそろいのワンピースを着るのが夢だったんです」

			

			　もう叶いませんけれどと、エミリーは寂しそうに微笑む。

			「リア様は優しいので慰めてくれただけで、特別な感情があるわけではないとわかっていますから」

			　気分が落ち込んだ時に抱きしめてくれたリア様は温かくて、すごく安心できて、側そばにいてくれることが嬉しかったけれど。

			　大丈夫ですよと、エミリーは答えた。

			「それならいいのですが……」

			　少し冷めた紅茶に手を伸ばし溜息をつくハウルを見ながら、エミリーは目の前のケーキに手を伸ばした。

			「すみません、引き留めてしまって」

			「いえ、美味しいケーキ、ごちそうさまでした」

			　今度こそ馬車に乗り込み一泊してからロード国へ。途中の街が悪天候だったため、いつもよりも二時間遅くなってしまったが、エミリーは別邸へと無事に戻った。

			「おかえりなさいませ、お嬢様」

			　いつもは侍女のユリアが出迎えてくれるはずなのに、今日はなぜか家令だ。

			「ユリアは？」

			「先ほどから姿が見えないもので」

			

			　裏で作業でもしているのではないかと言う家令。

			「そう」

			　馬車の中の荷物を御者と騎士に運んでもらい、コリフィ貿易の馬車を見送った頃、ようやくユリアが現れた。

			「おかえりなさいませ」

			「ユリア、もう仕事はいいの？」

			「はい。すみません、お出迎えできなくて」

			　珍しく髪が乱れているユリア。そんなに大変な仕事をしていたのだろうか？

			「……あれ？　ユリア、虫に刺された……？」

			　ユリアの首には赤い痕あと。

			「えっ！　あ、そ、そうかもしれないです」

			「痒かゆくない？」

			「はい、大丈夫です」

			「紅茶をお願いしてもいい？」

			「すぐに！」

			　パタパタと準備に取りかかるユリアの後ろ姿に、エミリーは違和感を覚えた。

			　いつもは服を綺麗に着ているのに……？　ユリアのお仕着せが少し乱れているような気がする。

			「エミリー、おかえり」

			　階段から下りてきたジョンに、エミリーは「ただいま」と微笑んで返す。

			　時刻はまだ夕方四時。こんな時間にジョンが別邸にいるなんて。

			「今日、お仕事は？」

			「あぁ。エミリーが帰ってくるのが待ち遠しくて、いつもより早く帰ってきたんだ」

			　ジョンはエミリーに身を寄せて頬に口づけをする。もう舞い上がることもなくなってしまったジョンからの口づけだが、エミリーは以前と同じように嬉しそうに微笑んでみせた。

			「ねぇ、エミリー。コリフィ貿易って注文とかたくさん来るのかな？」

			「え？　注文？　私は王妃様のドレスしか……」

			「あ、あぁ。そうだよね」

			　エミリーが知っているわけがないかとでも言いたそうな顔でリビングまでエスコートしてくれたジョンは、エミリーをソファーに座らせると今日は隣ではなく真正面に座った。

			「このカップ、新しいのね」

			「青色が綺麗だろう？」

			「そうね。だけど前のピンクのカップを気に入っていたのに」

			　ピンクの薔ば薇らの模様が好きだったが、青いユリになってしまった。これはこれで綺麗だけれど見慣れていないせいか、落ち着かない。

			「あら？　新しい紅茶？」

			「あぁ。新商品だよ」

			　ユリアが淹いれてくれた紅茶は、いつもと違う香りと味。

			　そういえばこの数ヶ月、別邸の中の物がいろいろと新しくなっているような気がする。

			「ねぇ、ジョン。あのテーブルも新しいの？」

			「あぁ。素敵だろう？　クラマの職人の一点物なんだ」

			　クラマ国からわざわざ仕入れたの？

			「あの、お嬢様。掃除のときにテーブルを倒してしまって、それで新しい物に。すみません」

			　旦那様には伝えてありますというユリアの言葉に、エミリーは首を傾げた。

			　お父様がクラマ国のテーブルを買うなんて珍しい。国内にお気に入りの職人がいるのに。

			　いろいろと腑ふに落ちないまま夕食の時間に。ジョンと他愛もない話をしたエミリーはデザートの皿まで新しく変わっていることに驚いた。

			「ねぇ、ジョン。これも新しいの？」

			「あぁ、そうだよ。実はエミリーがいない間に料理人が一枚割ってしまったんだ」

			「一枚だけなら新しくしなくても」

			

			　二人しか食べないのよ？　とエミリーが言うと、ジョンは眉間にシワを寄せた。

			「文句ばっかりだな、エミリーは」

			「えっ？」

			「久しぶりに帰ってきたのに」

			　ごちそうさまと立ち上がり部屋を出て行くジョン。

			「待って、ジョン」

			　エミリーも立ち上がったが間に合わず、扉はパタンと閉まる。

			「お待ちください、ジョン様！」

			　なぜか慌ててユリアがジョンを追いかけていく。

			　エミリーは呆ぼう然ぜんと扉を見つめた。

			「……お嬢様、少しよろしいですか？」

			　家令に話しかけられたエミリーは小さく頷き、再び椅子に腰かけた。

			「こちらが請求書です」

			　家令が手にしていたのは、これから父に回す請求書の束。

			　エミリーはその金額に驚いた。

			「これはどういうことなの？」

			「わかりません。お嬢様が不在になると急に皿が割れたり、物が壊れたり。そしてすぐにジョン様が最高級品を準備されるのです」

			　疑ってはいけないけれど、わざとではないのかと思ってしまうのは自分が捻ひねくれているのだろうか？

			「旦那様がお嬢様とお話がしたいと」

			「明日実家に戻るわ」

			「お願いいたします」

			　デザートのムースを一人でいただき、鍵の部屋へ戻ったエミリーは大きな溜息をついた。

			　寝る前に夫婦の寝室へ行ったがジョンはいなかった。朝もいなかったので寝室へ来なかったのかもしれない。結婚してから出張以外でジョンがここで眠らなかったのは初めてだ。

			　愛されていないとわかっているけれど、こんなすれ違いをしたいわけじゃない。

			　モヤモヤした気持ちを抱えたまま、エミリーは父が住むクレヴァリー伯爵邸に向かった。

			

「先月から買い物が増えている」

			　エミリーは父が保管していた請求書と今回の請求書を見て驚いた。

			「こんなに？」

			　テーブルや皿だけではない。厨房の鍋や洗濯場の洗い桶まで。

			

			「使用人たちはジョンくんが新しいものに替えてくれて喜んでいると、チャーリーが言っていた」

			　チャーリーとは別邸の家令のことだ。家令だけはジョンを快く思っていないということ？

			「でも支払いはお父様よね？」

			「そうだな」

			　支払いは父に任せて、どんどん新しい物に。買えばバリウス商会の売上は上がる。

			「お父様、実は先月から貴族の方々がミンベル街のコリフィ貿易に注文をしに来ています」

			　先月は少なかったが今月は人数が増えた。

			「リア様が夜会とサロンで宣伝したと」

			　アンソン公爵夫妻もおそらく宣伝しているとエミリーが言うと、納得したように父は頷いた。

			「バリウス商会の売上が下がっているのだね」

			　だから少しでも売り上げを作るために別邸に。

			　まさかとは思ったが間違いなさそうだ。

			「お父様、ごめんなさい。私がジョンを見返したいなんて考えたから……不要な物を」

			

			　これ以上、父に迷惑はかけられない。

			　やはりすぐにでもジョンと離縁すると申し出たが、父は首を横に振った。

			「来月コリフィ貿易の彼らに相談しなさい。あちらにも考えがあるだろう」

			「……わかりました」

			　今まで通り生活することがリアからの指示だ。

			　今度相談してみよう。計画が順調なのかも聞きたいし。

			「エミリー、店は順調かい？」

			「あのね、お父様。今月初めて売上が目標額を超えたのよ！」

			「そうか。すごいな」

			　ポーチや小物がよく売れること、親子おそろいのワンピースも人気があることをエミリーは父に話した。

			　生き生きと話すエミリーとは反対に、父はなぜか切なそうに微笑んでいる。

			「エミリーは小さい頃ドレスが嫌いだったな」

			　足がチクチクすると言って着るのを嫌がったのに、今ではドレス店の店主かと父が当時を懐かしむ。

			「チクチク……？」

			「あぁ、ドレスを着ないといけない日なのに着たくないと、大騒ぎで大変だった」

			

			　正直言えば今でもあまり得意ではない。スカートを広げるためのチュールが硬くて、足がチクチクする感触が好きではないのだ。だからエミリーは自分のドレスの一番内側にはチュールを使わない。重いドレスも疲れるので嫌いだ。

			　もしかして自分だけではなく、同じような人が他にもいるかもしれない。

			　子供のドレスとワンピースの中間のような服を作ってみたら、もしかして売れるのだろうか？

			「お父様大好きです」

			「急になんだい？」

			「新商品を思いついたんです」

			　ふふっと上機嫌のエミリーを見た父は、胸を撫で下ろした。

			「旦那様、ジョン様がお嬢様を迎えに」

			　このまま追い返しますか？　と聞いてきた家令に、父もエミリーも思わず笑った。

			「エントランスで話す。エミリーは自分の部屋へ」

			　リア様に確認するまでは離縁はしない。だからジョンを好きな演技をしなくては。

			　エミリーは侍女にタオルと濡れたハンカチを急いで準備するように頼み、部屋へと向かった。

			

「クレヴァリー伯爵、ご無沙汰しております」

			「ジョンくん。エミリーがすまないね」

			　てっきり怒られると思っていたジョンは、驚きながら深々と下げていた顔を上げた。

			「慣れないオルグレン国。働いたこともないエミリーには外で働くことはツラいみたいでね」

			「えっ？」

			　エミリーは毎月楽しいと嬉しそうに話していたのに？　予想外の言葉にジョンは目を見開いた。

			「やっと家でホッとできると思ったらお気に入りのティーカップも、見慣れたテーブルもなく、急に自分の家ではない気がしたと」

			　すまないねと言うクレヴァリー伯爵に、ジョンは首を横に振った。

			「俺の方こそすみません。侍女や料理人が困っていたので勝手に」

			　というのは半分本当で半分は嘘だ。

			　理由はわからないが、最近バリウス商会の客が減っている。商談も少なく、商談がなければ買い付けもしないので、外出する日も減り、クロエに会える機会も減ってしまった。

			「あぁ、いくつか請求書が来ていたね。あまりミスが多いようなら使用人を入れ替えよう」

			　さらっと使用人をクビにするという発言をしたクレヴァリー伯爵に、ジョンはゴクッと唾を飲んだ。

			　バリウス商会で売れ残った紅茶や茶器をユリアに頼んでいくつか買い取ってもらったり、わざとテーブルを壊し、クラマ国の職人の一点物も買ってもらった。本当に使用人が桶を壊してしまったので買い替えたものもあるけれど。

			　さすがに買い過ぎたか？

			「……そういえばもうすぐ結婚式をしてから二年になるね」

			　約束の期間は結婚式から三年。あと一年で契約終了だと言われても今のバリウス商会には負債がないのでなんとかなるだろう。だが、最近の業績悪化を考えると保険としてまだ支援が欲しいのは事実。

			　なんと言われるのか、ジョンは緊張しながら答えを待った。

			「君はそろそろ解放されたいかい？」

			　もう子守は疲れただろうとクレヴァリー伯爵は肩をすくめる。

			「クレヴァリー伯爵にお任せします」

			「だが、ツラくないかね？」

			　君にも性欲くらいあるだろうとクレヴァリー伯爵は苦笑するが、ジョンは首を横に振った。

			「今までたくさん支援をしていただきました。少しでも御恩をお返ししたいのです」

			「……そうか。そう言ってもらえて嬉しいよ。実はまだ相手が見つかっていなくてね」

			　もしエミリーの縁談相手が見つからなければ、三年たった後も延長されるだろうか？　そうすれば平民では買えない仕立てのいい服をずっと着ていられるし、別邸に住みながら豪華な食事や使用人たちに世話をされる貴族のような日々が続く。はじめはミンベル支店が軌道に乗るまで援助してもらえればと思っていたが、できればずっと援助を受け続けたい。

			「最高の相手を見つけてあげてください」

			　ジョンが深々とお辞儀をすると、クレヴァリー伯爵は家令にエミリーの部屋へジョンを案内するように告げた。

			　別邸よりもさらに豪華な伯爵邸の廊下を進み、階段を上がり、ジョンはエミリーの部屋へ向かった。

			

「……エミリー？　迎えに来たよ。一緒に帰ろう？」

			　エミリーはソファーで小さく蹲うずくまりながら、タオルで顔を隠した。

			

			　ジョンはどうして迎えに来たのだろうか？　優しい夫のフリをするため？　お父様によく思われるため？

			「……お父様に頼まれたの？」

			「違うよ」

			「もう私のことは嫌いでしょう？」

			「どうして？」

			「昨日、怒って、……夜も、」

			　一緒に寝てくれなかったとエミリーが泣いたフリをすると、ジョンにそっと頭を撫でられた。

			「ごめん。エミリーはずっと部屋に籠りきりだし、オルグレン国に行くのが楽しそうで、ちょっと嫉しっ妬とした」

			　ツラかったなんてクレヴァリー伯爵に聞くまでは思いもよらなかったと弁解しながら、ジョンはエミリーの隣に座る。

			「私、作るのに時間がかかってしまって、長い時間作業しないと間に合わないの」

			「そっか」

			「でも鍵の部屋じゃないと作業してはいけないから、籠りきりになるのは」

			　仕方がないのと言おうとしたエミリーの言葉は、ジョンの予想外の言葉で掻き消された。

			

			「……エミリーには無理だったんだよ」

			「……無理？」

			「商売はね、大変なんだ」

			　何不自由なく育った伯爵令嬢には無理だと言うジョンの言葉に、エミリーは目を伏せた。

			「もうやめよう？」

			　目も鼻も真っ赤になったエミリーの目元をジョンはそっと撫でる。

			　やめる？　私には無理？　どうして私には無理なの？　今月は目標額も超えたし、嘘ばっかりのジョンに無理だなんて言われたくない！

			「でも、王妃様のドレスを頼まれているし」

			「うん、それができあがったらドレス店はやめてまた元の生活に戻ろうよ」

			「でもキャサリン王女のドレスも……」

			「ずっと別邸にいればいいよ。趣味で好きな物を作って、お友達に贈ったりするだけでもいいんじゃないかな？」

			　あぁ、ジョンはベビードレスの時からずっと、私の裁縫はただの趣味レベルの実力だと思っていたんだ。だからベビードレスをお店に置いてほしいと頼んだ時に怒ったのね。急に優しくなって店にベビードレスを置いてくれると言い出したから変だと思った。

			　あれは私の機嫌を取るために仕方なくだったんだ。

			

			『二年でバリウス商会をぶっ潰す』

			　ふいにリアの言葉がエミリーの脳裏に蘇よみがえる。

			　リア様は応援してくれる。ジョンみたいに無理だなんて言わない。

			　今すぐリア様に会いたい。頑張れって言ってほしい。

			　再びタオルで顔を隠したエミリーは、もっと頑張らなければと決意した。

			
　　　　◇

			
「ベビードレスを売ってくれ」

			　オルグレン国コリフィ貿易の事務所に現れた熊のような大柄な男は、ハウルの顔を見るなりいきなりそう告げた。

			「これはこれは、ラディム商会のロべルト様。ご無沙汰しております」

			　ハウルは友好的な笑顔でクラマ国からの客人を招き入れる。

			　ロべルトは慣れた様子で応接室まで入ると、ソファーに腰かけ「暑い」と嘆いた。

			　襟えりを持ってパタパタ扇ぐロべルトに、ハウルは冷たい水を差し出す。

			「ミンベルの店を乗っ取ったんだって？」

			「人聞きの悪いことは言わないでください。負債ごと買い取ったんですよ」

			

			　ニッコリ笑うハウルを横目に、ロべルトは水を一気飲みする。

			　すぐにお代わりをハウルは注いだ。

			「負債ごとねぇ。あんな場所を買い取ってもあまり儲からないだろ？」

			「あの店の看板を変えたかったんです」

			　ハウルの意味深発言に苦笑しながら、ロベルトはお代わりの水を再び一気飲みした。

			「王子サマは？」

			「寝ています」

			　ハウルが奥の部屋を指差すと、ロべルトは立ち上がり勝手に奥へ。

			「おい、リア」

			「あぁ、ロベルトか。なんだ？　用ならハウルに言っておいてくれ……さっき寝たばかりで」

			　半分眠ったままで答えるリアにロベルトは大きな声で笑った。

			「ベビードレス売ってくれ」

			「……何枚？」

			「とりあえず百」

			　一気に目が覚めたリアが飛び起きる。

			「百？」

			

			「あぁ、百だ」

			　にかっと笑うロベルトに、リアは目を見開いた。

			「ミンベルの店にうちの国の公爵夫人が買いに行った」

			「やはりクラマ国の方でしたか。三つ子のドレスを買われたご婦人ですよね」

			　アクセントがそうかなと思ったとハウルが納得する。

			「その公爵夫人が先日、孫をお披露目したんだ」

			　それから問い合わせ殺到で困っているとロベルトは嬉しそうに笑った。

			　表情からはとても困っているとは思えない。

			「ハウル、在庫は何着だ？」

			「八十七ですね」

			　在庫表を開き、ハウルがすぐに回答する。

			「とりあえず八十七でいいか？　残りは来月」

			「もっと早くなんねぇか？」

			「一人で作っているからな。一応頼んでみるが」

			「じゃあ、今すぐミンベルまで行くから全部くれ！」

			　リアとハウルはロベルトと一緒にミンベルの街へ行き、y-Limeライムの店から在庫を全て手渡す。支払いを終えたロベルトはご機嫌でクラマ国へ戻っていった。

			

			「ハウル、このままエミリーのところへ行けるか？」

			「アンソン公爵邸で会えるように手配します」

			　一日空あけて金曜日に訪問しましょうとハウルは手帳を見ながら告げる。

			　ハウルの回答にリアは嬉しそうに口の端を上げた。

			　おそらく無意識だろう。エミリーと会う時だけリア様は機嫌がいい。普段はピリピリしているのに、エミリーといる時だけ優しくなる。

			　一生誰とも結婚しないと言い続けてきたくせに、そんな態度は反則ではないか。本人に自覚がないところがま厄やっ介かいだ。

			　結婚しないくせに思わせぶりな態度を取ってはエミリーが可哀想だと思い、先に牽制しておいたが、あちらも無自覚だった。いっそくっついてしまえばいいのに、二人とも「結婚する気はない」と言うなんて。将来を考えていないのならば距離が近過ぎるのはお互いによくない。

			　売上表にベビードレスの数と価格を記載しながら、困ったことになったなとハウルは溜息をついた。

			

　アンソン公爵邸を訪れたエミリーは、ここにいるはずがないリアの姿を認めて驚いた。

			

			「九日ぶりだな。エミリー」

			「ベビードレスを取りに来られたのですか？」

			　アンソン公爵夫人から「レースやリボンが付いた商品があったら持ってきてほしい」と今朝手紙をもらい、急いでやってきたのだが、まさかリアの指示だったなんて。

			「三つ子のベビードレスを購入されたお客様を覚えていますか？」

			「はい、十五着も買ってくださった方ですよね？」

			　ハウルの質問にエミリーは頷く。

			「あのマダムはクラマ国の公爵夫人で、クラマ国のラディム商会が百着仕入れたいと」

			「百！」

			「ミンベルにあった八十七着はお渡ししましたが、残りも早く欲しいと」

			　急ですみませんと謝罪するハウルに、エミリーは首を横に振った。

			「今、ここに二十一着あります。十三着持っていきますか？」

			「いや、二十一着買い取ってもらう」

			　届けてやるんだから当然だろうと笑うリアに、エミリーは驚いた。

			「ハウル、エミリーの家とミンベルの両方に作業前の在庫を運んでくれ」

			「はい、リア様」

			　空いている時間に向こうで作業ができるようにとハウルに指示を出す。

			

			「エミリー、どのくらい作業できそうだ？　一箱か？　二箱にするか？」

			「二箱にします！」

			　リア様は私に「無理」だって言わない。

			　比べてはいけないと思いながらも、ジョンとは違うリアの言動がエミリーは嬉しかった。

			「アンソン公爵夫人、少し庭を散策させてもらっていいか？」

			「えぇ、どうぞ。裏庭に見頃の花があるわ」

			「ハウルは荷物の積み込みを」

			「はい。リア様」

			　リアは慣れた様子でエスコートしてくれる。

			　やっぱり貴族……だよね。ボサボサの黒髪なのに優雅な仕草のリアをエミリーは思わずジッと見つめてしまった。

			「……何かあったか？」

			　心を見透かされたかのようなリアの発言に、エミリーの肩がビクッと揺れる。

			「お前はわかりやすい」

			　裏庭の入口でエミリーの腰を引き寄せながら、リアは声を上げて笑った。

			「リア様、……あの、『頑張れ』って言ってもらっていいですか？」

			　不安そうな顔でエミリーが見上げると、リアは青い眼を細めながら優しく微笑んだ。

			

			「エミリー、頑張れ。大丈夫、お前ならできる。……でもあまり頑張り過ぎるな」

			　耳元で優しく囁かれる言葉に胸が熱くなる。

			　今日リア様に会えてよかった。

			　ギュッと抱きしめてくれるリアに、ジョンが屋敷の物を買い替えてしまうことを相談した。そして「エミリーには無理」だと言われたことも。

			「そうか。お前の父に迷惑がかかってしまったな」

			　バリウス商会の売上が落ちたからだろうとリアも言う。

			「……あと一年頑張れ。来年のロード国の建国祭でお前の夫を見返すぞ」

			「建国祭……？」

			「あぁ、そこでy-Limeライムのお披露目をする」

			　オルグレン国王妃、ロード国の王女、アンソン公爵夫人、そしてエミリーのドレスが同じ店のものだと公表しようと、アンソン公爵夫人と決めたとリアは話す。

			「……私のドレス？」

			「オルグレン王妃のドレスが完成したら、ロード国王女のデビュタントドレスと、エミリーのドレスを同時進行だ。エミリーのドレスは店長に相応ふさわしい、店の宣伝になるドレスを作れ」

			　支払いは俺だと言うリアの言葉に、エミリーは目を見開いた。

			

			「そうだな、薄いピンクの薔薇のイメージだな。これから咲こうとする薔薇の花。どこかにy-Limeライムの黄色と緑を」

			　細かいことはデザイナーに任せるとリアは笑った。

			　リア様のイメージする私のドレスが、薄いピンクの薔薇だなんて！

			　ピンクの薔薇は自分が好きな花。たくさんある薔薇の品種の中でも、特に花びらの縁が外側に反そり返った剣けん弁べんで、花の中心が高くなった高芯のタイプの薔薇が一番好きだ。色は白からピンクへグラデーションになっているものが一番可愛いと思っている。

			　そういう話をしたわけではないのに、偶然の一致に胸が高鳴る。

			「完成を楽しみにしている」

			「はい、リア様」

			　頑張りますとエミリーは微笑んだ。

			　少しの間、好きな食べ物のことや最近流行っている小物やバッグのことなど、たわいもない話でリアとエミリーは盛り上がった。

			　荷物を積み終わったハウルが迎えに来たので、エミリーはアンソン公爵夫妻と一緒にリアとハウルを見送る。

			　今日リア様に会えて本当によかった。ベビードレスをたくさん買ってくれたクラマ国の人に感謝しなくては。

			

			　来年の建国祭でy-Limeライムをお披露目。それまでに王妃様のドレスを完成させて、キャシー様のデビュタントドレスを準備しながら自分のドレスを作って。

			　もちろんお店で売る子供服も、ベビードレスも。

			『大丈夫、お前ならできる』

			　この場にいないのに、リアの声と抱き寄せられた腕の強さをすぐ側に感じるようだ。

			　頑張ろう。

			　早速思いついた薔薇のドレスを忘れないうちにメモするために、エミリーは帰宅を急いだ。

			
　　　　◇

			
「ねぇ、ジョン。最近あまり会えないのね」

			　よく行くレストランでランチを食べながらクロエは溜息をついた。

			「最近、商談が少なくてね」

			　打ち合わせが減って外出する機会が減り、昼間はバリウス商会で店番をし、夕方にはすぐに別邸に帰るからだ。

			「離縁まであと一年もあるのね。長いわ」

			

			　三年経ったら離縁するとジョンはずっと言っていた。

			　早くあんな地味な子とは離縁して私と一緒になろうと言うクロエに、ジョンは困った顔で微笑んだ。

			「もしかしたら延長になるかもしれなくて」

			　延長してもらって、バリウス商会に援助してもらった方が都合がいい。バリウス商会の売上は想定以上の速さで減っている。父からも延長するようにエミリーを誑たらし込めと言われているのだ。

			「えっ！　なんでよ」

			「まぁ、少し、いろいろあって」

			「……ジョンはあの子が好きなの？」

			　グッとフォークを握りしめながらクロエがジョンを睨むと、ジョンはそっとクロエの手を握った。

			「クロエが好きだよ」

			「じゃあ、なんで！」

			「店のためなんだ。バリウス商会はクレヴァリー伯爵に借金をしていて」

			　返済するまでは離縁できないとジョンは嘯うそぶきながら目を伏せ、その演技に騙されたクロエは奥歯をギリッと鳴らした。

			

			「なんなの、あの子！　店が困っているからってお金でジョンを縛りつけるなんて！」

			　大人しそうな顔をして最低だとクロエが怒る。

			「じゃあ、離縁届を書いて。ジョンはあの子には気持ちがないっていう証拠に」

			「離縁届？」

			「えぇ。あと、私との婚姻届も。私のことが好きなら書けるわよね」

			「あぁ、別に構わないけれど……」

			　どうせエミリーとの婚姻届は提出していない。離縁届などなんの役にも立たないし、それでクロエの気持ちが収まるなら別に構わない。

			「今すぐ教会へ行きましょ。離縁届をもらって、すぐに書いて！」

			「書いたものはどうするんだ？」

			　離縁届はお互いのサインが必要なはず。だが、契約結婚を延長したいので、エミリーには渡すことができない。

			「ジョンが離縁届を出す時に一緒に婚姻届を出せるように、バリウス商会の事務所に置いておくわ」

			「わかった」

			　店を出てすぐに教会へ行き、離縁届と婚姻届をもらう。

			　バリウス商会の事務所へ戻ったジョンは迷わずサラッとサインした。

			

			　エミリーとの離縁届、そしてクロエとの婚姻届だ。

			「これでいい？」

			「えぇ。あなたの愛を疑ってごめんなさい」

			　クロエは嬉しそうに婚姻届を眺めている。

			「愛しているよ、クロエ」

			「私もよ」

			　バリウス商会の事務所で想いを重ねる二人。

			　久しぶりに夕方まで愛し合った二人はまた来月、エミリーが不在の週にたくさん愛し合おうと約束を交わした。

			
　　　　◇

			
　y-Limeライムの店を訪れる客は先月よりも格段に増えた。

			　コリフィ貿易への依頼も増えたが、子供服目当てに訪れる貴族も増え、特に親子おそろいのワンピースは売れ行きが好調だった。

			　王妃様のドレスはあと一～二ヶ月で完成しそうだと、リアとハウルに上身頃だけのドレスを見せたところ、肩と背中のイリュージョンレースをとても褒めてくれた。

			

			　クラマ国がベビードレスを百枚以上買ってくれたおかげで、先月はかなり黒字に。

			　今月もワンピースのおかげで目標額を達成することができた。

			「じゃあな、エミリー。また来月。気をつけて帰れよ」

			　いつもは昼前にコリフィ貿易の事務所を出発していたが、今日は昼から天気が悪くなりそうだったので早めに出発することになった。オルグレン国は海からの風が強く、こういう天気の日は馬車移動が危なくなるそうだ。

			「あ、来月の土曜日はリア様に予定が入っており、日曜日しか行けないと思います。代わりにコリフィ貿易の女性が行きますので」

			「はい。いつもありがとうございます」

			　リアは忙しいのに毎月ずっと来てくれていた。来られない日だってあるだろう。一人だと少し不安だが、コリフィ貿易の女性が来てくれるなら安心だ。

			　お辞儀をして馬車に乗り込むエミリーを、リアは手を振って見送ってくれた。

			

「……ハウル、なぜ予定を入れた？　毎月エミリーの店の日は予定を入れるなと言っただろう」

			「国王陛下の誕生日ですよ？　行かないわけには」

			

			「別に欠席でいいだろ」

			　俺が来ることなど期待していないと肩をすくめるリアを一いち瞥べつし、ハウルは溜息をついた。

			「エミリーさんと距離を置いた方がいいのでは？」

			　補佐官としてのハウルの助言に、リアは眉間にシワを寄せる。

			「誰とも一生結婚しないという意思にお変わりはないのですよね？」

			「……そうだな」

			「それならば距離を置くべきです。彼女とは未来がないのですから」

			　曖あい昧まいな態度はお互いにとってよくないと言われたリアは、スッとハウルから目を逸そらした。

			

　馬車の中でもエミリーはベビードレスの宝石を外す作業を行っていた。いつもはオルグレン国とロード国の国境付近にあるコリフィ貿易所有の宿に一泊してから別邸に帰るのだが、今日は泊まらずに別邸に戻ることになった。

			　移動は大変だが、できるだけ早くオルグレン国を離れた方がいいというハウルの判断だ。

			　家令や侍女は驚くと思うが、眠るだけなので夜中に帰ってごめんなさいと謝ろう。毎月送迎してくれるコリフィ貿易の御者と護衛騎士にはクレヴァリー伯爵邸に泊まってから帰ってもらっている。

			　明日お父様にも謝ろう。オルグレン国から別邸までは休憩も入れて十六時間。

			　朝七時頃に出発したが、やはり到着は夜の十一時頃になってしまった。

			「荷物はどうしますか？」

			「えっと、夜中なので横の馬車に積み替えてもらっていいですか？　明日運んでもらうので」

			　馬車から馬車なら玄関へ運んでもらうよりもずっと早い。

			「伯爵邸は夜中でも入口に守衛がいるので、声をかけてもらえれば大丈夫です」

			「わかりました」

			「ありがとうございました」

			　深々とお辞儀をするエミリーに、護衛騎士と御者もペコッと頭を下げる。

			「ではまた来月」

			「はい、よろしくお願いします」

			　馬車を見送ったエミリーは静かに別邸の中へ。静まり返った屋敷の玄関に急いで明かりを灯ともしながら出迎えてくれた家令に、エミリーは申し訳なさそうな顔をした。

			「ごめんなさいね、チャーリー」

			「おかえりなさいませ。お嬢様」

			

			「朝、オルグレン国を出たから」

			　嵐が来るから急いで帰った方がいいと言われて、泊まらずに帰ってきてしまったと言うエミリーに、家令は「大丈夫です」と優しく微笑んでくれた。

			「ジョンは？　もう寝てしまった？」

			　エミリーはカバンを家令に。

			「一時間ほど前に侍女がワインを持っていきましたが。飲んで寝てしまったかもしれないですね」

			　エミリーと家令は小さな声で話しながら階段を上がる。

			「カバンを鍵の部屋の前に置いておいてくれる？　着替えたら行くわ」

			「かしこまりました」

			　着替える前に寝室を覗き、ジョンが起きていたら挨拶だけしておこうと思っただけ。

			　それなのに。

			　寝室か微かすかに聞こえてくるみだりがわしい声にエミリーは目を見開いた。

			　ここは夫婦の寝室。

			　ジョンとエミリーの部屋だ。

			　同じく驚いた家令と顔を見合わせる。

			　急いでドアノブに手をかけようとする家令を止め、エミリーは静かにするよう右手の人差し指を口の前に当てる。

			　頷く家令を確認したエミリーは、そっとドアノブを回し、ほんの少しだけ隙間を開けた。

			　中から聞こえるのは男女の睦むつみ合う声。

			　男の声はジョンだろう。では女性は？

			　ほんの少し開いた隙間から部屋を覗くと、テーブルにワインと見慣れたポーチが見えた。あれは以前ユリアにあげた小さめのポーチだ。何人かの侍女に試作品のポーチをあげたが、全く同じ柄、同じ装飾品のものは存在しない。

			　エミリーは震える手でそっと扉を閉めた。

			　涙が頬を伝うのを止められない。両手で必死に押さえたが、溢れる涙ですぐに顔は湿ってしまった。口をキュッと固く閉じ、声が出ないように静かに廊下を戻る。

			　泣きながら階段を降りるエミリーを気遣いながら、家令もエミリーのあとに続く。

			「……お嬢様……」

			　いつもより一日早く帰ってきてしまったばっかりに、ジョンの浮気現場に遭遇してしまった。

			　しかも相手はユリア。一番信頼していた侍女なのに。

			　一体いつから？　あの黒髪の女性はどうなったの？

			「チャーリー、御者を起こせるかしら。お父様のところに行きたいの」

			

			「今すぐ呼んで参ります」

			「……もう、あの部屋では眠れそうにないわ」

			　泣きながら苦笑するエミリー。

			　夫婦の寝室で堂々と浮気なんて、最低過ぎる。これまで何も知らずにあのベッドで眠っていたかと思うと寒気すらしてしまう。

			「さすがに、もう、……無理ね」

			　リア様にはあと一年頑張れと言われたけれど。もうジョンの顔も見たくない。声も聞きたくないし、触れられたくもない。

			　エミリーは家令に預けていたカバンを受け取り、馬車へ。もうそろそろ寝ようとしていた御者に謝ると切なそうな顔で頷いてくれた。

			「お父様を呼んでくるから、チャーリーは廊下で寝室を見張っていて」

			「かしこまりました。逃げられないように護衛も配置します」

			「バレないようにね」

			　エミリーは急いで伯爵邸へ。

			　屋敷の入口近くに、先ほど別邸まで送ってくれたコリフィ貿易の馬車が止まっているのが見えた。

			「お嬢様！　どうなさいました？」

			

			　泣きながらやってきたエミリーに伯爵邸の家令も驚いている。彼は別邸の家令チャーリーの息子だ。

			　親子だけあって、困った顔はそっくりだ。

			「エミリー！」

			「……お父様」

			　泣きながら事情を話すエミリーを抱きしめる父の肩は、怒りで震えていた。

			「お願い、あの二人を追い出して！」

			　二人を見たくなくて逃げてきた。本当は自分で扉を開けて、言い逃れができない二人を責めて追い出せば、父や家令や御者にも迷惑をかけることはなかったとわかっている。

			　でもできなかった。

			　あれ以上、あの場にいるのは無理だった。

			「お父様、お願い……」

			「あぁ。リア様の計画が狂ってしまうかもしれないが、さすがにこれは我慢ができない」

			　どこかの令嬢と恋仲なのも許せないが、別邸の侍女となどとても許せるものではないと父は唸うなった。

			「……私、ミンベルに行きます。ここにいるとあの人が来てしまうかもしれないから」

			　言い訳なんて聞きたくない。いつから誰と付き合っていたなんてことも聞きたくない。私のことが好きだなんて嘘もこれ以上聞きたくない。

			「いや、でも一人で住むのは」

			「ミシンを運んでほしいの。あと鍵の部屋の荷物も」

			　オルグレン国に持っていった着替えや、最低限の荷物は皮肉にも馬車に乗ったままだ。

			「居場所は絶対言わないで。会いたくない」

			　しがみつくエミリーに父はわかったとだけ言った。

			「お嬢様、今すぐ出ましょう」

			　今からミンベルに向かって出発すると着くのは朝。夜通し走ることになるが、今からでも構わないと言ってくれる別邸の御者にエミリーはお礼を言った。

			「コリフィ貿易の方には言わないで。来月の迎えはいらないとだけ伝えて。自分で行くからって」

			　父はわかったと頷いてくれた。

			「お嬢様と一緒に行きます」

			「頼んだぞ、アンジー」

			「俺も行きます」

			　伯爵邸の侍女アンジーと護衛ラルフがついてきてくれると言う。

			「……ありがとう」

			

			　エミリーは何度拭っても溢れて止まらない涙を再び拭いながら、みんなにお礼を言った。

			

　エミリーを見送ったクレヴァリー伯爵は急いで別邸へ向かった。

			　寝室から漏れ淫みだらな声に拳を握る。勢いよく扉を開け、ベッドを睨みつけると、裸でお楽しみ中のジョンと侍女ユリアは真っ青な顔で身を震わせた。

			　とりあえずジョンの顔を殴り、ユリアの頬を叩いた。それだけではエミリーの心の傷には到底足りないけれど。

			「クレヴァリー伯爵！　どうしてここに」

			　焦あせるジョンを、クレヴァリー伯爵はジロッと睨む。

			「ユリア、お前はエミリーと仲がいいと思っていたが」

			「も、申し訳ありません、旦那様、お嬢様には、どうか」

			　もうしませんと謝るユリアに、クレヴァリー伯爵は冷たい視線を送った。

			「二度と顔を見せるな」

			「だ、旦那様、お許しください、あの、私、」

			　ここを追い出されたら行くところがないと、ユリアは必死に懇願する。

			「バリウス商会への援助は打ち切りだ。今すぐ出ていけ」

			

			「でも急に会えなくなったらエミリーが」

			　寂しがると言うジョンに、クレヴァリー伯爵は眉間にシワを寄せた。

			「今後エミリーに会うことは許さない」

			「ですが」

			「自宅の寝室で浮気するような男に会いたいわけがないだろう」

			　クレヴァリー伯爵は、護衛たちに合図を送る。

			「こいつらを追い出せ！」

			「ま、待ってください！」

			「荷物の持ち出しは許さない」

			「そんな、」

			　この家にあるジョンの服やカバンは全てクレヴァリー伯爵が準備したもの。エミリーの夫に相応しいものを身に着けるように、平民出身だが貴族と同じ服を仕立ててやったものだ。

			「クレヴァリー伯爵！　お願いです、話を聞いてください！　俺はあの侍女に誘われて！」

			　必死に言い訳しているジョンに構うことなく、護衛たちは裸のジョンを屋敷の敷地外に追い出した。先に追い出されたユリアも、裸のまま泣きながら屋敷の外に蹲っている。

			

			　護衛の一人がベッドの横で拾い集めた服を屋敷の外へ放り投げたが、夜中に裸で追い出された二人は、放心状態でしばらくその場にへたり込んだままだった。

			

「ここがお嬢様の店……」

			「すごいですね」

			　ミンベル街のy-Limeライムに着いたエミリーは、アンジーとラルフを店内に招き入れた。

			　馬車を店の前に停めっぱなしにするわけにもいかず、馬車の御者だけは荷物を降ろしたらすぐに宿屋へ行ってもらった。以前ジョンがお金を払わなかったと言いに来たオルトさんの宿屋だ。

			「ラルフ、アンジー。こんな遠くまでついてきてくれてありがとう」

			　もう涙も涸かれてしまったエミリーがお礼を言うと、二人は首を横に振った。

			　朝食・昼食は隣のパン屋で購入し、ジョンがお金を払わなかったベルンさんの店で夕食を食べ、夜は奥のスペースでエミリーとアンジーが、コリフィ貿易の商談部屋でラルフが眠る。

			　翌日、仕事がある日にもかかわらず、父はミシンや荷物を持ってきてくれた。

			「ありがとう、お父様」

			

			「もっと殴ればよかったよ」

			「お父様が直々に？」

			　一発しか殴らなかったと残念がる父にエミリーは驚く。

			「裸のまま追い出してやった」

			「えっ、裸で？」

			　ジョンだけでなくユリアまで裸で追い出され、しばらく門の外に二人ともいたと父は教えてくれた。

			「アンソン公爵には手紙を送っておいた」

			「あ……」

			　ここへ来てしまったのでしばらくアンソン公爵夫人には会えない。あんなにお世話になったのに、挨拶もせずに逃げ出してしまった。

			「大丈夫、わかってくれるよ」

			「はい、お父様」

			　優しく頭を撫でてくれる父にエミリーは頷いた。

			「旦那様、お願いがあります」

			　ラルフが、自分とアンジーをここで働かせてもらえないかと申し出てきた。

			「お嬢様お一人で生活するのは大変です。私が店を手伝いながら洗濯や買い物を」

			

			「女性だけでは物騒です。俺が護衛や力仕事を」

			　思いもよらない申し出に、一番驚いたのはエミリーだ。

			「え、でも、ここは王都よりもかなり田舎で」

			　エミリーがラルフとアンジーの顔を交互に見る。

			「実は、お嬢様にはまだお伝えしていませんでしたが、先週私たち結婚したんです」

			「えぇっ！」

			「だから二人でいられるなら王都でなくても構いません」

			　アンジーの肩を抱きながら微笑むラルフと、二人で話し合って決めたと言うアンジー。

			「ありがとう」

			　実は一人で店にいるのは不安だったと白状すると、エミリーの側に信頼できる護衛と侍女がいてくれることになってよかったと、父は胸を撫で下ろしていた。

			

　すぐに戻らなくてはならないと言う父を見送り、ここまで連れて来てくれた御者にもお礼を伝え、三人での新生活がスタートした。

			「今日から私はミシンの横で眠るから、二人は奥を使って」

			「え、でも」

			

			「夜のうちに区切りのいいところまで進めたいから、お願い」

			　少しミシンの音がうるさいかもしれないけれどごめんねと言うエミリーに、ラルフとアンジーは顔を見合わせた。

			「これからは毎週土日に店を開けるわ」

			「私たちができることはありますか？」

			　ラルフがベビードレスの宝石を外し、アンジーがリボンを付けてくれる。レースだけはエミリーがミシンで付けるけれど、ベビードレスの手直し作業は随ずい分ぶんと楽になった。ワンピースの布もラルフが型紙に合わせて切ってくれるおかげで、エミリーはミシンに集中することができた。

			　一人で作っていた時よりも断然速い！

			「お嬢様、ワンピースの残りの布でシュシュを作ってもいいですか？」

			「えぇ、お願い！」

			「お嬢様、ここに棚を増やしても？」

			「ここより、こっち側がいいと思うわ」

			「確かに」

			　ラルフもアンジーも店のために頑張ってくれる。

			　もっとたくさん商品を作って、たくさん売ろう。

			

			　エミリーは余計なことを考えないように、朝から夜までミシンを続けた。

			

			第五章　想い

			　バリウス商会の事務所で、クレヴァリー伯爵はバリウス商会二代目のジョンの父を睨にらみつけた。

			「三年間、エミリーを幸せにするという約束で支援をしていたのに、一体どういうことだ！」

			　クレヴァリー伯爵の手元には、今まで支援してきた内容をまとめた書類。先日の請求書も含め、まだ二年目だが支援した金額はかなり高額だった。

			「申し訳ありません」

			　あとでジョンに話を聞いておきますと言うジョンの父に、クレヴァリー伯爵は机をバンッと叩いた。

			「二度とエミリーには会わないようにしてくれ。支援も打ち切りだ」

			　ジョンと関係を持っていたのはユリアだけではなかった。侍女のメイ、サリー、マリン。あの別邸にいた全ての侍女がジョンと関係を持っていたのだ。

			

			　マリンは一回だけ、ユリアが一番多かったと彼女たちは言った。好きな物が買ってもらえるからだと侍女たちは泣きながら謝罪していたが、とても許されるものではない。

			「支払い前のこの請求書は払わない！」

			　そして新しい鍋を買ってもらった料理人、皿をわざと割った料理人見習いも、バリウス商会から最新の調理器具を個人的に贈られていた。

			　最近の請求書は別邸のものではなく、彼らの私物の請求書だったのだ。

			　ジョンと関係があった使用人は全て解雇。家令と残った使用人は本邸へ。

			　別邸は昨日のうちに閉鎖した。

			「ですがこれは別邸の」

			「本人に事情を聞くといい。これは別邸のものではないようだ」

			　新しい調理器具を探したがどこにもなかったと、クレヴァリー伯爵は請求書を突き返した。

			　事務所を立ち去ろうとしたクレヴァリー伯爵は、入口近くの棚から不自然にはみ出た離縁届に気がついた。

			「あぁ、準備しておいてくれたのか」

			　婚姻届を出していないので離縁届は不要だが、準備しておいてくれたのなら受け取っておこうと手を伸ばしたクレヴァリー伯爵は、二枚目の書類に目を瞠みはった。

			

			「……どこまで私たち親子を侮ぶ辱じょくするつもりかね？」

			「え？　なんのことで……」

			　立ち上がり、書類を見たジョンの父も驚きの声を上げた。

			　一枚目はジョンの名前が書かれた離縁届。当然エミリーが書くべきところは空白だ。

			　二枚目はジョンとクロエ・カールトンの婚姻届。

			「なっ！」

			「知らなかったのかね？」

			「カールトン？」

			「カールトン男爵家だな。娘が数人いた気がするが。離縁届だけもらっていく」

			　次の支援元が見つかってよかったなと、婚姻届をジョンの父に押しつけたクレヴァリー伯爵は勢いよく扉を閉めて出て行った。

			「誰だ、この女は！　ジョンめ！　せっかくクレヴァリー伯爵がいくらでも支援してくれていたのに、侍女に手を出しただけではなく男爵令嬢とまで付き合っていたとは」

			　ジョンの父はクロエ・カールトンとの婚姻届をバンッと机に叩きつけた。

			「伯爵の方が爵位は上なのに、あいつはわかっていないのか」

			　そんなこともわからないほど馬鹿な息子だったのかと、ジョンの父は机の上で拳を握りながらジョンの帰りを事務所で待つことにした。

			

			

　いつものように腕を組みながらバリウス商会の事務所に戻ったジョンは、早く婚約指輪が欲しいと話すクロエに相あい槌づちを打ちながら扉を開けた。

			「それでね、宝石商に素敵な赤い指輪があって」

			「赤？　ルビー？」

			　今日ここにいるはずがない父の姿に、ジョンは心臓が止まるかと思うほど驚く。

			「ど、ど、どうしてここに。今日は商談は……」

			　なかったはずなのに。

			　ジロッと睨んできた父に、ジョンは曖あい昧まいな笑みを向ける。

			「あ、えっと、今日は帰ってもらってもいいかな、クロエ」

			　そっと腕を引き抜き、扉を開けてクロエを外へ誘導する。

			「待て、ジョン。彼女もここへ。この婚姻届の女性だろう？　紹介しなさい」

			　ペラッと見せられたのはクロエとジョンのサインがされた婚姻届。

			　ジョンはゴクッと唾つばを飲み込んだ。

			　先ほどクレヴァリー伯爵がここへ来たこと、離縁届を持っていったことを話すと、クロエは嬉しそうにジョンの腕にしがみついてきた。

			

			「カールトン男爵令嬢、その男は金を持っていないが、本当に結婚していいのかね？」

			「クロエと呼んでください、お義父さま！　貴族に比べたらお金はないかもしれないですけど、ドレスも作ってくれたし、ネックレスも買ってくれたし、靴だって。旅行も行けますし」

			　お金はありますよ？　と言うクロエにジョンは顔を引き攣つらせた。

			　数ヶ月前のドレス代は、本当は贈り物なのに分割で払うと誤魔化したきり払っていない。ネックレスはエミリーではなくクロエに。旅行とはミンベルに行ったこと。今まで隠していたことが全て父にバレてしまった。

			「……そうか」

			　ジョンの父の眉み間けんのシワは一気に深くなる。

			「……そろそろ独り立ちだな、ジョン」

			「そ、それは」

			　ここを追い出されるということ。

			　クロエとの婚姻届を手渡されたジョンは顔面蒼白になった。

			
　　　　◇

			
　月初めの金曜日、y-Limeライムへやってきたポニーテールの女性は、ラルフの姿に驚いていた。

			「えっ？　男性？」

			　店の看板を確認し、ラルフの顔を再び見ているので、きっとこの方がハウルの言っていたコリフィ貿易の関係者なのだろう。エミリーはラルフの後ろから女性に声をかけた。

			「店長のエミリーです。来てくださってありがとうございます」

			「スザンヌです。よろしくお願いします」

			「あ、彼はラルフ、そしてこっちはラルフの妻アンジーです」

			　紹介されたラルフとアンジーはスザンヌに軽く会え釈しゃくする。スザンヌもお辞儀を返し、お互いに挨あい拶さつを終えた。

			「あの、スザンヌさん」

			「どうぞ、呼び捨てで」

			　スザンヌは、ストレートの茶髪をポニーテールにした凛りんとした大人の女性だ。

			　有無を言わせぬ圧力はなんだかリア様に似ている。

			「あ、えっと、スザンヌ。実はリア様にまだお伝えしていないことがありまして」

			　長くなるので奥の商談部屋でとスザンヌを案内する。すると、すぐにアンジーが紅茶を淹いれ、静かにテーブルに置いた。

			

			「……彼女は侍女ですか？」

			「はい。アンジーは侍女、ラルフは護衛です。従業員ではないのですが、店を手伝ってもらっています。リア様に怒られるでしょうか？」

			　先月コリフィ貿易から戻った後の出来事を、エミリーは正直にスザンヌに話した。

			　スザンヌがどれだけエミリーの事情を聞いているかはわからなかったが、ジョンのことを話さずにアンジーとラルフの説明をするのは無理だった。

			「そんな……」

			　あまりの出来事にスザンヌが絶句している。

			「それで、この一ヶ月ここに寝泊まりを。毎週土日に店を開けたので売上はいつもよりありますが、彼らに手伝ってもらった費用を引くと利益がどうなるか……」

			　ギュッとスカートを握るエミリーに、スザンヌは困った顔で微笑んだ。

			「彼らの給金はどなたが？」

			「はい、今は父が」

			「でしたら店の負担にはなりません。例えば家族で店を行う人は奥様に給金を払わないことが多いので」

			　スザンヌの言葉にエミリーは思い出した。

			　自分もベビードレスを作っている時、ジョンからお針子代をもらっていなかった。あれは商売をする人の中では当たり前だったのか。

			「ただ、彼らが休みなしで働いていることが問題かもしれません」

			「あ……」

			　そういえば、二人はずっと休みを取っていない。

			「今日から二日間は私がいます。あと店長がオルグレン国へ行く三日間、合わせて五日間を彼らの休みにしてはどうでしょうか？」

			「ありがとう、スザンヌ！」

			　そうするわとエミリーは嬉しそうに立ち上がり、すぐにラルフとアンジーが作業している店内に向かう。

			「今日から五日間お休みね」

			　急にエミリーから告げられた休みに、ラルフとアンジーは驚きを見せた。

			「女性だけでは危ないです！」

			「大丈夫ですよ」

			　急に店内に向かったエミリーを追いかけてきてくれたスザンヌが、ラルフに手を見せる。エミリーはスザンヌがなぜ手を見せたのか不思議だった。

			「アンジー、向こうの方に湖もあるのよ。馬車で通った時、綺き麗れいだったの」

			「でもお嬢様、」

			

			「たまにはラルフと散歩するのも楽しいと思うわ」

			　二人はまだ何か言いたげだったが、顔を見合わせた後、晴れやかな笑顔で休みを受け入れてくれた。

			「ではどんな雰囲気だったかお教えしますね」

			「えぇ。いってらっしゃい」

			　二人を見送ったエミリーは再びミシンの前に腰かける。スザンヌには何も頼まなかったのに、当然のように掃除をして商品を綺麗に並べてくれた。

			「店長、お昼はどうしますか？」

			「あっ！　いつもはアンジーが！　すっかり食事のことを忘れて……。すぐ作りますね」

			　ときどきアンジーの手伝いをするようになり、だいぶ料理を覚えたエミリーが包丁を握る。

			「代わります」

			　ぎこちない手つきで野菜を切り始めるエミリーが余程危なっかしかったのか、スザンヌはエミリーから包丁を奪うと慣れた手つきで野菜を切り、あっという間にスープを完成させた。

			　今朝お隣で買ったパンと一緒にスープを食べ、エミリーは再びミシンの前に戻る。

			　夕方にはラルフとアンジーが戻り、二人が夕食を作ってくれた。

			

			

　シャワーを浴びたエミリーが、当たり前のようにミシンに向かう姿にスザンヌは驚きを隠せなかった。

			「……働き過ぎでは？」

			　スザンヌの感想にラルフもアンジーも頷うなずいた。

			「夜、眠れないみたいで」

			「いつか倒れるのではないかと」

			　何度も言ったが聞き入れられなかったと、二人は溜息をついた。

			「店長、寝ますよ」

			「あ、もう少し、ここまで仕上げたいんです。スザンヌは先に寝てください」

			「ダメです。明日は店を開けるので、目の下にクマがあったらお客様が驚きます」

			　スザンヌは明かりを遠ざけ、エミリーの手元をわざと暗くする。

			「……そう、ですね」

			　渋々片づけたエミリーの手を引き、スザンヌは寝床に連れて行った。

			「店長、リア様のこと、どう思いますか？」

			「えぇっ？」

			

			　思わぬ質問にエミリーの顔は真っ赤に。

			「えっと、助けてくれた、恩人？」

			「他には？」

			「頼りになる人？」

			「他には？」

			「不思議な人」

			「不思議？」

			　エミリーの返答にスザンヌは首を傾げた。

			「リア様に『頑張れ』って言ってもらえると、なんでもできそうな気がするの」

			　不思議でしょう？　と笑うエミリー。

			　スザンヌは無自覚で嬉しそうな笑みを浮かべるエミリーに、なんでもないフリをしながら「不思議ですね」と返した。

			「どうやって知り合われたのですか？」

			「えっとね」

			　エミリーがリアと出会うきっかけになった赤いドレスの話をすると、スザンヌは「あり得ない」を連発しながら首を横に振る。

			「そんな男、ボッコボコにしてやりましょう」

			

			「ふふっ、お父様が一回殴ったそうなの」

			「足りませんよ！」

			「私ね、謝りながら縋すがりついてくるあの人を切り捨てたいの」

			　捻ひねくれているわねと笑いながらうとうとし始めたエミリーの頭を、スザンヌはそっと撫なでた。すぐに眠ってしまったということは、やはり眠りたかったのに無理をしていたということ。

			「おやすみなさい、エミリー様」

			　スザンヌは静かに眠るエミリーの頭からそっと手を離すと、枕元の小さな明かりを消し、自らも眠りについた。

			
　　　　◇

			
　住むところも仕事も失ったジョンは途方に暮れていた。

			「平民に嫁とつがせるはずがないだろう！」

			　クロエとの結婚は当然認められなかった。

			　エミリーと契約結婚する時も、クレヴァリー伯爵に「平民と結婚なんてさせるわけがない」と言われていたが、やはり貴族と平民は一緒になれない運命のようだ。

			

			　クロエの父、カールトン男爵に婚姻届を目の前で破られ、クロエと会うことを禁じられた。

			　バリウス商会の事務所は鍵が付け替えられ、入ることができない。

			　エミリーに謝ろうと別邸へ戻ったが、閉鎖され誰もいなくなっていた。もちろんクレヴァリー伯爵邸は門前払いでエミリーには会えない。

			　とにかくエミリーに謝ろう。そして別邸に戻してもらう。エミリーと一緒に住めば、またクレヴァリー伯爵も支援してくれるだろうし、支援があれば自分もバリウス商会に戻れるに違いない。

			　エミリーは毎月オルグレン国へ行く。そこならクレヴァリー伯爵の目がないから会えるはずだ。まずはミンベルのコリフィ貿易の店でドレス店の場所を聞いて、オルグレン国へ。

			　ジョンは日雇いの仕事を探しながら、決意を新たにグッと拳に力を入れた。

			

　ミンベル街でドレス・子供服を販売する店y-Limeライムは、少しずつ口コミで知られるようになり、別荘へ向かう貴族が気軽に寄ってくれる店になった。

			「ねぇねぇ、お母さま！　これ柔らかいの！」

			「あら！」

			

			　ピンクの服を試着した親子の声に、エミリーは嬉しそうに微笑む。

			　エミリーが作ったのはドレスよりは少し簡素だが、お茶会などには十分着ていくことができる子供用の簡易ドレスだ。裾すそはふわっと広がるが、チュールは使用していないのでチクチクしない。

			　以前、父にもらったヒントから生まれた新作だ。

			「この子、スカートのチクチクが嫌いなのよ」

			「私も嫌いでした」

			「まぁ！」

			　だからこの商品を？　と聞かれたエミリーは頷いた。

			「領地へ帰る時いつもは違う街に泊まるのよ。湖が見たいとこの子が言ったから、今日はたまたまなの」

			「ご縁があって嬉しいです」

			　商品を包みながらエミリーは夫人とにこやかに会話をする。

			「おねーちゃん、あのね、青い服も欲しいの」

			「青色が好きなの？」

			「うん！　あのね、大きな青いリボンが後ろに付いている服がいいの！　クマちゃんがね、リボンをしていて、それでね」

			

			　エミリーはしゃがんで少女と視線を合わせながらリクエストを聞く。

			「注文ってできるのかしら」

			「材料を仕入れなくてはならないので、少しお時間をいただきますが」

			「二ヶ月後に領地から王都へ戻るの。間に合うかしら？」

			「はい。大丈夫です」

			　少女から希望を聞き、お店の商品の中からイメージに近い青色を教えてもらう。水色かと思ったら、少女のイメージは濃い青。お気に入りのクマのぬいぐるみのリボンの色なのだそうだ。

			　白と青を組み合わせ、首に大きなリボンを付ける服にしよう。

			　エミリーはサイズを確認しつつサラッとデザインを描き、注文書にくっつけた。

			「……エミリー？」

			　次のお客様に名前を呼ばれたエミリーは驚いた。

			「……どうして、ここに」

			　入口に立っているのはジョン。会うのは一ヶ月ぶりだ。

			　少し痩やせ、簡素な服を着ているジョンに、エミリーはどうしていいのかわからず固まった。

			「エミリー、会いたかったよ！」

			

			　会いたかった？　私に？　どうして？

			　思いもよらないジョンの言葉にエミリーは目を見開く。

			「……お知り合いですか？」

			　小声でスザンヌに聞かれたエミリーは、震ふるえながら「夫です」と答えるのが精一杯だった。

			　スザンヌはエミリーの姿を自分の背中に隠すと、ジョンを睨みつける。

			「お引き取りを」

			「エミリーと話したいんだ」

			「仕事中ですのでご遠慮ください。エミリーさんは製作に戻ってください」

			「は、はい」

			　店長ではなく『エミリー』と呼んでくれたのはスザンヌの気遣いだろう。

			　エミリーはペコッとお辞儀をすると奥へ消えた。

			「エミリー！　待っているから、仕事が終わったら！」

			「店が終わっても彼女は注文品の製作がありますので」

			「何時でもいいからお願いだ、エミリー」

			　ジョンはスザンヌに「営業妨害」だと店から追い出された。

			「……頼む。エミリーに話がしたいと、店が終わるまで待っていると伝えてほしい」

			

			「お伝えはしますが、会うという約束はできません」

			　スザンヌは溜息をつきながら店内へと戻る。

			「……聞こえていましたか？」

			「はい。終わるまで待っていると」

			　待たれても困る。ジョンに会うつもりはないから。

			　でも、会わなければいつまで待つつもりなのだろうか？　夜まで？　夜中まで？　それとも朝まで？

			「……道の反対側で待っているので、エミリーさんは店に出ないでください」

			「でも、一人で店番はスザンヌが大変です」

			「大丈夫です」

			　スザンヌは接客も支払いも、コリフィ貿易の注文も全て一人で行っていく。手際もよく、まるでずっとここで働いているかのようだ。エミリーは昼食を作ったが、ミシン掛けは手につかず、ベビードレスの宝石を外すことしかできなかった。

			

　湖を散策し、ミンベル街の店を軽く回ったラルフとアンジーは、y-Limeライムの店舗の向かい側の壁にもたれて立つジョンの姿に驚き、思わず二度見した。

			

			「ジョン様？」

			「あれ？　君たちはクレヴァリー伯爵邸の？　どうしてここに？」

			　首を傾げるジョンを見たアンジーは、嬉しそうにラルフの腕に抱きつく。

			「私たち、新婚旅行なんです！　先月結婚したんですよ」

			「そうなんだ！　おめでとう！」

			「ジョン様は？　お仕事ですか？」

			「あ、……エミリーに、会いたくて」

			　ミンベル街のコリフィ貿易の店でエミリーの居場所を聞こうと思ったら、この店がドレス店だったので驚いたそうだ。店が終わるまで待っていると告げたが、会ってもらえるかわからないとジョンは目を伏せる。

			「俺にはエミリーしかいないんだ」

			　また元のように一緒に暮らしたいと言うジョンに、ラルフとアンジーは顔を見合わせた。

			「話したいんだ、エミリーと」

			　そう話すジョンは自分たちが知っている優しいジョン様と変わらない。お嬢様を大切にし、何度も旦那様にお嬢様との交際を頼んでいた頃と同じに見える。

			　心を入れ替えてお嬢様を大切にしてくださるなら。お嬢様が眠れぬ夜を過ごしているのが解決できるなら、ジョン様とよりを戻すのもアリなのかもしれない。

			

			　お嬢様の気持ち次第だけれど。

			「私たち、お嬢様に内緒でここに来たんです」

			「え？　そうなの？」

			「はい。湖の向こうに旅行に来たんですけど、旦那様がお嬢様のことが心配なので様子を見てきてほしいとおっしゃって」

			　では行ってきますと、ラルフとアンジーは腕を組んだまま店へ入った。

			　そのまま急いでアンジーは奥の部屋へ。ラルフはスザンヌと状況を確認した。

			「会わない方がいいでしょう」

			「もしジョン様が心を入れ替えたなら……」

			「エミリーさんは震えていました。まだ時間が必要なのでは？」

			「そうですか……」

			　奥の部屋へ入って行くアンジーを横目で確認しながら、ラルフは店で売られているシュシュを手に取った。

			「今晩お二人は宿屋に泊まってください。料金はコリフィ貿易で負担します」

			「俺たちがここで働いていることがバレないようにですね」

			「できれば、彼の目的や気持ちを探ってくれませんか？」

			「わかりました。夜、女性二人になりますが」

			

			　心配しながら、レジでシュシュを手渡すラルフにスザンヌは笑った。

			「私は騎士です。そこらの男より強いですよ」

			　この手で気づいたでしょうと言いながら、スザンヌは手や傷だらけの腕をさりげなく見せてシュシュを受け取る。

			「支払うフリだけで結構です」

			　値札を取り、コリフィ貿易へ支払いが回るように手際よく清算をしたスザンヌは、シュシュをラルフに戻す。

			　一瞬の張りつめた空気で、スザンヌが自分よりも強いと感じたラルフはボリボリと頭を掻かいた。

			

「お嬢様、大丈夫ですか？」

			　奥の部屋でベビードレスの宝石を取っていたエミリーは、心配するアンジーに「どうしたらいいのかな」と弱音を吐いた。

			「……言い訳とか、聞きたくなくて……。どんな理由があったとしても裏切られたことは変わらないし……」

			「ジョン様を宿屋に誘ってみます。ずっと店の前で待たれているのも嫌ですよね」

			

			「ありがとう、アンジー」

			　奥の部屋から出たアンジーは、ラルフから手渡されたシュシュをすぐに髪に巻いた。

			「似合う？」

			「あぁ。華やかでいいと思う」

			　黄色いシュシュは存在感抜群。商品を買って出てきた二人が、まさかここで働いているなんて誰も思わないだろうとラルフは小声でアンジーに告げた。

			　目が合ったジョンにラルフは首を横に振る。落胆したジョンの姿にラルフとアンジーは顔を見合わせた。

			「私たち、今日はこの街の宿屋に泊まろうと思っているんです。ジョン様は？」

			「あ、俺は……」

			「この先に安い宿があるそうですよ。ついでに俺たちと一緒に食事をしませんか？」

			「お嬢様は会いたくないそうです。ここで待っていても無理だと思います」

			　思い詰めたような顔をしながらグッと手を握りしめたジョンはその場を動こうとしない。

			「いや、俺はここで待つよ」

			　エミリーに何時まででも待っていると約束したんだと、ジョンは寂さびしそうに微笑む。

			「ありがとう、二人とも」

			「……ジョン様」

			

			　アンジーはラルフの腕をギュッと掴んだ。

			　ジョンにお辞儀をした二人はとりあえず宿屋へ。宿泊手続きをし、少し休憩してから再びジョンのもとに行こうと決めた。

			

　営業時間が終わり、スザンヌが店の入口の扉を閉める。

			「……まだいますね」

			「何時まででも待っていると言ったので、きっと待つと思います」

			　ジョンならきっとそうするだろう。エミリーと結婚したいと父に直談判していた時もそうだった。

			　真面目なジョンが好きだった。優しいジョンが好きだった。

			　でも今はジョンと話す勇気が出ない。

			　どうしてユリアと浮気したのか、どうして私が作ったドレスを着た女性と腕を組んで歩いていたのか。どうしてもうミンベル支店の負債はないのにお金を要求したのか、問い詰めたい気持ちはあるけれど、今はまだどんな返事を聞いても受け止められそうにない。

			　エミリーは泣きそうな顔で目を伏せた。

			　暗くなり夜六時になってもジョンは外で待っていた。夜七時になった頃、ラルフとアンジーがジョンに再び声をかけたが、首を横に振り一向にその場から動こうとしない。

			「どうしますか？」

			「……迷惑だと、言ってきてくれますか？」

			　本当は自分で言わなきゃいけないけれど、とエミリーは小さな声でスザンヌに頼んだ。

			「わかりました。行ってきます」

			　スザンヌが扉を開けると、ラルフと話していたジョンが勢いよく振り向く。

			「……エミリーは？」

			「お会いになりたくないそうなので、お引き取りを」

			　一晩中待っても出てくることはないでしょうと答えたスザンヌの言葉に、ジョンはショックを隠しきれていなかった。

			「少しでいいんだ、少しだけエミリーと」

			「ジョン様、今日は私たちと宿に泊まりましょう」

			「飲みに行きませんか？　この街のビールは美味しいって聞いたんです」

			　なかなか諦あきらめないジョンをアンジーとラルフが説得する。何度もスザンヌに頼み、何度も首を横に振られた後、ジョンは肩を落とした。

			　宿屋の方へ歩きながら何度も振り返るジョンの姿を、エミリーは扉の隙間からこっそり見つめた。

			

			「今日はなんとか帰ってくれましたが、明日もおそらく来るでしょうね」

			　店に入り、扉の鍵をしめたスザンヌが「結構しつこかったです」と呆あきれたように言う。

			「ジョンと話したくないわ……」

			　どうしてジョンはこの店に来たの？　私がここにいると知っていたの？

			　泣き出したエミリーに、スザンヌは優しく毛布をかけてくれた。

			

「どうした、エミリー」

			　翌朝、奥の部屋の扉の裏に身を隠し、毛布を被ったまま顔を見せないでいたエミリーの耳に、リアとハウルの声が届いた。

			　スザンヌから前日起きたことを聞いたリアは大きく息を吐く。

			「エミリー、ほら、顔を見せてくれ。一ヶ月ぶりに会うんだぞ？」

			「む、無理。不細工なの」

			　エミリーは毛布ごと首を横に振った。

			「じゃぁ、仕方ないな」

			「ひゃっ」

			　ぼふっと毛布のままエミリーを捕まえると、リアはエミリーを抱き上げる。

			

			「ハウル、スザンヌ、店を頼む」

			　そう言って奥の部屋の中に入り、床に座ったリアは毛布ごとエミリーを抱きしめてくれた。

			「側そばにいられなくて悪かったな」

			　リアの言葉に、エミリーはグッと唇を噛みながら小さく首を横に振る。

			　温かい。それに背中をそっと撫でてくれるリアの手は優しい。低いけれど心地のいい声と、リアの男らしい香りはとても安心する。

			　エミリーはリアにもたれかかったまま、すぐ近くから聞こえる彼の鼓動に耳を傾けた。

			「リア様、クレヴァリー伯爵邸の侍女アンジーがお話ししたいことがあると」

			「あぁ、通せ」

			　ノックの音とともに、扉の向こうから声をかけてきたハウルにリアは答える。

			　カチャッと扉が開いた音、数歩の靴音、そして扉が閉まる音でアンジーの入室を知ったエミリーは、リアに抱き寄せられているこの状況をアンジーに見られたことが急に恥ずかしくなった。

			「お初にお目にかかります。クレヴァリー伯爵邸で侍女をしておりますアンジーと申します」

			　アンジーは、時間がないので手短に報告しますと前置きし、話を続けた。

			

			「バリウス商会も追い出されたのか」

			「はい。お嬢様と復縁し、今まで通り別邸に住むことができればバリウス商会にも戻れるとお考えのようです」

			　アンジーは昨晩、食事をしながらジョンから聞き出したという彼の目的をリアに告げた。

			「今は私の夫ラルフがジョン様と朝食を。店が終わる時間までは私たちがジョン様を引き留め、この店に来ないようにいたします。その間にお嬢様をオルグレン国へ」

			　二人を会わせないように心配りをしてくれる優秀な侍女に、リアは満足そうに頷いている。

			「だが、会えなければ何度も来るだろう」

			　確かにリア様の言う通りだ。今日断っても、また来月来るかもしれない。頻繁にお店を開けていることや、ここに住んでいることがバレるのは嫌だ。

			「……私、ジョンに会います」

			　毛布にくるまったままだが、エミリーは意を決して声を発した。

			「お嬢様……」

			　アンジーの切なげな声が聞こえる。

			「復縁する気はないと伝えます」

			「……そうか。では、店が終わる十五時にここへ。俺も同席する」

			

			「かしこまりました」

			　アンジーが去る扉の音が聞こえた後、急に眩まぶしくなったエミリーはリアに毛布を剥はがされたことにようやく気がついた。

			「リ、リア様、ダメです。こんな顔、恥ずか……」

			　わたわたと抵抗するエミリーを腕でがっちりと押さえたまま、リアはエミリーと目を合わせてくる。

			「いいのか？　復縁する最後のチャンスかもしれないぞ」

			　リアの青い眼は綺麗で吸い込まれそうだ。

			「ジョンに後悔させたい気持ちは変わっていません」

			　偽りの愛を囁ささやかれ、お金だけ当てにされる生活には絶対に戻らない。もう騙だまされない。

			「では、二度とここに来ないようにしないとな」

			　リアは赤くなったエミリーの目元をそっと撫で、毛布でボサボサになってしまった髪を手で整えてくれる。

			　整ったリアの顔がかなり近いことに気がついたエミリーは、跳ね上がる心臓を押さえながら慌あわてて立ち上がった。

			「か、顔を洗ってきます！」

			　こんなぐちゃぐちゃの顔、恥ずかしすぎる！

			

			　初めて会った時から、いつもリア様には恥ずかしい姿ばかり見せている気がする。もっと可愛い姿やお洒しゃ落れな姿を見せることができたらいいのに、どうしてこんな変な姿ばかり！

			「髪も跳ねているぞ」

			　そのままでも可愛いぞと揶揄からかってくるリアから、エミリーは逃げるように立ち去った。

			

　十五時にスザンヌは最後の客を見送った。

			　店の向かい側に立つアンジーとラルフ、そしてジョンに軽く会釈をし、扉を閉める。

			「スザンヌがここの店長で、体調不良の店員の代わりにエミリーは今週だけこの店に来た。普段はここにいない」

			　そういうことにすると、リアは簡単にスザンヌとハウルに作戦を説明した。必要な物を準備し、ハウルがジョンを招き入れる。

			　店に入ってきたジョンは、エミリーを見つけると嬉しそうに微笑んだ。

			「エミリーに話があると聞いたが、この後オルグレン国へ戻らなくてはならない。手短に頼む」

			　腕を組みながら気け怠だるげに言うコリフィ貿易の代表リアに、ジョンはお辞儀をした。

			

			「エミリー、二人で話がしたいんだ」

			「二人きりはちょっと……」

			　エミリーの回答にジョンは溜息をついた。

			　ハウルが裏から椅子を運び、エミリーとジョンの前に置く。スザンヌとハウルは売上金を持って奥の部屋へ。アンジーとラルフはジョンの後ろに、リアは棚にもたれながら二人の様子を眺めていた。

			「ごめん、エミリー」

			　ジョンは予想通り、今までのように一緒に暮らそうと話し出した。

			　ユリアに誘われて一度だけ魔が差したのだと、エミリーがいなくて寂しかったと告げる。

			「お願いだ、エミリー。許してほしい」

			「……私、あの寝室のベッドで眠るのは無理だわ」

			　夫が他の女と抱き合っていたベッドで眠るなんて。

			　無神経にもほどがあると、エミリーは膝の上でギュッと手を握った。

			「新しい物にしよう。部屋も使っていない部屋にして、新しいベッドと新しい布団で、」

			「それを支払うのはお父様よね？」

			　エミリーはジョンの発言に呆れた。

			「私、これからも毎月オルグレン国へ行くわ。次はユリアじゃなくてメイがジョンを誘ってきたら？　新しい可愛い子が入ってきたら？　彼女たち全員と関係を持つのかしら？」

			「もうしないって！」

			「……その言葉を信じることができないの」

			　だから別邸には戻れないと言うエミリーに、ジョンの顔は一瞬で青ざめた。

			「エミリー、絶対にしないと誓うから、」

			　縋るように手を握ろうとしてきたジョンに気がつき、エミリーは避けるように慌てて立ち上がった。

			「エミリー！」

			「ジョン様、落ち着いてください」

			　エミリーを追いかけようと立ち上がったジョンを、ラルフが止める。

			　ジョンは行き場のなくなった手で顔を覆った。

			「エミリーさん、お取り込み中すみません。王妃様のドレスの材料の請求があれば出してもらえると助かるのですが」

			　頃合いを見計らったハウルが声をかけてくる。これは計画通り。これ以上ここにいても話し合いは平行線になるだけだから席を外せという合図。

			「エミリー、先に出してこい」

			「はい。すぐに出します！」

			

			　エミリーはリアにお辞儀をすると、ジョンをその場に残し、裏へと立ち去った。

			

　リアは直前までエミリーが座っていた椅子に座り、長い足を組んだ。

			　目の前には、以前会った時とは比べ物にならないほど質素な格好をしたバリウス商会三代目。

			「浮気か？」

			　馬鹿だなと苦笑しながら言うと、ジョンは顔を背そむけた。

			「あの様子では当分無理だろうな」

			「エミリーが頷いてくれるまで何ヶ月でもここで待ちます」

			「普段はここにいないぞ？」

			「えっ？」

			「今週はここの店員が熱を出したから代理だ。あいつは普段オルグレンで王妃のドレスを作っている」

			　オルグレンから人を呼ぶよりロードの王都から来るエミリーの方が近く、こちらに来るついでだったから頼んだとリアは説明する。

			「そんな、バリウス商会に戻れないじゃないか……」

			

			「どういうことだ？」

			　リアが尋ねると、ジョンは少し迷った後、事情をリアに話した。絶望の表情を浮かべながら、まるで自分の方が被害者だと言うようなジョンの態度が癪しゃくに障り、リアは眉間にシワを寄せる。

			　このまま仕事もなく住むところも食べるものもなく、どこかで勝手にのたれ死んだとしても自業自得だろう。こんな男のせいで、エミリーが悲しんでいるとは。

			　懲こりない男には一矢報いなければ。

			　わざと人のよさそうな笑みを浮かべたリアは、憔悴しょうすいした様子のジョンに声をかけた。

			「バリウス商会に戻してやろうか？」

			「えっ？　どうやって？」

			「お前の父親に俺から手紙を書いてやろう。その代わり、エミリーを少し自由にしてやれ」

			　あいつにも心を落ち着かせる時間が必要だと嘯うそぶくリアに、ジョンは頷いた。

			「ベビードレスと子供服でも売ってもらおうか」

			「えっ？　ベビードレスを？」

			「あぁ、毎月定期的にこちらから送る。ただ店に並べるだけでいい。もし売れたら売上の十パーセントをバリウス商会にやろう」

			

			　ただ置くだけで十パーセント。売れなければそのまま返却。

			「ついでに、コリフィ貿易に注文された品をバリウス商会で受け取れるように仲介してくれたら商品代金の五パーセントを払おう」

			　高額商品をただ引き渡すだけで五パーセント。

			　バリウス商会は損をしない条件だがどうする？　と尋ねるとジョンは目を見開いた。

			「お、お願いします！」

			　ジョンは立ち上がり頭を下げる。

			　ニヤリと笑ったリアは、すぐにバリウス商会二代目宛に手紙をしたためた。その間に、ハウルが販売委託契約書を提示したが、ジョンはほとんど読まずに署名を終えた。定期便の報告書の書き方、仲介時の書類をハウルから見せられたジョンは大丈夫だと頷く。

			「この手紙をバリウス商会に持っていけ」

			「ありがとうございます」

			　ジョンはリアに深々とお辞儀した。

			「あの、エミリーは……」

			　挨拶だけしたいと言うジョンに、奥の部屋から戻ってきたスザンヌは首を横に振った。

			「エミリー、もし、もしもまた一緒に住んでもいいと思ったら、手紙でもなんでもいいから連絡が欲しいんだ。ずっと待っているから」

			

			　ジョンはエミリーに聞こえるように奥の部屋に向かって話す。

			「お騒がせしてすみませんでした」

			　エミリーから何も返事はなかったが、ジョンはすっきりした顔で店内にいる全員に頭を下げ、店から出て行った。

			　ラルフも一礼をしてジョンを追いかけていく。

			「ジョン様と一緒に一度王都まで帰り、旦那様にご報告してここへ戻ります」

			　そう言ってアンジーも店の外へ。

			　ハウルは入口の鍵を閉め、奥の部屋にいるエミリーにもう大丈夫だと声をかけた。

			「ありがとうございます。ご迷惑をおかけしてすみません」

			　奥の部屋から出て来たエミリーは、深々と全員にお辞儀をする。

			「バリウス商会に戻れるというだけであっさり引き下がったな」

			「復縁はやはりただの手段だったのですね」

			　復縁しなくても元の生活に戻れるのならそれでもいいとは、酷い男ですねとハウルは肩をすくめた。

			「最低な男ですね」

			　次に会ったら殴ってしまいそうだと言うスザンヌに、エミリーは「お願いします」と笑った。

			

			「三ヶ月くらいで収支が合わなくなるだろうな」

			「おそらく」

			　リアの言葉にハウルも頷く。

			　ただ商品を並べるだけで売れたら十パーセントの儲け。簡単な報告書と返送のみ。さらにただ商品を渡すだけで五パーセント。

			「さすがに収支報告はちゃんとするのではないでしょうか？」

			　商売は信用第一でしょう？　と言ったエミリーに、リアはニヤリとした笑みを見せた。

			

　オルグレン国で収支報告と王妃様への進捗報告を行い、布やレースなどを買い込んだエミリーとスザンヌ。ミンベル街のy-Limeライムとロード国王都のクレヴァリー邸を往復したアンジーとラルフ。四人は三日ぶりにy-Limeで合流した。

			「ジョン様はバリウス商会に戻りました」

			「何もしなくても利益を生むと父親に歓迎されていました」

			　アンジーとラルフの報告に父親も最低だとスザンヌが苦笑する。

			「お嬢様、旦那様からお手紙です」

			「ありがとう、アンジー」

			

			　エミリーは複雑な気持ちを抱えたまま、父の手紙を開いた。

			「……えっ？」

			　元気か？　と聞かれる手紙が入っているのだと思い込んでいたエミリーは、同封されていた書類に目を見開いた。

			「離縁届……」

			　ジョンのサインがしっかり書かれ、右下には教会のマークが入っている本物の離縁届だ。

			　手紙を持つエミリーの手が震えた。

			「えっ？　離縁届？」

			「まさか！」

			　アンジーもラルフも驚く。

			　エミリーは震える手で二枚目の手紙を開いた。見慣れたクレヴァリー家の便びん箋せんと父の字にホッとする。

			　元気か、無理していないかというエミリーを心配する内容から始まり、バリウス商会へ文句を言いに行ったらこの離縁届が準備されていたことが綴つづられていた。そしてジョンとカールトン男爵令嬢クロエの婚約届が置いてあったことも。

			「クロエ・カールトン……？」

			　あの黒髪の女性は男爵令嬢だったのだ。

			

			　エミリーは伯爵令嬢。ジョンが選んだのは自分より身分が低い家の女性。しかも離縁がまだ成立していないのに、婚姻届を準備するくらい、すぐに結婚したい女性ということ。

			　エミリーの頬に涙が滑り落ちる。

			　スザンヌは今にも倒れそうなエミリーをそっと支えてくれた。

			「あんな男クズです、クズ！」

			「侍女と浮気だけでなく、他に女性がいたんですか？」

			　スザンヌとアンジーが許せないと色めき立つ。

			「本邸のやつらに聞いたんだが、実はユリアだけじゃなくてメイ、サリー、マリンも浮気相手だったそうだ」

			「え……？　別邸の侍女、全員と……？」

			　ラルフの暴露はショックというよりは、もう呆れるしかない。

			　先週ジョンはユリアに誘われて一度だけ魔が差したと言っていなかっただろうか？　別邸の侍女全員と関係を持っていたなんて、さすがにジョンから誘ったとしか思えない。こんなことまで嘘をついていたなんて。

			「最低だわ」

			「エミリー様のような心の優しい女性が妻なのに、それ以上何を望むと言うのでしょう」

			　騎士のようにエミリーの手に口づけをしながら微笑むスザンヌに、エミリーはドキッとしてしまった。

			　女性同士なのに！

			「今すぐサインするわ！　アンジー、来月お父様のところに持っていってもらえるかしら」

			「はい、お嬢様」

			　エミリーはその場でサラサラと離縁届にサインをし、封筒に入れた。

			「あとね、アンソン公爵夫人にも手紙を届けてほしいの」

			「わかりました」

			「キャサリン王女のデビュタントまであと一年だから、アンソン公爵夫人にキャサリン王女のサイズを聞いてほしいとお願いしたいの」

			　本当は自分で行くべきだけれど、以前このミンベルの街にアンソン公爵夫人がベビードレスを買いに来てくれた時に、「そのくらいやってあげるわ」と言ってくれたのだ。

			　もうすぐオルグレン国の王妃様のドレスが完成するので、そろそろキャサリン王女のサイズを確認し、ドレスの材料を仕入れたい。そして自分のドレスも。

			「三人に私の気持ちをちゃんと伝えておくわね」

			　エミリーは紅茶を一口飲み、ふぅっと一息つく。楽しかった思い出よりも、ジョンのショックを受けた顔が見たいと思うようになってしまった自分は随ずい分ぶんと捻くれてしまったかもしれない。

			　縋りつくジョンを盛大に振ってやりたいだなんて、以前の自分ではとても考えられなかった。

			「私ね、バリウス商会を潰したいの」

			　ジョンに仕返ししたいのよと言いながら、エミリーは言葉に似つかわしくないほど柔やわらかく微笑んだ。

			　その後は深夜まで四人で盛り上がり、翌日の昼にスザンヌはオルグレン国に戻っていった。エミリーは注文品の青い子供用簡易ドレスを製作しながら王妃様のドレスと新たな子供服の製作を進めていく。その隣でラルフがベビードレスの宝石を取り、アンジーがリボンを縫う。

			　平日は作業を進めて、土日は店を開ける生活に戻った。

			　離縁届を書いたからだろうか。以前より気持ちが楽になった。

			　余計なことは考えずにドレスに向き合い、丁寧に完成させていく。王妃様のドレスは注文から七ヶ月もかかってしまったが、無事に完成することができた。

			「軽いし、肌触りも最高ね」

			　完成したエミリーのドレスを試着したオルグレン国の王妃は、鏡の前で様々なポーズを取った。

			

			　生地は軽くて薄いジョーゼットにシフォンを組み合わせて涼しく、色は白から黄色のグラデーション。裾はオレンジに近い黄色にし、安定感を。胸から背中にはイリュージョンレースを施し優雅に、そしてフレア袖そでで高貴さを出した。

			　王妃様の美しさを引き立てるドレスを目指したが、理想に近いドレスに仕上がってよかった。

			　そしてドレスの内側の見えない位置にはy-Limeライムのブランドの証の刺し繍しゅうを入れさせてもらった。

			　以前リアに店の宣伝になるような自分のドレスを作れと言われた時、y-Limeライムのロゴの黄色と緑をどこかに入れることという条件を提示された。その言葉をヒントに思いついたのが、内側に店の証を刺繍すること。「本物のy-Lime製」には刺繍がある。そう目印をつければ、ジョンに頼まれた赤と黒のドレスは「偽物」ということにできる。

			　ささやかだが、ジョンのお相手に対しても仕返しができると思ったのだ。

			「リア、何か言うことはないの？」

			　扇子を広げ、鏡越しにリアに微笑む王妃。

			「はいはい、今日もキレイです」

			「心が籠こもっていないわ」

			　パチンと音を立てて扇子を閉じると、王妃はエミリーに向かってニッコリ微笑んだ。

			

			「最高のドレスね」

			「ありがとうございます」

			　エミリーは精一杯のお辞儀をした。

			　何度お会いしても心臓がバクバクする。

			　ゆっくり顔を上げると、王妃の優しい青い眼と目が合った。

			　あれ？　リア様に似ている？

			「エミリー、またドレスを頼みたいわ」

			「はい、ありが……」

			「次の予定が入っているから、その次な」

			　仕事を受けようとしたエミリーをリアが止める。

			「お前の建国祭用のドレスとロード国の王女のドレスがあるだろう？」

			「は、はい」

			　そうか。お仕事を依頼された時、いつ頃ドレスが完成するのか言わないとダメなんだ。アンソン公爵夫人のドレスも王妃様のドレスも、どれだけかかってもいいと言われていたから気にしていなかった。

			「リアが贈るの？」

			「建国祭でy-Limeライムのお披露目をするから、店の宣伝になるドレスを作るだけだ」

			

			　リアが支払いをするのだと知った王妃はニッコリと笑った。

			「華々しくデビューね。楽しみだわ」

			　終わったらまた私のドレスをお願いねと王妃に微笑まれたエミリーは、元気に「はい」と答えた。

			　帰りの馬車の中で、エミリーはリアから再び建国祭のドレスの条件を聞いた。店の宣伝になるように、エミリーにしか作れないドレスにすること。特徴的なイリュージョンレースを入れること。

			「前にも言ったが、お前のイメージはピンクの薔ば薇らだ。つぼみが今にも花開きそうなイメージのドレスを着たエミリーとダンスを踊りたい」

			「私、ダンスは公式の場で踊ったことがなくて……」

			「誰とも？」

			「デビュタントは婚約者がいなかったので、誰とも踊らずに帰って……」

			　ダンスに自信がなく、父とも踊らなかった焦あせるエミリーの頬にリアは手を添えた。

			「じゃあ、俺がエミリーの初めての相手だな」

			　ダンスも、それ以外も、とリアがニヤッと笑う。

			　見つめ合い、頬に手を添え、恋愛小説だったら次は口づけ。

			　エミリーの目が期待に揺れる。

			

			「……リア様」

			　ハウルの咳せき払ばらいで我に返ったリアは、慌ててエミリーの頬から手を離した。

			　とんでもないことを期待していた自分にエミリーの身体まで熱くなる。

			　心臓が飛び出そう！　私ったらなんてことを期待していたの！

			　恥ずかしくてリアの方を向けなくなったエミリーは、真っ赤な顔で少し俯うつむきながらコリフィ貿易の事務所に到着するのを待った。

			　事務所に戻ったエミリーは売上の集計を済ませるために一泊し、翌朝スザンヌと材料の買い出しに行った。品ぞろえが豊富で、行くたびに新商品が入っているオルグレン国の手芸店は何時間見ても見飽きない。

			「重いでしょう？　ごめんね、スザンヌ。買い過ぎたわ」

			「平気です。必要な物は遠慮なく買ってください」

			　大きな布も馬車へ運んでくれるスザンヌは、身体つきは細いのに力持ちだ。どこからそんなに力が出るのか本当に不思議だ。

			　たくさんの材料を買い込んだエミリーは、スザンヌとオルグレン国からロード国のミンベル街へ。手芸店で時間を使い過ぎたせいで、すっかり夜になってしまった。

			「この箱にバリウス紹介への定期便の荷物を入れましょう」

			「今月は十着ね」

			

			　コリフィ貿易の事務所から持ってきた箱の前に、エミリーはシンプルなリボンのベビードレスを十着と、商品タグを十枚置いた。先月と同様、ハウルに習った書き方で書類を記入し、スザンヌと枚数を確認しながら箱に詰める。

			「ここに日付を」

			「あ、そうだったわ」

			　書き忘れていた発送日も記入し、箱を閉じれば定期便の準備は完了だ。

			　入れ替わりで届いた荷物には、ベビードレスの売れ残り八着と、商品タグ八枚、そして売上金からバリウス商会の利益を引いた金額が同封されていたと報告するとリアは頷いた。

			「さすがに初回は普通だな」

			　お楽しみは三ヶ月目の返送分だなとリアが笑う。

			「スザンヌ、頼んだぞ」

			「お任せください」

			　エミリーには気づかれないようにと小声で念押しするリアに、スザンヌは深々と頭を下げた。

			
　　　　◇　

			
「ジョン！　会いたかったわ」

			「クロエ？」

			　バリウス商会で店員として働いていたジョンは、もう二度と会うことはないと思っていたクロエが店に現れ驚いた。

			「どうしてここに？　もう会えないって」

			「お父様が結婚を許してくださったの」

			　嬉しいでしょと微笑むクロエに、ジョンは困こん惑わくせずにはいられなかった。

			「子供ができたのよ！　ジョンと私の子！」

			「……は？」

			「四ヶ月なの」

			　まだ膨ふくらんでいないお腹を摩さすりながら、クロエは嬉しそうに微笑む。

			　ジョンは突然の出来事に息を呑のんだ。

			「責任を取るのだろうな」

			　クロエの後ろから現れたのはクロエの父、カールトン男爵。

			　二ヶ月前、「平民なんかに大事な娘を嫁がせるか！」と怒った人物だ。

			　クロエが持ってきたサイン済みの婚姻届は、新しく書かれたもの。以前の婚姻届はカールトン男爵に破られてしまったから。

			

			「今すぐサインしろ」

			「で、ですが、父に一度報告を……」

			「すぐに呼べ」

			　店長が呼びに行き、発言を許されないままジョンは婚姻届にサインをすることに。そのまま教会へ提出すると言われたジョンは顔から血の気が引いた。

			「前の、その、前の妻との離縁届がまだ……」

			「お前に妻はいない」

			　調べたが妻はいなかったと言われたジョンは言葉に詰まった。

			「今日からクロエはお前の妻だ。しっかり面倒見るように」

			「あの、カールトン男爵。お嬢様の面倒を見る代わりに、援助などは……？」

			　もちろんありますよねと尋ねたジョンの父を、カールトン男爵は睨みつけた。

			「うちの娘を結婚前に妊娠させておきながら援助だと？　するわけないだろう。どうしても一緒になりたいと言うクロエの願いを叶えただけだ」

			　カールトン男爵は不機嫌なまま馬車に乗り込み、去っていく。

			「……そんな。なんの役にも立たない娘が息子の嫁になり、さらに子供まで生まれるだと？」

			　ジョンの父は怒りで手が震えた。

			

			「ねぇジョン、どこに荷物を置いたらいい？」

			「えっ？」

			　クロエの持ってきた荷物は荷馬車二台分。

			　ベビードレスがなくなってスッキリしたはずの倉庫は、再びいっぱいになってしまった。

			「新居はどこにする？」

			「あ、いや、その……」

			　ジョンは怒った父の顔色を窺うかがう。

			　せっかくコリフィ貿易との契約を手に入れてバリウス商会に戻れたばかりだというのに。

			「住むところがなくて……」

			「え？　嘘でしょ？　ジョンの家は？」

			「うちは狭いし、両親がいるし……」

			「じゃぁ、新しいところを借りましょ！」

			「いや、借りる金もなくて」

			　ミンベルまでエミリーを探しに行くだけでも日雇いの仕事をしてようやく行けたくらいなのに、新居を借りられるような金などあるはずがない。

			「店長」

			「はい、オーナー」

			

			「お前の部屋を空あけろ」

			「はい？」

			　父の言葉に、店長は困惑の表情を見せた。

			　店長は住み込みの雇われだ。バリウス商会の奥に小さな部屋があり、そこで生活している。朝早くから夜遅くまで。

			「通えということでしょうか？」

			「そうだ」

			「今の仕事をしながら別のところに住むのは無理です」

			　店長は給金をそんなに与えられていない。毎月帳簿を見ていたから店長がどのくらい貰っているかは知っている。さらに王都は家賃が高いので、とてもではないが今の給料では支払えない。ジョンは父と店長の会話を聞きながら、無理だと小さく首を横に振った。

			「今日中に部屋を空けろ」

			「オーナー！」

			「嫌なら辞めろ」

			「そんな……」

			　店長は先代の頃からずっとこのバリウス商会で働いてきた男だ。俺が子供の頃から、店長は店のためにずっと頑張ってきてくれたのに。

			

			　父に反論できない店長が悔しそうに唇を噛みしめている姿を見ていられなくなったジョンは、店番をするという名目で店頭へ逃げた。

			
　そして、少ない荷物をまとめた店長は、誰にも別れの言葉を告げることなくバリウス商会から姿を消した。

			
　　　　◇

			
　小雨が降る中、二ヶ月前に青い簡易ドレスを注文してくれた親子が来店した。

			「注文した青い服、できているかしら」

			「お姉ちゃん、できた？」

			　楽しみにしてくれていた様子に、エミリーも嬉しくなる。

			「はい。こちらで試着できます」

			　y-Limeライムの奥、コリフィ貿易の商談部屋に案内し、青い服を広げたエミリーは少女の背丈に驚く。

			「……背が大きくなりました？」

			「えぇ、そうかもしれないわ。そういえば滞在先で服を何着か買ったわ」

			

			　準備した簡易ドレスはひざ丈で作ったはずなのに、少し短い。

			　着られないわけではないが微妙なサイズだ。

			「お姉ちゃんの服、着られないの？　青くて綺麗なのに」

			　少女の目元にジワリと涙がにじむ。

			　子供は大きくなるという当たり前のことを忘れていた。どうしよう。たった二ヶ月でこんなに成長するなんて！

			　この子を悲しませたままにしたくない。

			　なんとかできないかとエミリーは必死で思案する。

			「すみません、三十分ほどお待ちいただくことは可能でしょうか？」

			「えぇ、大丈夫よ」

			　お辞儀をしたエミリーは急いで商談部屋からミシンへ。親子に紅茶を出してほしいとアンジーに頼み、エミリーはジョーゼットを手に取った。

			　このデザインにしてよかった。短いスカートにジョーゼットの透け感のある布を足せば重くならない。

			　ミシンでギャザーを寄せながら縫い、できあがった物を手縫いでドレスへ縫いつけた。

			「お待たせしました」

			「わぁ！　さっきよりもっとお姫様みたい！」

			

			　少女に着せてから、背中のボタンの位置を調節して仕上げたエミリーの手際のよさに、夫人が感心している。

			「長さが調節可能なので、成長しても侍女が直せばしばらく着られますよ」

			　エミリーがスカートの裏を見せながら説明すると、夫人は嬉しそうに微笑んだ。

			「クマちゃんと一緒！」

			　ドレスの首回りと袖の色が、クマのぬいぐるみのリボンと同じだと喜ぶ少女。

			「あなたに頼んでよかったわ。スカートがチクチクしないので嫌がらない、子供の希望通りの色、そして成長してもしばらく着られるなんて夢のような服ね」

			　少女の着替えを手伝うエミリーを夫人は称賛してくれた。

			「右の脇、内側ですが、ここに黄色と緑のラインが刺繍してあります。この店の商品だという証拠ですので、お手入れの際ほどかないようにご注意ください」

			　エミリーはドレスの内側に刺繍することを決めたy-Limeライムのブランドの証を、この簡易ドレスにも施した。お茶会にギリギリ着ていける程度の簡易ドレスだが、普段着ではなく子供用ドレスの第一号として扱あつかいたかったのだ。

			　万が一ほどけてもドレスには全く影響がないことも加えて説明しながら、エミリーは商品を包む。

			「また寄らせてもらうわ」

			

			「はい。ありがとうございます」

			　にこやかにお客様を見送ったエミリーは、姿が見えなくなった瞬間、その場に崩れ落ちた。

			「よかった……」

			「お嬢様、すごい機転でしたね」

			「一気に大人っぽいデザインになりましたね。調節も私たち侍女でも簡単にできそうでした」

			　今でも心臓がバクバクしていると大げさに胸元を押さえるエミリーを、ラルフとアンジーが顔を見合わせて笑う。

			「子供ってあんなに急に大きくなるのね」

			　そういえばアンソン公爵夫人の孫も、ベビードレスを着ていたと思っていたのに、次に会ったら歩き回るほど成長していた。

			　子供服は注文時のサイズそのまま作ったらダメなんだ。

			　もし、自分にも子供がいたら今日のようなミスはしなかっただろうか。

			　私に子供がいたらという発想をしてしまったエミリーは自じ嘲ちょうした。子供はもう無理なのに、まだそう思ってしまう自分がみじめになってくる。

			　切りっぱなしで放置したジョーゼットを片づけながら、エミリーの胸はチクリと痛んだ。

			

			

「クロエ、箱から商品を出すのを手伝ってくれないか？」

			　コリフィ貿易からバリウス商会に届いた荷物の箱を開けながら、ジョンは店の売り物の椅子に座ってくつろぐクロエに声をかけた。

			「どうして私が？」

			　男爵令嬢よと肩をすくめるクロエの姿に、ジョンは小さく舌打ちする。

			　クレヴァリー伯爵からの援助、アンソン公爵からの契約料をもらえたエミリーの方が何十倍もマシだった。

			　客が来ても無視するのでクロエには店へ出てきてほしくないのだが、部屋に一人でいるのは退屈だと店へ出てきてしまう。さらに、新商品が届くと勝手に使用してしまい、必ず一つは売り物にならなくなる。当然その分の支払いはさせられるし、クロエとの生活は正直もう疲れた。

			「あれ？　タグが一枚少ないな」

			　ジョンはもう一度中身を数え直した。

			　コリフィ貿易から届いたベビードレスの数は十一着、商品タグは十枚だ。

			　やはり数が合わない。

			

			「じゃ、この一着はもらってもバレないってこと？」

			「え？」

			　届いた商品の数量を書こうとしたジョンは、クロエの言葉にペンを止めた。

			「いや、それはさすがに……」

			「だって間違えた向こうが悪いんじゃない」

			　ベビードレス十着、商品タグ十枚。おまけが一着。

			「売れても十パーセントなんでしょ。おまけの一着が売れたら全額もらえるわ」

			　バレないわよと真っ赤な口元を上げるクロエ。

			　少し悩んだ後、ジョンは明細表に商品タグの数量を記載した。

			

「予想通りだな」

			「そうですね」

			　バリウス商会から返送された荷物を見たリアとハウルは、思った通りの結果に笑った。

			　エミリーには内緒で、スザンヌにベビードレスを一着余分に箱へ入れさせたが、まんまとあの男は引っかかってくれた。

			　リアは明細表を手に取りながら「馬鹿な男だ」と嘲笑ちょうしょうした。

			

			「……まさか誤魔化すなんて」

			　リアが手渡した明細表を見たエミリーは愕がく然ぜんとしていた。

			「リア様がせっかくバリウス商会に戻れるようにしてくれたのに、こんな不誠実なことをするなんて」

			　心を入れ替えたのではないかと期待していたと言うエミリーの声は震えている。

			「次はコリフィ貿易の注文品の引き渡しもありますので、来月はもっとすごいことが起こると思いますよ」

			「渡すだけですよね？」

			「そうです。こちらが提示した価格で受け渡しをするだけです」

			　簡単な仕事ですねとハウルに言われたエミリーは、バリウス商会から戻った荷物と明細表を見ながら、想像以上に残念だったジョンの行動に溜息をついていた。

			「エミリー、親子で着るワンピースの販売数は増やせるか？」

			「はい、ワンピースなら作るのにそんなに時間はかからないので」

			「来月からバリウス商会で売りたい。多めに作ってくれ」

			「はい、リア様」

			　リアの指示に従い、エミリーはバリウス商会王都店で販売するワンピースをメインに製作を行っていく。

			

			　ミンベル街よりも多くの人で賑にぎわう王都。

			　事実、バリウス商会に置いたy-Limeライムの商品は飛ぶように売れた。

			　寝る間を惜しんで作るような無理はしなくなったが、エミリーの手はうっかり針で引っかいてしまった傷や手荒れが目立つようになった。それでも黙々と作業するエミリーをリアは壁にもたれながら見守る。

			　裁縫をしているエミリーは、生き生きとしていて楽しそうだ。

			　何不自由なく幸せに暮らすはずだった伯爵令嬢のエミリー。初めて会った日は脅おどすだけのつもりだったのに、必死な目を見ていたら我慢できずに抱いてしまった。

			　一目惚れだなんて簡単な言葉では言い表せないほど溺れている自分に戸と惑まどいながらも、この気持ちはエミリーには言えない。一生誰とも結婚しないと決めたのに、ずっと側にいてほしいと願うなんて俺らしくない。

			「リア様、男の子用のシャツなのですが、ボタンではなくて」

			　甘い香りに引き寄せられ、うっかり抱きしめそうになる。笑った顔も泣いた顔も誰にも見られないように腕の中に隠しておきたい。俺の名前を呼ぶ唇は口づけで塞いでしまいたい。

			「……リア様？」

			「あ、あぁ、ここをもう少し……」

			

			　この感情はマズいだろう。

			　勘のいいハウルが心配した通りになってしまった。結婚をする気がないのならエミリーと距離を置くべきだと言ったあいつの言う通りに。

			　それでも、会わないという選択はできそうにない。

			　リアは再び壁にもたれながら、楽しそうなエミリーを見つめ続けた。

			
　　　　◇

			
「ねぇ、ジョン。お腹空すいたわ」

			　バリウス商会の小さな部屋で、クロエは少しはだけたガウンのままジョンに抱きついた。

			　妊娠六ヶ月を越え少しお腹が目立ち始めたクロエだが、ウエストを締めつけない服をあまり持ってないため、下着の上にガウンを羽織っただけという格好で一日中過ごすことが増えた。

			「まだ帳簿が終わっていないんだ」

			　雇われ店長が来なくなってから放置していた店の帳簿。

			　先ほど支払いが滞っていると商業ギルドから催促があり帳簿の提示を求められたが、父の不在を理由に今日はなんとか断った。

			

			　ずっと放置していた請求書の山。今日中に記載し、明日の朝には支払いの手続きをしなくてはならない。

			「もぉ、そんなの後でいいでしょう？」

			「ダメだ、時間がないんだ」

			「お腹空いたのよ。ねぇ、結婚前に行ったあのお肉が美味しい店に行きましょう？」

			　クロエの行きたいと言っている店は高級レストラン。エミリーにプロポーズする時にも行った店だ。あの時はクレヴァリー伯爵の支払いだったけれど。

			「行けるわけがないだろう。支払いが大変なのに」

			　この大量の請求書の支払いをしなくてはいけないのに、働きもしないクロエをなぜ高級店になど。無理に決まっている。

			「バリウス商会は儲かっているんでしょ？」

			　以前は旅行やダイヤモンドのネックレス、靴だってなんでも買ってくれたのに。最近は服さえ買ってくれない。そろそろワンピースでさえお腹が限界なのにとクロエは不満をあげつらう。

			「今は金がないんだ」

			「そんなわけないでしょ」

			「そもそも、食事だって母さんが作りに来ていたのに、クロエがマズいって言うから」

			

			「しょうがないじゃない！　見たことがない茶色の料理ばかりで、固いパンに、野菜がほとんど入っていないスープ、芋だけを煮たものが料理なの？　あんなもの人が食べる物ではないわ」

			「とにかく今日はこの書類を完成させないといけないんだ。食事には行けない」

			　言い終わるとジョンはすぐ新しい封筒を開ける作業に戻る。

			　クロエはギリッと奥歯を噛みしめた。

			「いつもいい服を着ていたし、食事はいつも高級店だったし。なんでも買ってくれて、伯爵令嬢のモノを奪うっていう快感がたまらなかったけど……。結婚したらこんな狭い部屋に住んで、マズい食事になるなんて聞いてないわよ！　こんな男と結婚するんじゃなかった！」

			　クロエは大きな独り言をつぶやきながら盛大に枕に八つ当たりした後、空腹のままベッドに横になり、不ふ貞て腐くされたまま眠りについた。

			

「お嬢様、バリウス商会の三分の一がy-Limeライムの商品になりましたよ」

			　月に一回、父に報告するため王都へ戻るアンジーとラルフが、いつものようにバリウス商会を偵察してきてくれた。

			

			　ジョンもミンベル街のy-Limeライムで復縁したいと言った時に、一緒にいたアンジーとラルフに対しては警戒心がないのだろう。まるで友人かのように二人に最近の出来事を話してくれるそうだ。

			「私が作っていると知ったら驚くわね」

			　エミリーはふふふと楽しげに笑い、明るい笑顔を見せた。

			　最初にベビードレスを店に置いてほしいと頼んだ時、商売をなんだと思っているんだと怒られた。

			　ねぇ、ジョン。あなたが売っている商品は私が作ったものなのよ。バリウス商会の三分の一は私のためのスペースになっているのよ。

			　知ったらどんな顔をするだろうか？　悔しそうな顔を見られるだろうか？

			　ミンベル街の店は最低限の商品にし、ほとんどの商品をバリウス商会に出荷した。売上の一割をバリウス商会に取られてしまうが、利益は目標額をちゃんと達成できている。

			「あぁ、そういえばバリウス商会に黒髪の、」

			「ラルフ！　なんでしゃべっちゃうの？」

			　声を張り上げたアンジーにラルフはしまったと頭を掻く。

			「……クロエさん、だったかしら」

			　できるだけ平静を装って「その人がどうしたの？」と尋ねる。

			

			　内心は聞きたいような聞きたくないような複雑な心境だけれど。

			「あー、えっと、その、お腹が大きく……」

			「えっ？」

			　店にいたと言われるだろうと予想していたエミリーは、ラルフの言葉に目を見開いた。

			「妊娠六ヶ月だそうです。余計なことをすみません」

			「もう、離縁しているもの。私には、関係……ないわ」

			　そう自分に言い聞かせるように唱えたはずなのに、視界が歪ゆがむのはなぜだろう？

			「……お嬢様」

			「すみません、お嬢様」

			　かける言葉が見つからなかったのか、アンジーとラルフは申し訳なさそうに目を伏せた。

			「大丈夫よ、ちょっとびっくりしただけ」

			　気にしないでと言う声が震えているのだろうなと自分でもわかるほど動揺したまま、エミリーは今日もミシンの前に座った。

			
　　　　◇

			
　翌月もミンベル街のy-Limeライムへ来てくれたリアとハウルは、バリウス商会に卸している商品の明細表を見ながら盛り上がっていた。

			「こんなに見事に計画通りになるとは。本当に商才のない方ですね」

			　ハウルは下がってもいない眼鏡をクイッと上げる。

			「今月は大物の引き渡しだな」

			「えぇ。高価で大きな家具です」

			「大物は置き場に困るはずだ。場所代だと思えば五パーセントでも安いかもしれないな」

			　リアの笑顔が怖いと思うのは気のせいだろうか？

			　エミリーと目が合ったリアはニヤリと口の端を上げた。

			「リア様、周辺国への通告が行き渡りました」

			「そうか。ではそろそろ仕掛けるか」

			　リアとハウルの話に全くついていけず、エミリーは首を傾げる。

			「バリウス商会はきっと商品を取りに来たお客様に『コリフィ貿易に頼まなくても、バリウス商会で他国の商品が注文できますよ』と言うでしょうね。そうすれば売上は全てバリウス商会のモノです」

			　そう言ってにっこり笑うハウル。

			　でも先ほどハウルは『周辺国へ通告』と言っていた。もしかしてバリウス商会が注文を受けても、その商品が手に入らないように周辺国の取引所に連絡した……？

			

			「気づいたか？」

			「そんなことが可能なのですか？」

			　商業ギルドが管理する取引所で他国の商会が取引できないようにするなんて、ただの貿易商にそんな権力があるなんて考えられない。

			「コリフィの依頼品の引き渡しは減らしていく。半年後にはゼロだ」

			「でもお客様が困りませんか？」

			「屋敷まで配達してやるから逆に喜ぶだろう」

			　配達サービス！

			「y-Limeライムの商品の販売も半年後はゼロだ」

			「え？」

			「契約書にそう書いてある。バリウス商会で商品を代行販売するのは十ヶ月間だと」

			　あいつが隅々まで読んだかは知らないがなと言って笑うリアの横から、ハウルが契約書を出してきた。

			　バリウス商会を追い出されたジョンが、泣きついてきた時にサインした契約書。

			　見る必要もないと思っていたし、自分が作ったベビードレスや子供服でジョンが商売しなければいけない状況になっていると思うだけで、少し仕返しできたような気でいたからコリフィ貿易との契約内容はそこまで気にしていなかったが。

			

			「……十ヶ月間と書いてあります」

			　ずっと売り続けることはないと思っていたけれど、少なくとも建国祭まではこの契約が続くと勝手に思っていた。十ヶ月間ということは建国祭の二ヶ月前まで。

			　なぜ？

			　リアとハウルがなんの理由もなく、ただ十ヶ月にするとは考えられない。

			　建国祭で仕返しすることが大前提。なのに、どうして二ヶ月前なのだろう。

			「建国祭の二ヶ月前はバリウス商会から商品が返送されるけれど、こちらからは送らない。ジョンなら、まだ届かないなと思いながら数日様子を見るはず」

			　そうしているうちに建国祭一ヶ月前に。こちらから荷物が送られてこないと店の三分の一のスペースは『がら空き』になる。

			「たとえ五パーセントでもそれなりの収入があったはずなのに、コリフィ貿易からの収入が一気にゼロだ。注文された商品は入荷できないのでバリウス商会の売上もない」

			　それでも店舗や倉庫に維持費がかかる。

			「あっ、建国祭の頃には収入がなくて困り始める！」

			「……答えにたどり着いたようだな」

			「そして建国祭でエミリーさんが華々しくデビューします」

			　王室御用達のドレス店y-Limeライムのオーナーにまで上り詰めたエミリーと、かたや商品さえまともに入荷できないバリウス商会三代目のジョン。

			「せっかくだから、綺麗なドレスを着て王宮の建国祭に参加するエミリーを、アイツにも見せてやりたいな」

			　絶望した顔が見たいと、リアは面白い悪戯いたずらを思いついた子供のように笑った。

			「しかし、また復縁したいと言い出すのでは？」

			　彼には学習能力がなさそうですよねとハウルが肩をすくめた。

			「断るだろう？」

			「当然です！　それに、ジョンには子供が……」

			　黒髪の女性、クロエ・カールトンは妊娠中。建国祭の時にはもう子供が生まれているはずだ。ついうっかり口を滑らせてしまったエミリーは慌てて口を押さえた。

			「……子供？」

			「先月、妊娠六ヶ月くらいだとアンジーが教えてくれました」

			「なんで俺に言わなかった？」

			　寂しそうに笑って言ったエミリーを、リアはグイっと引き寄せる。

			「……もう離縁して、……関係がない、人、だし……」

			　もう平気だと思ったのに、リアの男らしい香りに包まれたら急に涙が溢あふれるのはなぜだろうか。

			

			「馬鹿だな、無理するな」

			　エミリーをソファーに誘導し、抱えて座るリア。

			　空気を読んだのかハウルはスッと部屋から姿を消した。

			　静かな部屋に時計の針の音が響く。

			　私に子供ができる日はもう来ない。それなのにジョンには子供が生まれて、男爵令嬢と子供と幸せな家庭を築くのだ。私がもう手に入れることができないものを、ずっと欲しいと思っていた子供を、あっさりジョンが手に入れてしまうなんて。

			　声も出せずに泣くエミリーをリアは抱きしめ続けてくれた。

			「……タオルがいるな」

			　まぁ、これでいいかとソファーに置いてあったブランケットを手た繰ぐり寄せたリアが、エミリーの頭にふわっとブランケットをかける。

			　泣き顔を見られないようにと気を遣ってくれたのだろう。ツラい気持ちも、不安な気持ちも、悔しい気持ちもリアは全部優しく受け止めてくれる。

			　ずっとこの腕に助けてもらってきたけれど、建国祭でジョンに復讐を果たしたら、もうリア様には会えなくなるのだろうか？

			「どうした？」

			　少しこわばった身体に気づいたリアは、ブランケット越しにエミリーの背中をポンポンと叩く。まるで小さい子をあやしているかのようなリアの仕草に、エミリーの胸はチクッと痛んだ。

			　リア様にとって私は手がかかる子供？　後見人になってほしいとお願いした時に抱かれたけれど、あれから一度もそんな雰囲気になることはなかった。

			　あぁ、この感情は持ってはいけない。

			『リア様とは結婚できません。想いを寄せないようご忠告します』

			　以前、ハウルに言われた言葉。

			　今になってようやくその意味がわかるなんて。

			　リア様に女性として見られたい。優しい青い眼に、情熱的に見つめられたい。見つめ合って、口づけを交わして、腕の中に閉じ込められたい。

			　どうしよう。ジョンはただ隣にいて笑ってくれたらそれでよかったのに、リア様にはもっと触れてほしいと思ってしまうなんて。

			　リア様とは結婚できない。つまり奥様か婚約者がいるということ。それなのにこんな感情を持って接するなんて迷惑になる。私がジョンに裏切られた気持ちを、リア様の奥様に味わわせるわけにはいかないのに。

			「エミリー？」

			　どうしよう。さっきよりも涙が溢れて止まらない。リア様への気持ちは綺麗さっぱり忘れなくてはいけない。建国祭が終わったら、もう会ってはいけない。会わなければこれ以上、何かを望むこともない。

			　リアは何も聞かずに、ブランケットごとエミリーが泣き止むまで抱きしめ続けてくれた。

			
　　　　◇

			
「もう我慢できないわ！」

			　バリウス商会の事務所の小さな部屋で、妊婦のクロエは机の上の請求書を叩き落とした。

			　ジョンと結婚すれば、珍しい異国の商品や綺麗な商品を誰よりも早く目にし、誰よりも早く身に着け、社交界で宣伝して優越感に浸ひたれると思っていたのに。男爵邸のエントランスよりも狭い部屋、とても人の食事だと思えないような質素な食べ物、お小遣いもなし、服もまともに買ってもらえない。

			「こんな生活だと知っていたら、結婚なんてしなかった」

			　妊娠さえしなければ！

			　クロエは今の体型でも唯一着られるワンピースに着替え、カバンに荷物を詰めた。

			　その辺にあった請求書に「離縁」と書き、倉庫の鍵を持つ。ジョンが店舗で接客している間に、クロエはバリウス商会の裏口から姿を消した。

			

			「え？　配送料？」

			　配送料の請求書を馴染みの業者から手渡されたジョンは首を傾げた。

			「倉庫からカールトン男爵邸まで、荷物を三十七箱？」

			　あまりの金額の多さにジョンの背中に冷や汗が流れる。

			「クロエ！」

			　慌てて奥の部屋へ行ったジョンは呆ぼう然ぜんとした。

			　散乱した書類、未払いの請求書に大きく書かれた「離縁」の文字。

			「……なんなんだよ、くそっ」

			　勝手に押しかけてきたくせに。

			　最低な女だとジョンは思い切り顔をしかめた。

			
　　　　◇

			
「やっと決心したの？」

			　遅過ぎるわとオルグレン王妃は扇子をパチンと閉じ、リアにやや呆れた視線を向けた。

			「初めてここに連れて来た時も、ずっと彼女に熱い視線を送っていたくせに」

			「そうか。それは見たかったな」

			

			　リアを揶揄った後、国王は真剣な表情に変わる。

			「王位継承権が面倒になるから一生誰とも結婚しないと言っていたのに、急にどうしたんだ？」

			　子供でもできたのかと心配するオルグレン国王に、リアは苦笑した。

			「子供はまだいないが、産ませたい」

			　エミリーにはいつか子供とおそろいの服が着たいという夢がある。店が軌道に乗ったら子供だけ作ってくれる人を紹介してくれないかと頼まれたと、困惑したハウルが話してくれた。

			「産ませたいって、あなたは女性をなんだと思っているの！」

			「継承権はいらない。どうせ今でも四番目だし、何かを企たくらんでいるわけじゃない」

			　それだけは誓うと言うリアに、国王も王妃も溜息をついた。

			「彼女が、子供を望んでいるんだ」

			「それはどちらのあなたとの子を望んでいるの？　貿易商？　それとも王子？」

			　王妃の質問にリアは返答に困った。

			　エミリーは自分が王子だということを知らない。貿易商のリアのことはどう思っているのだろうか？

			「……どちらも望まれていない」

			

			「おい、どういうことだ？」

			　意味のわからないリアの言葉に国王が顔をしかめる。

			「彼女はいつか子供が欲しいと言っているが、俺をその父親として望んでいるわけじゃない」

			「つまりあなたと恋仲でもなく、誰でもいいから子供を作りたいと言われたってこと？」

			　真面目な子で、とてもそんな子には見えなかったわと王妃は国王に説明する。

			「ハウルが相手を紹介してほしいと頼まれたんだ」

			「それでなぜお前になるんだ？」

			「それは……」

			　エミリーを他の男に触れさせたくないから。あの笑顔を俺以外に向けてほしくないから。抱きしめて口づけしたい衝動を抑えたことは何度もある。泣き顔もたまらないし、泣くのを我慢しながら見上げてくる目は、誰にも見せたくないくらいに劣情をそそられた。エミリーのあの目を見て、何度押し倒しそうになったことか。

			　だがそんなことをして嫌われたくない。

			　だからできるだけ触れないように、好きだなんて絶対言わないように気持ちを封じてきた。でももう黙って見守り続けるなど耐えられない。

			「あのね、リア。政略結婚じゃないのだから、相手の気持ちも考えないとダメなのよ？」

			

			「わかってる」

			「いいえ、わかっていないわ。あの子はあなたのこと、好きなの？」

			　王妃に当たり前の質問をされたリアは、返答に詰まってしまった。

			　出会いはおそらくエミリーにとって最悪だっただろう。合意の上とはいえ、見知らぬ男に純潔を奪われたのだ。きっと怖かったに違いない。

			　元夫に子供ができたと知り、泣いていた。復縁はしないと言っていたが、エミリーは実はまだ元夫が好きなのかもしれない。

			「結婚することを反対はしない。だが、相手からいい返事がもらえてから二人で報告に来なさい」

			「あら、そんな簡単に許していいんですの？」

			「王子だから同格の相手と結婚しなければいけないという規定はどこにもない。王位継承権の揉め事回避のために結婚を辞退しろと言うつもりもない。だが、まずは相手に想いを伝えるところからだな」

			　先は長そうだと笑う国王の懐の深さに、リアは深々とお辞儀した。

			「実はもう一つお願いが」

			「あらあら、今日は珍しく欲張るのね」

			　王妃の揶揄いにも負けず、リアは自分ではどうにもできない頼みごとを打ち明ける。

			

			「ロード国の建国祭で？」

			　そこでy-Limeライムのお披露目を含め、いろいろやりたいことがあると言う息子ウィリアムのとんでもないお願いに、国王と王妃は頭を抱えながらもロード国に頼んでおくと承諾したのだった。

			
　　　　◇

			
「建国祭の招待状！」

			　ジョンは父に見せられた立派な封筒に目を輝かせた。

			　国賓や貴族しか参加できない建国祭。平民には縁のないイベントだが、素晴らしい功績を挙げた者や話題の人物が特別招待されることがある。

			「どうしてうちに」

			「コリフィ貿易と縁を結び、外交に大きく貢献したからだそうだ」

			　父は招待状に添えられた紙を広げ、ジョンに見せた。

			「はははっ、今更だが、エミリーは本当に役に立つ女だった」

			　父は機嫌よく高笑いをしている。

			　エミリーのベビードレスがアンソン公爵夫人の目に留まり、ドレスを作ったことがきっかけでコリフィ貿易から引き抜かれ、いろいろあったが最終的にはコリフィ貿易と提携したことで建国祭にも招待された。

			「バリウス商会はこれで王室御用達だ！　ジョンも建国祭用の服を仕立てないとな」

			「俺も？」

			「二名招待だ。ワシとお前に決まっているだろ」

			　建国祭に来た貴族たちに二人で宣伝すれば効率がいい。役に立たない妻を連れて行くより、将来のことを考えれば絶対に同伴者は息子の方がいいということらしい。

			「これでバリウス商会も安泰だ！」

			　ワハハと上機嫌に笑う父。

			　ここ最近散々なことばかりだったが、ようやくツキが回ってきたようだ。

			　ジョンは建国祭の招待状を見ながら嬉しそうに笑った。

			

			第六章　建国祭

			　y-Limeライムの店はミンベルを訪おとずれた観光客が小物を買い、別荘へ行く貴族が子供服を買うために寄る店として賑にぎわうようになった。

			　以前買ってくれたお客様からいただいた要望を取り入れた商品を発売すると、あっという間に売り切れたり、以前ワンピースを買ってくれた親子が「成長して着られなくなったから」と新しいワンピースを購入しに来てくれたり、顔馴染みのお客様ができてきた。

			　季節は巡り、あっという間に三月。

			　バリウス商会への定期便は今月からなくなり、コリフィ貿易の代理受け渡しの小物数点のみ。これでバリウス商会との契約は終わりだ。

			「エミリー、二十歳の誕生日おめでとう」

			　いつものようにコリフィ貿易の事務所で売上の報告を終えたエミリーは、リアの不意打ちに目を見開いた。

			　目の前にはホールケーキ。エミリーが好きないちごのケーキだ。

			

			「リ、リア様、どうして」

			　自分の誕生日をリアに告げたことはないのに、どうして？

			　エミリーの左手の手首にひんやりとした物が触れる。

			「……リア様、これ」

			　先ほどまで何もなかった手首には、薔ば薇らのチャームが可か愛わいらしいブレスレットが着いていた。薔薇の左右にはピンクの石。

			「……素敵」

			　完全に自分好みのブレスレットだが、こんなに高価そうな物をもらっていいのだろうか？

			「気軽に身に着けろ」

			　エミリーの心を読んだかのようなタイミングで告げられたリアの言葉に、エミリーは「大切にします」と微笑んだ。

			「それと、建国祭の二ヶ月前には実家に戻れ」

			「どうしてですか？」

			「ロード国の王女にドレスを届けないと王女が不安になるぞ。それにエミリーのドレスはまだ仕上がっていないだろう？」

			　ギリギリじゃないのか？　と指摘されたエミリーは、どうしてバレたのだろうと目を泳がせた。

			「お前の父親も、アンソン公爵夫人も会いたがっているからな。店のことはいいから、実家に戻って自分のドレスをしっかり仕上げろ」

			　リアはアンソン公爵夫人からの手紙をエミリーに手渡すと、エミリーの寝不足で疲れの見える目元にそっと触れた。

			「ちゃんと寝ないとダメだぞ」

			「は、はい、リア様」

			　リア様は、さりげなく気遣ってもらった私が勘違いするなんて考えたこともないだろう。もしかしたらリア様は私を好きなんじゃないかと、そんな自分勝手で都合のいい妄想を繰り広げてしまうくらいこの想いをどうすることもできなくなっているのに。

			　誕生日の贈り物までもらって、こんなに優しくしてもらったら、舞い上がるに決まっている。こういうことも見越して、以前ハウルは「思いを寄せるな」と警告してくれたのかもしれない。

			「でも、お店を二ヶ月も閉めたらお客様が困りませんか？」

			「あぁ、大丈夫だ。ラルフとアンジーが開ける」

			　もう話はついていると言うリアにエミリーは驚いた。

			　いつの間にそんな話を？

			

			「バリウス商会にはもう商品も送らないですし、大丈夫でしょう」

			　在庫リストを見ながらハウルもこれだけあれば数ヶ月は大丈夫だと頷うなずく。

			「建国祭で会おう」

			「はい、リア様」

			　ドレスの完成を楽しみにしていると微笑むリアの青い眼に、エミリーの胸がトクンと高鳴る。

			　リア様が驚くような美しいドレスに仕上げたい。そのドレスを着た私に「綺き麗れいだよ」と言ってほしい。リア様とダンスも踊りたい。実家に戻ったら、ダンスの先生にお願いして、もう一度基礎から教えてもらおう。

			　ジョンに復讐し終わったら、最高のドレスでリア様と夢のようなダンスを踊って、一生の思い出にしよう。

			　そしてこの気持ちに区切りを。

			「リア様、私とダンスを踊ってくださいね」

			「あぁ、何曲でも踊ってやる」

			　婚約者でも二曲しか踊らないのに「何曲でも」なんて。エミリーはリアの冗談にふふっと上機嫌に笑った。

			
　　　　◇

			
　ミンベルの店をアンジーとラルフに任せたエミリーは、一年ぶりに王都に戻った。

			　ジョンと結婚してからは別邸で暮らしていたので、実家の自分の部屋で寝食をするのは三年ぶりだ。別邸にいた侍女は誰も残っておらず、エミリーの世話は本邸の侍女長と侍女ベスがしてくれることになった。父は鍵がかかる部屋を一部屋空あけ、エミリーの作業用にミシンや棚を置いてくれた。

			「お嬢様、どんなドレスなのかこっそり教えてくださいよ」

			「まだ内緒。ベス、誰に聞いてこいって言われたの？」

			「旦那様です！」

			　年が近い侍女のベスとエミリーはすぐに打ち解けた。ミンベル街の店にはアンジーがいたけれど、自分でできることはできるだけ自分でやっていたので、久しぶりに伯爵令嬢扱あつかいをされると変な感じがした。たった一年王都にいなかっただけなのに。

			　エミリーは朝から夕方まで鍵がかかる部屋で自分のドレスを縫った。開きかけの薔薇のつぼみのように丸く膨らんだスカートに、花びらのようなドレープを付けて。色が重なり過ぎないようにバランスも見ながら丁寧に縫いつけていく。

			「……綺麗だと、言ってもらえるかしら」

			

			　リア様に。

			　子供扱いではなく、レディーとしてダンスを申し込まれたい。

			　エミリーは左手首に着けているブレスレットをそっと撫なでる。

			「あ！　もうすぐアンソン公爵夫人と約束した時間だわ！」

			　エミリーは作りかけのドレスを片づけると、ベスを呼び、急いで身支度を整えた。

			　久しぶりに訪れたアンソン公爵邸は、エントランスの大きな花瓶が変わっていた。廊下に飾られていた絵も新しくモダンな絵に。けれど至るところに花があり、明るく華やかな雰囲気は変わっていなかった。

			「おかえり、エミリー。会いたかったわ」

			「ご無沙汰しております。アンソン公爵夫人」

			　そして孫のセシリアちゃんの弟、セドリックくんはいつの間にかもう八ヶ月。寝返りもうち、掴まり立ちする年齢になっていたことにエミリーは驚いた。

			「y-Limeライムを開店した時に買っていただいたベビードレスは、セドリックくん用でしたよね」

			「そうね。セシリアもセドリックも大きくなったわ。あなたも成長したわね」

			　ジョンが別邸にベビードレスを忘れて、バリウス商会に届けた時に出会ったアンソン公爵夫人。あの日、アンソン公爵夫人に出会えたおかげで、ドレス作りからお店を持つところまで進むことができた。

			「アンソン公爵夫人にはどれだけ感謝しても足りないくらい助けていただいて」

			　目頭が熱くなったエミリーは慌あわてて手で押さえる。

			「本当にありがとうございます」

			　ふわっと花開くように明るく微笑んだエミリーに、アンソン公爵夫人も優しく微笑みを返してくれた。

			「以前作ったアンソン公爵夫人のドレスにy-Limeライムの刺し繍しゅうを入れさせてもらえませんか？　ブランドの証として」

			「もちろんいいわよ」

			「オルグレン国の王妃様のドレスにも、今度お渡しするキャシー様のドレスにも入れさせてもらったんです」

			　久しぶりに食べる見習い菓子職人のクッキーは、以前よりサクサク感がアップしていて美味しくなっていた。

			「あ、もう見習いじゃなくてね、自分の店を持ったのよ」

			　成長したでしょう？　と笑うアンソン公爵夫人の言葉に「美味しいです」とエミリーは頷きながら、店の場所を教えてもらった。

			　家令が持ってきた夫人のドレスの内側に黄色と緑の刺繍を入れる。

			

			「この刺繍があるものが『本物』なのね」

			「はい。赤と黒のドレスにはこの刺繍はありません」

			　ジョンに頼まれて作ったセクシーな赤と黒のドレス。そのドレスだけはy-Limeライム製とは認めない。

			　絶対に。

			「リア様が考えたの？」

			「ヒントはリア様からいただいたのですが、まだ言っていなくて」

			　そういえば、言い忘れていた。オルグレン国王妃のドレスを納品した時にも言うチャンスはあったのに、王妃様にお会いすることに緊張し過ぎて伝えるのを忘れてしまっていた。

			　怒られるでしょうかと不安そうに尋ねたエミリーを、アンソン公爵夫人は笑った。

			「褒めてくれると思うわ」

			「そう……でしょうか？」

			「えぇ。すごい成長よ、エミリー」

			　アンソン公爵夫人に褒められたエミリーは、よかったとホッと胸を撫で下ろした。

			

　数日後、アンソン公爵夫人と王宮を訪たずねたエミリーは、キャサリン王女にドレスを納品した。

			　キャサリン王女のデビュタントドレスは真っ白なドレス。

			　肩から腕までできるだけ多くの場所を大きめの薔薇のイリュージョンレースで仕上げ大人っぽくセクシーに。ウエストから下はチュールレースをメインにしながらサテンでフリルを左から右に流れるように施し、オーガンジーで後ろを長くしたアシンメトリーに。

			　そして全体が重くならないようにレース付きのチュールで広がりを持たせたデザインにした。

			「よくお似合いです、キャサリン王女」

			　着替えたキャサリン王女の姿に、アンソン公爵夫人の感嘆の声が漏れた。

			「軽いわ、このドレス！」

			　他のドレスの半分くらいの重さだと王女は喜ぶ。

			「素敵！　可愛くて軽くて着心地がいいわ！」

			　最高ね！　と鏡の前でくるっと回った王女はエミリーの手を取った。

			「天才ね、エミリー！」

			「ありがとうございます、キャシー様」

			　王女は腕の刺繍を指でなぞりながら綺麗ねと微笑む。

			「キャサリン王女、その刺繍もエミリーが施したんですよ」

			

			「え？　この刺繍も？　すごすぎるわ」

			　だって背中も全部これなのよ？　と鏡で確認する王女の可愛らしい姿にエミリーは胸が温かくなった。

			「今度の建国祭でy-Limeライムのお披露目をするんでしょう？　思いっきり宣伝するわ！」

			「キャサリン王女はおしとやかになさってください。デビュタントを迎えた王女を一目見ようと、他国から王子がたくさんお見えになりますから」

			　第一印象が肝心ですよとアンソン公爵夫人に言われた王女は、「はぁい」と口を尖とがらせた。

			　着替え終わった王女とソファーに座りながら、エミリーはミンベル街での生活や店の様子をたくさん報告した。生まれたばかりの甥に贈りたいと依頼されていたベビードレスをテーブルに置くと、ドレスの小ささに王女は驚いていた。

			「オレンジと青と、あっ！　エミリー、別のリボンって付けられる？」

			「裁縫セットがあるので大丈夫です。何色の……」

			「アレ持ってきて！」

			　キャサリン王女の指示で侍女が持ってきたのは青色のリボン。

			　王家の三本の剣のマークがついた特別なリボンだ。

			「このリボン、お兄様の子に相応ふさわしいでしょ！」

			

			「こんなすごいリボン、緊張します」

			　王家のマークがよく見えるように位置を整え、ベビードレスに付ける。

			「私の贈り物が絶対一番だわ！」

			　キャサリン王女は完成したベビードレスを眺めながら上機嫌で微笑んだ。

			
　　　　◇

			
「なんで荷物が来ないんだ？」

			　商品が少なくなったバリウス商会の店内で、ジョンは眉み間けんにシワを寄せた。先月、売れ残った商品をコリフィ貿易に返送したのに、次の商品が何も届かない。

			　なぜだ？

			「あぁ、ダメだ。買えなかった」

			　ジョンの父は、バリウス商会はお断りと書かれた手紙を広げながら溜息をついた。

			「クラマ国から仕入れたかったテーブルが入荷できなかった」

			「注文品の？」

			「あぁ。出荷できないと」

			「なぜ？」

			

			　以前は有名な職人のテーブルなど気軽に入手できたのに。売れ残りのテーブルを別邸に買い取らせるくらい簡単に買えたものがどうして入荷できないのか。

			「ミルス国からも断られた！」

			　手紙をグチャッと握り潰しながら、父は額に青筋を立てている。

			「え？　ミルス国も？　商業ギルドで何かあったのか聞いてくる」

			　ジョンはクラマ国とグチャグチャになったミルス国からの手紙を握りしめて、商業ギルドへ走った。

			「……通告？」

			　商業ギルドを訪ねたジョンは、知らされた予想外の内容に驚いた。

			『バリウス商会との取引時は要注意』

			　コリフィ貿易から周辺国に出された通告。

			「……は？　なんだよ、これ」

			　ジョンは通告の詳細を受け取ると、奥歯をギリッと鳴らした。

			『コリフィ貿易のドレス部門y-Limeライムの商品の数量を誤魔化し、不当に利益を得た』

			『コリフィ貿易が権利を持つベビードレスの類似品（宝石が付いた商品）を許可なく販売した』

			『コリフィ貿易の商品受け渡し代行業務で、正規の価格に上乗せしお客様に損害を与えた』

			　日付とリスト、不当な金額が集計された一覧表を持つジョンの手が震えた。

			「そうだ、確かベビードレスとタグの数が合わなかったんだ」

			　一着余分に入っていて、売ればそのまま儲けだとクロエが言った。受取の数にタグの数を書いただけ。

			「間違えたのはy-Limeライムの方じゃないか。それなのにうちを悪者にするなんて！　商品の受け渡しだってうちの店内スペースを使用しているのだから不当じゃない！」

			　宝石の付いたベビードレスだってもともとはうちの製品だ。

			「たまたま倉庫から渡し忘れた在庫が一箱出てきたから店に並べただけだ！」

			　ジョンは商業ギルドの受付カウンターをバンッと叩きながら説明する。

			「通告の撤回はコリフィ貿易しかできません」

			　抗議文なら出せますと言われたジョンは、その場ですぐに抗議文を提出した。

			　そうだ。もうすぐ建国祭。建国祭でアンソン公爵を探して、周辺国の知り合いにバリウス商会へ商品を出荷するように働きかけてもらおう。すぐにミンベルのコリフィ貿易のドレス店へ行って事情を説明し、代表に会わせてもらって通告の撤回を求めなければ。

			「くそっ、なんでこんなことに」

			　元はといえばクロエがバレないって言うから！

			

			　子供ができたからって押しかけてきて、贅沢できないとわかったら出て行って。そういえば子供はもう生まれているはずだ。

			　生まれたことも知らせてこないなんて！

			　ジョンは通告書を受付に突き返すと、急いでバリウス商会に戻り、父に状況を説明した。

			「まずはコリフィ貿易に手紙を出そう」

			　ミンベルに行き、その後オルグレン国のコリフィ貿易へ行くと言ったジョンを父は止めた。

			　建国祭までもう二ヶ月もない。今はコリフィ貿易を訪ねていくよりも、注文してくれた貴族に商品入荷が遅れていると説明する方が先だと言う父の意見にジョンは頷いた。

			「ミルス国がダメなら、その向こうのハグール国を経由して入荷できないか聞いてみろ」

			「クラマ国の家具もハグール国に聞いてみます」

			　ジョンはハグール国に送る注文書を作成し、父は貴族たちへ謝罪に向かった。

			

　キャサリン王女にドレスを納品し、自分のドレスも完成させたエミリーは、新商品を思いつき慌ててデザインを描き起こしたり、子供用の新作ドレスを作ったり、ダンスのレッスン、マナーの覚え直しを行い、充実した日々を過ごしていた。

			

			「エミリー、建国祭の前に話しておきたいことがある」

			「なんですか？　お父様」

			　リビングのソファーに腰掛け、珍しく真剣な表情の父にエミリーは読んでいた本をパタンと閉じる。

			「ずっとエミリーに言えなかったことがある」

			　父は胸元から折り畳まれた書類を出し、エミリーの近くにあるテーブルに広げて置くと、「すまない」と頭を下げた。

			「……え？」

			　目の前にあるのはジョンとの婚姻届と離縁届。教会に提出するもので、ここにあるはずがない書類が目の前に置かれた状況にエミリーは困こん惑わくした。

			「お父様、これはどういうこと？」

			　書類二枚を手に取ったエミリーは自分のサインが入っていることを確認する。これは自分の筆跡に間違いない。ここに結婚式の日に署名した婚姻届と、ミンベルの店で署名した離縁届があるということは。

			「……私とジョンは結婚していなかったの？」

			　結婚式をしたのに。

			　別邸でジョンと一緒に住んでいたのに。

			

			「あぁ。エミリーはクレヴァリー家の娘のままだ」

			　エミリーのためを思ってしたことだったが、結果的にはエミリーを苦しめる結果になってしまったと表情をこわばらせながら、父は膝上の手をグッと握った。

			　バリウス商会へ援助することを見返りに、ジョンから三年間の契約結婚を持ちかけられたこと、平民と結婚させるつもりはなかったこと。

			「三年以内に平民の生活は想像より大変だと気づき、エミリーの熱が冷めると思った」

			　国外で条件のいい貴族の男性を探し、今度こそ良縁を結んで嫁とつがせようと思っていたと言う父に、エミリーは信じられないと首を横に振った。

			「だからジョンはお父様に認められていないと……」

			　三年間は父に試されていると言っていたジョン。試されていたのではなく、三年契約だったということだ。

			「じゃぁ、ジョンが私と結婚したのは」

			「援助のためだ。バリウス商会は負債を抱えていた」

			「私に優しかったのは……」

			「……すまない」

			　父の切実な声にエミリーの視界は歪ゆがんだ。

			　身分違いの大恋愛の末、父を説得して結婚したはずだった。でも結婚していないどころか、ただの自分の片想いだったのだ。ちょっと優しくされただけで舞い上がり、結婚式をして一緒に住んだだけで結婚したと思い込んでいたなんて、私はなんて子供だったのだろう。

			「……私が誰にも相手にされなかったから」

			　裁縫が好きなせいで何人も縁談を断られた。二人きりの茶会をしても次の約束はなかった。ミシンの使い方を教えてくれたジョンだけは何度会っても優しかった。それが援助のための演技だとも知らずに、浮かれていた馬鹿な自分が恥ずかしい。

			「すまない、エミリー。あんな男にエミリーを任せなければよかった。契約結婚のことをずっと隠していてすまない」

			　エミリーが契約結婚だと気づかないように、教会で結婚式もした。

			　ジョンが浮気した時に話そうかと思ったが、やめた。ジョンと結婚したが上手くいかず、次の人と幸せになったと思ってほしいと。

			　もちろん次の相手にはエミリーが初婚だと伝える予定だったと父は言った。

			「どうして今更」

			「リア様が建国祭までに真実をエミリーに話してほしいと」

			「リア様？」

			　急に出てきたリアの名前にエミリーが首を傾げる。

			

			　意味がわからない。

			　ジョンと契約結婚だったことをリア様がどうして知っているの？

			「建国祭でy-Limeライムのお披露目をした後、ダンスを申し込みたいとリア様から手紙をいただいた」

			「私も約束しているけれど？」

			　わざわざ手紙？　ダンスを踊ってくれると約束したのに？

			　リア様は結婚できない人。本当はダンスを踊ってはいけないとか？

			　ううん、奥様がいたら独身でも既婚でも、夫が他の女性とダンスをするのは嫌がるだろう。

			　やっぱり意味がわからない。

			「エミリーがどんな選択をしても、私は応援するよ」

			　ますます意味のわからない父の言葉に、エミリーは首を傾げるしかなかった。

			

　建国祭当日は天気に恵まれ、街中が賑やかにお祝いムードに包まれていた。

			　鳴り止まない音楽、いつもより少し着飾った街の人々。

			　道にもたくさんの店が出店され、楽しそうな人々をエミリーは馬車から眺めた。

			

			「エミリー、綺麗だよ」

			「ありがとう、お父様」

			　こんな綺麗な娘をエスコートできて幸せだと喜ぶ父に、エミリーは大げさだと笑った。

			「リア様からいただいたネックレスとイヤリングもよく似合っている」

			　揺れるピンクダイヤモンドのイヤリングは少しくすぐったい。

			　ネックレスもピンクダイヤモンド。二つとも大きさは違うが薔薇のチャームがあしらわれ、誕生日にもらったブレスレットとおそろいなのだとすぐにわかった。

			　絶対高価な商品だと思うけれど、同封されていた「y-Limeライムの宣伝のためだ」と書かれたメッセージカードを見たら受け取らないわけにはいかなかった。

			　父のエスコートで会場入り。キラキラした会場に来るのはデビュタント以来だ。

			　この後国王陛下や来賓が入場して、建国祭の開催を宣言し、今年の勲章受章や表彰、その後キャサリン王女のデビュタント報告でy-Limeライムの話題になって呼ばれる予定だ。

			　まだまだ時間はあるのに、すでに緊張で口から心臓が飛び出しそうだ。

			　早くリア様に会って落ち着きたい。

			「素敵なドレスね、エミリー」

			「ごきげんよう。アンソン公爵、公爵夫人」

			　エミリーはドレスのスカートを摘つまみ、久しぶりに貴族令嬢の挨あい拶さつをした。

			

			「まるで薔薇のつぼみだね」

			「薔薇の妖精のようでしょう？」

			　アンソン公爵を相手に親馬鹿ぶりを発揮する父。

			　うちは伯爵。普通ならアンソン公爵にはなかなか話しかけられない立場なのに、父の事業も助けてくれているのだと昨日聞いた。

			　y-Limeライムもアンソン公爵と公爵夫人にたくさん宣伝してもらったおかげで最近はクラマ国だけでなくミルス国、ハグール国のお客様も訪れるようになった。本当にアンソン公爵夫妻にはどれだけ感謝しても足りない。

			「アンソン公爵！　少し話しをさせて……エミリー？」

			　聞き覚えのある声に名前を呼ばれたエミリーは、ゆっくりと振り返った。

			「ジョン？」

			　どうして貴族ではないのにジョンがここに？

			　今日の身なりはまるで貴族子息のようだ。

			　どういうこと？　どうしてジョンがここにいるの？

			　動きが固まったエミリーを父は背中に隠す。すぐにジョンからエミリーの姿は見えなくなった。

			「エミリー、化粧室に行きましょう」

			

			「は、はい。アンソン公爵夫人」

			　アンソン公爵夫人が慌ててその場から連れ出してくれる。

			「エミリー、待って」

			「私に用事ではなかったのかな？」

			　追いかけてこようとするジョンをアンソン公爵が引き留めてくれたのを横目に、エミリーはその場から離れた。

			「どうしてジョンがここに……」

			「リア様が招待したのよ」

			　聞いていないかしらと言うアンソン公爵夫人。

			　そういえばいつだったか『せっかくだから、綺麗なドレスを着て王宮の建国祭に参加するエミリーをアイツにも見せてやりたいな』と言っていた気がする。

			「招待できるなんて……一体どういうこと？」

			　建国祭は国の行事。招待客を他国の貿易商が自由に増やせるものではない。

			「……何も聞いていないのね」

			　アンソン公爵夫人は、困惑するエミリーを心配そうに見つめた。

			「ごきげんよう、アンソン公爵夫人。その可愛らしいお嬢さんはどなた？」

			「あら、マーリン公爵夫人」

			

			　声をかけられたアンソン公爵夫人は優雅な笑顔で振り向いた。

			「この子はクレヴァリー伯爵令嬢のエミリーよ」

			　アンソン公爵夫人にそっと背中を押された、エミリーは礼をする。

			　ふわっとドレスのスカートが揺れ、軽やかに裾すそが広がった。

			「素敵なドレスね。どこの店のドレスかしら」

			「オルグレン国のドレス店です」

			　リアと練習した通りの回答をし、エミリーは貴族令嬢らしく控え目に笑う。

			「私のこの青いドレスも一緒なのよ」

			「えっ！」

			　今まで誰が聞いても教えてくれなかったアンソン公爵夫人のドレスの店。

			　マーリン公爵夫人は目を見開いた。

			「それでそのドレス店の名前は？」

			「コリフィ貿易のドレス部門y-Limeライムです」

			　コリフィ貿易は知っているが、ドレス部門があるなんて知らなかった。でも商品は間違いなく素晴らしいもの。

			　マーリン公爵夫人の目が輝く。

			「キャサリン王女のデビュタントドレスもその店のものなのよ」

			

			　扇子を広げながらにっこり微笑むアンソン公爵夫人に、マーリン公爵夫人は「えぇっ！」と思わず大きな声を出した。

			「y-Limeライムのドレスはね、右脇の下に黄色と緑の刺繍があるの。それが本物の証よ」

			「見ればすぐにわかるかしら？」

			「こちらが同じ刺繍です」

			　エミリーはブランドの証を刺繍したハンカチを取り出した。

			「黄色と緑でyなのね。わかったわ！　ありがとう」

			「ではまたね、マーリン公爵夫人。エミリー、行きましょう」

			「はい」

			　ハンカチを胸元にしまいエミリーがお辞儀をする。

			　エミリーとアンソン公爵夫人が離れると、すぐにマーリン公爵夫人は多くの夫人たちに囲まれた。

			　先ほど大きな声を出してしまったせいで、みんなの注目を集めてしまったのだろう。マーリン公爵夫人は、みんなにアンソン公爵夫人のドレスの店がやっとわかったと話すに違いない。刺繍があるのが本物だという情報まで。

			「ふふっ。一番いい人に話せたわ」

			　マーリン公爵夫人はスピーカーなのよとアンソン公爵夫人が笑う。

			

			　アンソン公爵夫人は次々と呼び止められ、いろんな話題に花を咲かせる。あのクラマ国の三つ子ちゃんのお祖母さんでもある夫人や、他国の貴族の夫人たちとも。

			　アンソン公爵夫人の交友関係がすご過ぎる！

			「アンソン公爵夫人、エミリーさん」

			「ハウルさん」

			　タキシードを着こなしたその姿に、ハウルも貴族なのだろうなとエミリーは今更思った。

			「リア様は？」

			「ご両親とご一緒ですので、私が代わりにお迎えに」

			　スッと差し出される手を取り、エスコートされながらエミリーは会場から控室へ移動する。

			「リア様が先にコリフィ貿易を紹介し、その後エミリーさんが呼ばれます」

			「は、はい」

			「緊張しますか？」

			「心臓が口から飛び出しそうです」

			　エミリーの独特な表現にハウルは思わず噴き出す。

			「そ、そんなに変なことを言いました？」

			　真っ赤な顔でワタワタするエミリーに、ハウルは心配そうに声をかけた。

			

			「多分、驚かれると思います。でもリア様に従ってください」

			「驚く？」

			　こんな豪華なイベント参加しただけでも驚きの連続なのに、これ以上まだ驚くことが？

			「あと、以前、私の独断でエミリーさんにご忠告したことをお詫わびします」

			「忠告？」

			「リア様とは結婚できないと言ったことです」

			　リア様と結婚できないと教えてくれたことが忠告？　それはどういうこと？

			　詳しく聞こうと思った瞬間、曲調が変わり大きな拍手が会場から聞こえてくる。扉の向こうなので見えないけれどとても盛り上がっているようだ。エミリーはハウルの言葉の詳細を聞くタイミングを逃してしまった。

			「王族の入場です」

			　始まりましたねと時計を確認するハウル。エミリーは汗ばんだ手をハンカチでそっと拭ふいた。

			　建国祭の開会宣言、ロード国は建国百五十年目を迎えたという話が聞こえてくる。

			　王太子殿下の息子スチュワート様のお披露目。キャサリン王女が本日デビュタントを迎え、初めて公の場に出ると告げられる。

			「今日はキャサリン王女の婿になろうと他国の王子もたくさん来ていますが、エミリーさんの素敵なドレスのおかげでお転婆だと思われないでしょう」

			　くすくす笑うハウルにエミリーは首を傾げた。

			　どうして今日デビュタントを迎えるキャサリン王女がお転てん婆ばだと隣国のハウルが知っているのだろうか？

			　勲章授与の難しそうな話が続き、今日の特別招待客の名前が呼ばれる。

			「バリウス商会」

			「はい」

			　返事をしたのはジョンの父の声だった。

			「オルグレン国との交易を称え招待したが、どうやら間違いだったようだ」

			　扉の向こうで繰り広げられる予想外の展開に、エミリーはハウルの方を振り向いた。

			「間違いって？」

			「どういうことかしら？」

			　ざわつく会場の声までしっかりエミリーに届く。

			「バリウス商会は不正行為により、本日付けで業務権利を剥はく奪だつする」

			　驚いたエミリーは、はしたないと思いながらもつい聞き耳を立ててしまった。

			「どういうことですか！」

			　大臣の宣言に反論したのはもちろんジョンの父。ジョンの声はエミリーには聞こえなかった。会場内は見えないのでジョンがどこにいるのかもわからないけれど。

			「剥奪と聞こえましたが……？」

			「コリフィ貿易に損害を与えましたので」

			　にっこり微笑むハウルの姿に、エミリーはゴクッと唾つばを飲み込んだ。

			「スザンヌがわざとベビードレスを一着余分に入れたのですが、返送された荷物のタグとベビードレスの数が合いませんでした」

			「返されなかったベビードレスは……？」

			「バリウス商会で普通に売り、百パーセントの利益を得たのでしょう」

			　売上の十パーセントしかバリウス商会にお金が入らないはずなのに、ジョンは売上全額をバリウス商会のものにしてしまった。そしてその金額差が『コリフィ貿易に損害を与えた』ということ。

			　ジョンは罠わなにハマったのだ。

			「えぇ。あとはお客様に金額を水増し請求しました」

			「え？」

			　打ち合わせ時にコリフィ貿易が出した見積もりより高かったと、問い合わせがあり発覚した取引が三件。

			　差額はコリフィ貿易が返金したとハウルは説明する。

			

			「宝石が付いたベビードレスも店に並べたようです」

			「まだ持っていたということですか？」

			　倉庫の中身は全部買い取ったはずなのに、残っていたということ？

			　ベビードレスの権利はコリフィ貿易に譲渡しているので、バリウス商会が無断で販売することは許されない。

			「それにミンベルの商業ギルドにもまだ支払いしていないようです」

			　エミリーが間違われて怖い思いをしたあの未払いの件だ。まだ払っていなかったなんて。

			「商人として信用できないので、権利剥奪です」

			　当然でしょうと笑うハウルは、今まで見たことがない悪人のような顔だった。

			　会場の中でジョンの父が騒いでいる声が控室まで聞こえてくる。

			「お前がなぜそこにいる！　俺たちを騙だましたのか！」

			「醜態しゅうたいをさらすのはやめなさい、バリウス商会。オルグレン国の殿下に失礼な態度は慎むように。不敬罪に問われますぞ」

			「やめろ！　離せ！」

			　何が起きているかわからないエミリーは、固かた唾ずを呑のんで成り行きを窺うかがうことしかできない。

			「さて、そろそろですね」

			

			　にっこり微笑むハウルにエミリーは「えっ？」と驚いた。

			　声だけ聞いている限りでは会場の中はとんでもないことになっていそうなのに、ここで呼ばれるなんて。

			　扉が開き、眩まぶしい光を背負ったリアの姿にエミリーは目を細める。

			「えっ？」

			　スッと差し出される手。その手を取っていいのか躊躇ちゅうちょしてしまうほど、いつもと違う姿のリア。少し長めの髪は綺麗に整えられ、普段のラフなシャツからは想像できないくらい豪華な金色の刺繍が施された礼装。

			「エミリーさん、いってらっしゃいませ」

			　ハウルにお辞儀をされたエミリーは、ハッと我に返った。

			　慌ててリアの手に自分の手を乗せると、グッと引き寄せられる。

			「似合っているよ、エミリー。さすがだ」

			　耳元でリアに囁ささやかれたエミリーの頬は、一気に赤く染まった。

			「キャサリン王女のデビュタントドレス、そしてスチュワート王子のベビードレスを手がけたドレスデザイナー、エミリー・クレヴァリー伯爵令嬢に盛大な拍手を」

			　どうしてリアはタキシードではなく王子のような服を着ているのか。

			　どうしてエスコートに慣れているのか。

			

			　どうしてこの扉が王族専用の出入口だったのか。

			　どうしてジョンとジョンの父が拘束されているのか。

			　聞くことができないまま、エミリーは王族の横へエスコートされる。

			　大きな拍手の中、リアに合図されたエミリーはスカートを摘み深々と礼をした。

			「彼女はオルグレン国ウィリアム王子が手がけるコリフィ貿易で、ドレス部門y-Limeライムのオーナーとして、我が国とオルグレン国の友好関係に大きく貢献した」

			　大臣の説明に一番驚いたのはエミリー自身だ。

			　聞き間違いでなければ、リアのことを大臣はウィリアム王子と呼ばなかっただろうか？

			　商業ギルドで書類を書いた時、リアのサインはウィリアムだった。

			　まさか隣国オルグレン国の王子だったなんて！

			「よってy-Limeライムオーナーのエミリー・クレヴァリー伯爵令嬢に褒賞を与える」

			　褒賞？

			　そんな話は聞いてない！

			　褒賞って有名な画家や研究者に与えられるものじゃないの？　ドレス店で褒賞って何？

			　緊張と混乱で、もう心臓が爆発しそうだ。

			　大きな拍手の中、エミリーはできるだけ冷静に礼をする。

			「は？　なんだよ、どういうことだよ！」

			

			　下からジョンの声が聞こえるけれど、私の方がどういうことなのか知りたい！

			「おめでとう、エミリー！」

			　キャサリン王女の声が聞こえたエミリーは、混乱した心を誤魔化すように微笑んだ。

			　大臣からピカピカ輝く銀杯が授与される。

			　青い眼を細めて微笑んでくれるリア。自分のことのように喜んでくれるキャサリン王女。優しく微笑んでくれるオルグレン国の王妃様。舞台の下にはお父様とアンソン公爵夫妻の姿。そしてミンベル街の店へ来てくれた貴族の方々。

			　涙が出そう。

			　エミリーは溢れそうな涙を必死に堪こらえながら、笑みを浮かべる。

			　盛大な拍手の中、深々と礼をしたエミリーの前にスッと手が差し伸べられた。

			「さぁ、エミリー。思う存分復讐してこい」

			　ひと通りの発表が終わり、優雅な演奏が始まった会場内は、バリウス商会を好奇の目で見る者、注文品がどうなるのか尋ねに来る者、バリウス商会には興味もなくワインを楽しむ者、ダンスを楽しむ者など、それぞれ自由に過ごす時間となった。

			　エミリーは銀杯をハウルに預け、リアにエスコートされながら階段を降りる。

			「エミリー！　助けてくれ！　誤解だってみんなに言ってくれ！」

			「ジョンとよりを戻そう、な、エミリー。まだジョンのことが好きだろう？」

			

			　騎士に拘束されているジョンとジョンの父は、必死にエミリーに訴えてきた。

			　階段を降り切ったエミリーの背中を、リアはそっと支えてくれる。

			「エミリーがオーナーなんて驚いたよ、建国祭のためにオーナーにしてもらったのかい？　なんだか誤解があって業務停止でさ、さっきの大臣になんとか業務停止を取り消してくれるように頼んでくれないかな？」

			　頼むよと微笑むジョンに、エミリーはにっこり微笑んだ。

			　その笑顔を了解と捉えたジョンが嬉しそうに笑う。

			「ねぇ、ジョン」

			「うん、なんだい？　俺にできることならなんだって」

			　エミリーの頼み事ならなんでも聞くよと笑うジョン。

			　二年前だったらこの笑顔に騙されていた。ずっとこの笑顔が好きだった。

			「まだ気づかないの？」

			「え？　何を？」

			「店の名前。y-Limeライムよ？」

			　エミリーはハンカチの刺繍をジョンに見せる。

			「うん、ライムだろ？　それが……」

			　どうかしたのかと聞こうとしたジョンは、文字を逆から指差すエミリーの動きに固まった。

			　y-Limeライム。

			　逆から読めばemilyエミリー。

			「……エミリー、そいつと共謀して俺を騙したのか？」

			「先に裏切ったのはジョンの方だわ」

			　ハンカチをしまい、肩をすくめたエミリーを、ジョンが眉間にシワを寄せながら睨にらんでくる。

			「それはもう謝ったじゃないか！」

			　いつまで根に持っているんだと言われたエミリーは、ジョンの残念な発言に愕がく然ぜんとした。

			　私はこんな人が好きだったのね。

			　裁縫をすることを否定せず、優しくしてくれることに舞い上がっていて、本当に何も見えていなかった。

			　嘘の笑顔に騙されて、本当のジョンの姿を知ろうとしていなかったんだわ。

			「あの時謝ったのはユリアのことだけよね？　援助目当てで私に近づいたことは？　男爵令嬢と付き合っていたことは？　嘘をついてドレスを作らせたことは？　お金を騙し取ろうとしたことは？　別邸の侍女たち全員と関係を持っていたことは？」

			　全部知っているのよと言われたジョンが一気に青ざめる姿を、エミリーは自分でも驚くほど冷静に見つめることができた。

			「負債は本当で」

			　言い訳をしようとするジョンを阻はばむように、リアはエミリーの肩を抱き寄せ、エミリーが考えた品物を製品化していれば、負債などすぐに返せただろうとジョンを笑う。

			「ベビードレスは売れなかったじゃないか！」

			　あれのせいで負債が増えたと言うジョンに、エミリーは冷たい視線を向けた。

			「赤ちゃんが身に着けるものに尖った宝石なんて、センスがなさすぎるわ」

			　宝石を付けるなんて高く売りたいだけ。結局、お金だ。

			「宝石がないシンプルなベビードレスは毎月売れたでしょう？　毎月、バリウス商会の三分の一も売り場を使わせてくれてありがとう」

			　ふふっとエミリーが笑うと、ギリッと奥歯を鳴らしながら憎悪に顔を歪めているジョンの顔を見ることができた。

			「俺を利用したのか！　金で俺を買ったくせに！　用済みになったから捨てるのか！」

			「これだから貴族は！　平民を馬鹿にして」

			　支えてくれるリアの手から怒りが伝わってくる。

			　私の代わりに怒ってくれているのね。

			　今、この瞬間にリアが隣にいてくれることがとても心強い。一人だったらきっとジョンに言いたいことすら言えないままだった。

			「ねぇ、ジョン。私、あなたのこと好きだったわ」

			　優しいジョンが好きだった。どんな些さ細さいな話でも聞いてくれるジョンが。

			　演技だとは知らなかったから、ジョンも自分のことを好きだと思い込んでいた。

			　いつか子供が生まれて、家族でお店を続けて、幸せになれるのだと。

			「じゃあ、やり直そうエミリー。そうだ、俺がy-Limeライムを手伝うから、別邸でまた一緒に」

			「手伝う？　『エミリーには無理』なんでしょう？」

			　ジョンはまだ私のことを世間知らずのお嬢様だと思っているのだろうか？　少し優しくすれば、また騙せると思っているのだろうか？

			「俺にはエミリーが必要なんだ。頼む、また一緒に」

			「私じゃなくて、お金が必要なのよね」

			　店の負債がなくなったのに私からお金を騙し取ろうとしたように、これからも何か理由をつけて送金させるつもりだろう。

			「違う！　お金じゃなくて、エミリーを愛しているんだ。だから」

			　ジョンの口から出た「愛している」の言葉に、エミリーは悲しそうに笑った。

			　その言葉は、以前の私だったら飛び上がるほど嬉しい言葉。

			

			　少し優しくされた程度で両想いだと思い込んで、結婚式をしただけでもう妻になったと勘違いした愚おろかな私が欲しかった言葉だ。

			　でも、リア様に会って、ジョンに対する気持ちはただの子供のままごとだと知ってしまった。会えないだけで苦しくて、ずっと側そばにいてほしくて、抱かれたいと思うのはリア様だけ。ジョンじゃない。

			「あなたの愛は多いのね。男爵令嬢、ユリア、メイ、サリー、マリン。あと何人いるのかしら」

			　エミリーが指折り数えながら女性の名前を告げると、ジョンは首を横に勢いよく振った。

			「か、彼女たちは愛していない。俺はエミリーだけを」

			「私はジョンを愛していないわ」

			「えっ？」

			「私のことを愛していると言えば、何でも許してもらえると思ったの？」

			　返事をしないということは、ジョンはそう思っていたということ。

			　本当に、最後まで最低な男だ。

			「奥様と子供とお幸せに。あ、でも業務停止だったわね」

			　でもジョンはお金儲けが得意だから安心ねと付け加えた後、エミリーは全てを吹っ切った清々すがすがしい顔で微笑んだ。

			

			「さようなら」

			　薔薇のドレスに相応しい美しい笑顔でエミリーが最後の言葉を告げると同時に、リアが騎士たちに合図を送る。

			「ちょ、エミリー！　嘘だろ？　助けてくれ、商売ができなかったらこれからどうやって生活を」

			　お願いだと懇願しながらジョンは騎士たちを振りほどこうと抵抗する。

			「おい、エミリー。冗談はもうやめてくれ。家族じゃないか、なぁ、助けてくれ。意地を張らずにジョンとやり直そう」

			　大きな声で騒ぎながら連行されていくジョンとジョンの父の姿を、エミリーはジッと見つめ続けた。

			「……大丈夫か？」

			　心配そうにエミリーを気遣ってくれるリアの青い眼。初めて会った時から、この目に囚とらわれていた気がする。

			「あの、ウィリアム殿下」

			「もうリアと呼んでくれないのか？」

			「リ、リア様、どうして」

			　どうしてオルグレン国の王子が貿易商をやっているのか聞こうと思ったエミリーの声は、近くで沸き起こった令嬢たちの声に掻かき消された。

			「これはy-Limeライムのドレスなのよ」

			「さすがクロエね」

			　赤と黒のセクシードレスに身を包んだ男爵令嬢クロエの姿に、エミリーの身体がこわばる。

			「いつも流行の最先端で羨うらやましいわ」

			「ねぇ、どうやって店を知ったの？　オルグレン国の店でしょう？」

			　話題のドレス店の商品だと聞いた令嬢たちがクロエに群がり、彼女を褒め称えている。

			　エミリーは湧き上がる感情を抑えるように、手にグッと力を入れた。

			「あらあら、本当にy-Limeライムのドレスなの？　見せてほしいわ」

			「私も近くで見たいわ」

			　マーリン公爵夫人とアンソン公爵夫人の登場に驚く令嬢たち。さっと道を空あけ、二人をクロエの横に通す。

			「ねぇ、右の内側を見せてもらっていいかしら？」

			「内側……？」

			　よくわからないけれど、どうぞと言うクロエのドレスを、マーリン公爵夫人は遠慮なく捲めくる。

			

			　クロエのドレスは背中が大きく開いたセクシーなドレス。ウエストを少し捲るだけで右脇の内側を見ることは可能だった。

			「あら、これはy-Limeライムではないわ」

			　ニセモノねと残念そうに溜息をつくマーリン公爵夫人。

			「そうね。違うわね」

			　アンソン公爵夫人も覗き込みながらふふっと笑った。

			　ざわつく令嬢たち。公爵夫人が二人ともニセモノだと言ったということは、本当にy-Limeライムの商品ではないのかもしれない。

			「そんなはずは！」

			「だって、y-Limeライムの印がないわ」

			「えっ？　印？」

			　印とはなんのことなのか。ジョンはそんなこと何も言っていなかった。クロエは訝いぶかしげに顔をしかめた。

			「エミリー、少しいいかしら」

			「は、はい。アンソン公爵夫人」

			　リアにエスコートされながら、エミリーはアンソン公爵夫人のもとへ歩く。ふわっと揺れるエミリーのドレスに令嬢たちは釘付けになった。

			

			「このドレス、y-Limeライムの商品かしら？」

			「いいえ、うちの商品ではありません。y-Limeライムのドレスには印がついているので、ご確認いただければ誰でも判別可能です」

			　エミリーの返事にリアが「印？」と反応する。

			　あ、そうだった。リア様にはまだ伝えていなかった。

			「ニセモノですって」

			「そうよね、男爵令嬢が王女と一緒のドレスブランドなんて」

			　無理よねとヒソヒソ笑う令嬢たちをクロエは睨みつける。

			「あんたが作ったドレスでしょ！　店の商品じゃないってどういうことよ！」

			y-Limeライムのドレスはオーダーメイドです。でも私はご令嬢と面識がありません」

			　どなたでしょうか？　と尋ねるエミリーにクロエは奥歯をギリッと鳴らす。

			「ジョンに頼んで作ってもらったじゃない！　早く認めなさいよ！」

			「あぁ、バリウス商会の。そういえばお金も払っていただいておりませんね。作りかけの商品を急いで持っていかれたので困っておりました」

			「だから肌の露出が多いのね。y-Limeライムの商品にしては品がないと思ったわ」

			　アンソン公爵夫人がふふっと笑うと『品がない』に同意したマーリン公爵夫人も頷いた。

			「請求書を送らせていただきますね」

			

			　ドレスの価格はいくらにしようか。迷惑料も含めて普通のドレスの十倍の金額を請求してみようか。

			　着用しているので返品は不可だとエミリーは微笑む。

			「はぁ？　なんで私が払うのよ」

			「あら、まさか、支払わないの？」

			　マーリン公爵夫人があり得ないわと声を上げると、周りの令嬢たちも一斉にヒソヒソ話し出した。

			「そういえばご出産されたから、今はゆったりしたドレスしか着られないのよ」

			「だから背中も胸も開いているってこと？」

			「でも出し過ぎよね、恥ずかしいわ」

			「それよりも作りかけで持っていったということは盗品ということ？」

			　先ほどまで褒め称えていた令嬢たちが一気に手のひらを返す。

			「どうしてみなさん、そんなふうに私のことを責めるのです？」

			　先ほどまでの悪態はどこへ？　と聞きたくなるくらいクロエの目からポロポロと大粒の涙が溢れる。

			「あぁ、王子様。どうか助けてください。私はある男性から贈り物としてこのドレスをいただいただけなのに。みんながニセモノだと、お金を払えと言うのです」

			

			　泣き顔でリアを見つめるクロエ。

			　まるで虐いじめられているヒロインかのような見事な変わりように、エミリーは呆あっ気けにとられた。

			「そのドレスは贈り物だから自分には非はないと？」

			「そうです！　王子様」

			「バリウス商会のジョンから贈られたもので間違いないか？」

			「はい！」

			　うっとりとした顔でリアを見つめるクロエに、エミリーの胸はチクッと痛んだ。

			　黒髪のセクシーな女性。美人で胸も大きくて女性らしい身体つき。私も彼女のようにスタイルがよかったら、もっと色気があったら、リア様に少しでも女性として見てもらえただろうか？

			　エミリーは恋する少女のような甘えたクロエの顔を視界に入れたくなくて、ふいっと視線を外した。

			「ハウル、バリウス商会への請求書にこのドレスの代金を加えてくれ」

			「かしこまりました」

			　サラッと手帳にメモをするハウル。

			　エミリーはいつの間にか後ろにいたハウルに驚いた。

			

			「リア様、こちらのご令嬢ですが、バリウス商会三代目ジョンの妻でございます」

			　わざとらしく調査書を手渡すハウル。リアはパラパラと書類を捲ると、ニヤリと笑った。

			「私はもう離縁……」

			「子供を使用人の養女にしたのか」

			　捨てたのか？　と聞くリアにクロエの涙は一気に引っ込んだ。

			「えっ？　捨てた？」

			「子供を？」

			「嘘でしょう？」

			「でも、平民との子供なんて男爵様がお許しにならなかったのでは？」

			「まだ離縁は成立していないな」

			「はい。ロード国では妊娠が判明した日から子供が一歳になるまでは離縁できない法律となっております」

			　いい制度ですねと微笑むハウル。

			　そんな法律があるなんて知らなかった。でも、子供を守るためにはとてもいいルールだと思う。この人は私があんなに欲しかった子供を手に入れておきながら、あっさりと捨てたのだ。そんなの生まれた子供が可か哀わい想そう過ぎる。

			「ではこの女もバリウス商会の身内か。拘束だな」

			

			　リアはハウルに書類を返すと、壁際の騎士に向かって手を上げる。

			「なんで私が！　離しなさいよ！」

			　騎士たちに取り押さえられたクロエは黒髪を振り乱しながら抵抗する。

			「だいたいね、あんたがジョンをお金で買ったからこうなったのよ！　あんたさえいなければ！」

			「それならどうして今、一緒に暮らしていないんですか？　子供も生まれたのに」

			「……それは、」

			「あなたが幸せになれなかったのは、あなた自身のせいです」

			　これは一歩踏み出す前の自分に、リア様と出会う前の自分に言ってあげたい言葉かもしれない。

			「幸せになりたいのなら、一歩踏み出してみてはどうでしょう？」

			「何を意味のわからないことを……。ちょっと、痛いわよ！　掴まないでよ！」

			　会場を満たす優雅な曲には似合わない叫び声は、扉の向こうに消えた瞬間全く聞こえなくなった。

			

			終章　裁縫好きな花嫁

			　……終わった。

			　ジョンの悔しそうな顔を見ることができた。お相手の男爵令嬢にも恥をかかせることができた。まさか本当に仕返しできる日が来るなんて。

			「……気持ちに区切りはついたか？」

			「はい。リア様のおかげです」

			　ついさっきのことなのに夢でも見ているのではないかと思うくらい信じられない。

			「では、エミリーの初めてをもらう名誉を」

			「その言い方は誤解を招くのでは？」

			　クスクス笑いながら、エミリーは差し出されたリアの手を取った。

			　初めて踊るダンス。

			　デビュタントの時は婚約者がいなかったため、国王陛下への挨あい拶さつだけでダンスはできなかった。お父様と一緒に王宮に来て、キラキラしたこの会場を見て帰っただけ。ジョンと結婚をして平民になったと思っていた自分には、もう一生縁のない世界だと思っていた。

			「エミリー、顔を上げろ」

			　緊張しているか？　と聞かれたエミリーは正直に頷うなずいた。

			「足を踏んだらごめんなさい」

			「薔ば薇らの妖精に踏まれても、軽いから平気だ」

			「妖精って……！」

			　真っ赤になったエミリーの耳元でリアは「綺き麗れいだ」と囁ささやく。

			　そんなことを言われたら、今度こそ本当に口から心臓が飛び出ますけど！

			　目の前には黒髪青眼のリア。いつものボサボサの髪型ではなく、どこをどう見ても商人には見えない。

			　今思えば、あんなに簡単にオルグレン国の王妃に会えたのも、王妃に慣れた口調だったのも彼が王子だから。アンソン公爵が頭を下げていたのも、お父様が何も反対しなかったのも、リアの正体を知っていたから。ハウルが結婚できないと言ったのも身分が高過ぎるから。サロンだって自由に出入りできるし、貴族たちが信用するのも当然だ。

			　今ならわかる。

			　リアは気軽に会える人ではない。

			　だから建国祭が終わったら、きっともう会えない。

			

			「エミリー、俺を見ろ」

			　再び俯うつむいてしまったエミリーをリアが呼ぶ。

			　青い眼と視線が交わったエミリーは切なそうに微笑んだ。

			「なぜ、そんな顔をする？」

			「リア様、今までありがとうございました」

			　ただ作った物を売って生活できたらいいと思っていただけの、世間知らずな自分をリアはずっと助けてくれた。

			　これからもコリフィ貿易の一部として、年一回でもリアに会えたら嬉しいけれど、それすら難しいかもしれない。

			「それで、なぜ泣く？」

			「……え？」

			　リアに言われて初めて、エミリーは自分の視界が歪ゆがんでいることに気がついた。

			　ワルツが終わり、リアの足が止まる。

			　リアはそっと指でエミリーの涙を掬すくうと、困った顔で微笑んだ。

			「花が綻ほころぶように笑う顔の方が好きだが、泣き顔も悪くない」

			　ハウルに聞かれたら変態だと言われそうだと、リアは苦笑する。

			　次の曲が始まり、エミリーは早くダンススペースから出なくてはと後退った。

			

			「どこに行く？」

			「え、だって次のダンスが」

			　リアはエミリーの手を掴み、再び踊り出す。

			「リ、リア様、ダメです、二曲目は」

			　もしかしてロード国とオルグレン国ではルールが違うのだろうか？

			　ロード国では同じ相手と二曲踊っていいのは婚約者だけ、そして三曲以上は夫婦か一年以内に結婚の約束をした者たちだけだ。

			「知っている」

			「えっ？」

			「既成事実を作っている」

			「え？　それはどういう……？」

			　既成事実？　なんの？

			「俺はオルグレン国の第四王子だ。第四っていうのは後継者としての期待をされないんだ。目立ち過ぎてはダメ、教わることも行動も制限されてきた」

			　踊りながら明かされるリアの秘密に、エミリーはじっと耳を傾けた。

			「エミリー、……俺の子供を産まないか？」

			　耳元で告げられた予想外の言葉にエミリーの心臓が跳ねた。

			

			　以前ハウルに子供を作ってくれる人の紹介を頼んだから？

			「何人でもいい。男でも女でも」

			「で、でもリア様、子供は困るのでは？」

			　リアは王子。王子のスキャンダルはマズいだろう。

			　二曲目が終わり、ダンスフロアの人々が入れ替わる。壁側にはリアからのお誘いを期待して熱い視線を送っている令嬢たちの姿。

			　ダンスの終わりの礼をしようとしたエミリーの腰を、リアはグイッと引き寄せた。

			「条件がある」

			「条件？」

			「子供だけではなく、夫付きだ」

			　ダンスはいつの間にか三曲目。三曲目は一年以内に結婚する者たちだけ。

			「リ、リア様、あの、次の曲が」

			　フロアの外に出ましょうと焦るエミリーの腰を捕まえたまま、リアは曲に合わせてステップを踏み出してしまった。

			「だから既成事実だ」

			　ニヤッと笑いながらエミリーを見つめるリア。

			「三曲踊ったら一年以内にエミリーと結婚できるのだろう？」

			

			　悪戯いたずらっ子のように笑うリアに、エミリーの思考が停止する。

			「利用できるものはなんでも利用するんだぞ」

			　教えたよなと笑いながら、リアはエミリーの耳元で「好きだ」と囁いた。

			「エミリーに拒否権はないぞ。俺は王子だからな」

			「リア様、でも、」

			　リアは隣国オルグレン国の王子、自分はただの伯爵家の娘。

			　身分が釣り合わない。

			「王子妃の条件は相手が未婚であることだけだ」

			「……未婚」

			「エミリーは未婚だ。教会に婚姻届が提出されたこともなく、貴族としての記録もクレヴァリー伯爵の長女から書き換えられたことがない」

			　ハウルが確認済みだとリアは青い眼を細めて微笑んだ。

			「だからエミリー。俺と結婚して、俺の子供を産んでくれないか？　時々面倒な公務はあるがy-Limeライムを続ければいい。俺もコリフィ貿易を辞めるつもりはない」

			　安全上、頻繁に店頭には立てないが数ヶ月に一度なら構わない。場所は今回の損害賠償でコリフィ貿易のものになったバリウス商会王都店。里帰りとアンソン公爵邸に遊びに行くついでに店を覗いてくればいいと笑うリア。

			

			　バリウス商会王都店跡地の『y-Limeライムロード店』はラルフが店長に。アンジーと二人で店を継続する意思は確認済み。もちろん父にも護衛と侍女を辞める許可を取ってあるという。

			　ミンベル街の店はアンソン公爵夫人が昔支援していた画家ミッチェルの家に改装。湖の風景が気に入ったミッチェルがミンベルに住みたいと、最近アンソン公爵夫人に相談したそうだ。

			「三曲終わったな」

			　ニヤリと笑いながらリアは胸元から指輪のケースを取り出し、エミリーの前に跪ひざまずいた。

			「エミリー、俺と結婚してくれ」

			　エミリーの答えも聞かずに、リアは指輪をエミリーの薬指にはめてしまった。

			　今日のために渡されたネックレスとイヤリング、そして誕生日のブレスレットとおそろいの薔薇とピンクダイヤモンドの指輪だ。

			　ギュッと握られた手、真っ直ぐに見つめてくる青い瞳。

			　断れるはずがない。

			　いつも守ってくれて、側そばにいると安心できて、ずっと一緒にいたい人。

			「……はい。リア様」

			　立ち上がったリアに抱き寄せられたエミリーの唇に、リアの柔やわらかい唇が触れた。鼻先が頬に触れ、舌先で唇がこじ開けられる。息をするのも許されないほどの口づけと、甘い吐息にエミリーの頭の中はすぐに真っ白になってしまった。

			　盛大な拍手の中、熱い口づけの余韻に浸ひたる間もなくリアはエミリーを軽々と抱き上げる。

			「ちょっとリア！　どこに連れて行く気？」

			　ダンスフロアから立ち去ろうとする息子に気づいたオルグレン国王妃は思わず立ち上がった。

			「失礼いたします。こちら国際結婚の同意書になります。僭せん越えつながらご署名をお願いできればと」

			　ハウルが、すっと王妃の横から書面を差し出す。

			「ハウル、あなた優秀過ぎるわよ！」

			　こんな場所で今すぐ他国の国王に同意書を書かせるなんて、無茶苦茶なことをする補佐官にオルグレン国の王妃は苦笑する。

			「今すぐ教会に婚姻届を出してしまいそうね」

			　くすくす笑うロード国王妃にハウルは「はい」と答えた。

			「少しくらい待てんのか、あいつは」

			　やれやれと溜息をつきながらサインするオルグレン国王。

			「情熱的で羨うらやましい。うちのキャサリンにもそんな相手が見つかればいいが」

			

			　はははと笑いながらロード国王はサラッとサインした。

			「お手付きしてから一年以上我慢されていますので、これ以上は待てないのかと」

			「お手付きだと？」

			「ウィリアム！　あなたって子は！」

			　国際結婚の同意書を受け取ったハウルは、無茶振りばかりするリアに少しは仕返しできたかなとニッコリ微笑んだ。

			
　　　　◇

			
　一年後、y-Limeライムのウェディングドレスに身を包んだロード国の伯爵令嬢と、オルグレン国第四王子の結婚式がオルグレン国王都の教会で行われた。

			　本人たちの希望で略式の結婚式だったが、貴族だけではなく商人も平民も参加可能な珍しい結婚式に、コリフィ貿易の取引先を含め各国から多くの人々が祝福に訪おとずれた。

			　y-Limeライムにはドレスや子供服の注文が殺到。

			　すぐに支店も増え、事業は拡大。

			
　そして――。

			

			　まだ十六歳だというのに長男は海を越えた国にまでコリフィ貿易を進出させるほど営業能力が高く、独特のセンスを持つ十四歳の次男は男性服のデザイナーを目指している。

			　十一歳の三男は手先の器用さを生かし、装飾品作りに夢中だ。四人目でようやく生まれた女の子、ティナはまだ七歳。

			「リア、ティナが化粧品の開発者になりたいって」

			「うちのおてんば娘が？」

			　今日の服は全員少しずつデザインが違うけれど、同じ生地でエミリーが作った服。

			　リアと長男はシンプルなシャツ、次男は少し胸元が開いたシャツを、モノ作りをする三男は袖そでを捲まくってボタンで留められるデザインで。

			　そして娘はもちろんエミリーが夢見ていた親子おそろいのワンピースだ。

			「肌に優しい化粧品がいいんですって」

			　化粧品とは縁がなさそうだけれど？　と笑いながらも、リアは将来をしっかり考えている娘の成長を喜んでいそうだ。

			「うちの子供たちはみんな独特だな」

			「リアに似たのね」

			「エミリーじゃなくて？」

			　エミリーの大きなお腹を摩さすりながら、次は男か女かどちらだろうかとリアが笑う。

			

			　あの時、勇気を出してオルグレン国に行ってよかった。

			　現実から目を背そむけて泣くだけだったら、こんなに素敵な家族と暮らせる日々は来なかった。

			「リア、愛しているわ」

			「俺もだ、エミリー」

			
　仲なか睦むつまじい二人は人々の憧あこがれの夫婦。

			　エミリーは裁縫しながら夢を叶え、幸せを手に入れた――。

			

			あとがき

			　こんにちは、和泉いずみです。

			　多くの作品の中から本作品をお手に取っていただき、ありがとうございます。

			
　温室育ちのお嬢様が自分の力でざまぁしたいと思った時に、いったい何ができるのだろうか？　ある日ふと思い、本作品が生まれました。

			　世間知らずで要領も悪いけれど、健気で一生懸命なエミリーを応援したくなる。本作品を読んでそんな気持ちになっていただけたらうれしいです。

			
　エミリーが友人のために初めてベビードレスを作ってから建国祭で夫にざまぁするまで、実は三年も月日が流れています。

			　十七歳の少女だったエミリーは恋の悩み・仕事の悩みを抱えながら二十歳のレディに成長していきます。その成長を誰よりも近くで見守ったリア。私はリアのような真綿でヒロインを包み込むヒーローが大好物です。彼ならもっと簡単に夫の店を潰すこともできたはず。でもエミリーが自分で仕返しをし、元夫のことを完全に吹っ切ることができるように支え続けたリアの寛大な愛を感じてもらえたら幸せです。

			　余談ですが、ウィリアムの愛称がなぜリアなのか。ウィルまたはリアムでは？　と思われたのではないでしょうか。彼は第四王子。作品中には登場しませんでしたが、お兄さんたちがすでにその愛称で呼ばれているからです。ここでしか公開していないリアの秘密なので内緒にしてくださいね。

			　さて、本作品をこうしてお届けできたのは、ゴールまで丁寧に導いてくださった担当様と、小説投稿サイトＮｏｌａノベル・執筆ツールＮｏｌａを提供してくださった株式会社indent様のおかげです。本当にありがとうございます。

			　この場をお借りして、本作品を出版するために尽力くださった皆さまにもお礼申し上げます。

			　そして、エミリーの可愛らしい雰囲気が溢れ出ている可憐な表紙を描いてくださった北沢きょう先生、ありがとうございます。色気満載のリアが素敵で、ラフ画からときめきが止まりませんでした。

			
　最後に本作品を手に取ってくださったあなたに感謝を。

			　またいつかご縁があることを願って。

			
和泉
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